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物質一般における、動作と社会。生物や人間への、適用。

Iwao Otsuka





初期内容。2022年12月初出。複数物質の操作。物質間の社会的相互作用。それらの内容の一覧。物質における、エネルギー性と保存性との、区別の必要性。





-----

物質の操作。物体の操作。

単体の物質自身による、自己操作。例。粒子。分子。電子。原子。素子。素粒子。量子。

複数の物質同士による、相互の操作。

複数の物質同士による、相互作用。

それらは、以下の内容を、もたらす。

複数の物質同士における、社会性。

物質社会の、生成や形成や構築。





物質の操作。

単一物質の操作。複数物質の操作。

複数の物質の間における、社会的相互作用。

それらは、以下の内容である。

---



--

有ること。存在すること。

無いこと。存在しないこと。

--

可能なこと。出来ること。

不可能なこと。出来ないこと。

--

止めること。留めること。停止。制止。停留。

動かすこと。移動。運動。行動。

動かないこと。不動。静止。

--

作用。

反作用。

--

働きかけること。

受け止めること。

反応すること。フィードバックすること。

--

働くこと。

休むこと。怠けること。

--

増やすこと。プラスにすること。陽性にすること。加点すること。

減らすこと。マイナスにすること。陰性にすること。減点すること。

ゼロにすること。

--

慣性。不変性。保存。現状維持。

変化。変質。変性。

--

不動。

変動。

--

平静。平和。凪。

混乱。波乱。

-

順調。

乱調。

-

安定。

不安定。

-

安全。

危険。脅威。

-

無害。無毒。

有害。有毒。

-

無風。

弱風。

強風。

暴風。

-

沈着。

爆発。暴発。

-

丁寧。

乱暴。粗暴。

--

制御可能。沈静。

制御不能。暴走。暴発。

--

責任が有ること。責任を負うこと。責任を取ること。

無責任。責任回避。責任転嫁。

--

品質保持。

劣化。

--

自動。

手動。

--

慢性。

急性。

--

一定性。恒常性。状態維持。

--

変更。

無変更。

--

増加。

減少。

-

増大。

縮小。

-

強化。

弱化。

--

遺伝。先天性。

文化。後天性。

--

前世。

現在。昨今。

後世。

--

祖先。前世からの繰越。

後世への継承。世代間継承。後継。

-

継承の断絶。

--

加工。工作。改変。

素性。無加工。原型保持。

-

覆面。演技。見せ掛け。酔い。

素面。

-

作話。物語。フィクション。

事実。真実。

--

操作。制御。

-

指揮。指示。指令。命令。

遵守。

--

法則。規則。法規。

無規則。ランダム。

--

保有。保守。保持。

放棄。遺棄。破棄。

--

移動。

不動。

--

放浪。浮遊。根無し。

所属。定着。根付き。

--



--

単体。

組成。合成。対合。化合。合体。

解体。

--

自己。

他者。周囲。環境。

--

主体。

客体。

--

主観。

客観。

--

内部。

外部。

--

部分。

全体。全部。

--

孤立。

関与。

-

共存。

--

独立。

相互依存。

一方的な依存。

--

支配。

従属。

独立。

--

自立。

依存。

--

分割。分化。分業。システム。

不分。複製。複写。

--

所有。

非所有。

--

急所。脆弱性。

急所で無い場所。

--

強い点。

弱い点。

中立点。

--

武装。

非武装。

--

=====

当事者。利害関係者。

-

敵。ライバル。脅威。

味方。仲間。協力者。友達。

===

傍観者。第三者。中立者。

-

仲裁者。裁判者。

=====

--

公共。

プライベート。

--

共有。

非共有。占有。専有。私有。

--

比較。

唯一性。

--

合成。統合。

分解。分析。還元。

--

有機。

無機。

--

結合。融合。

分離。引き離し。

--



--

入力。

中間処理。

出力。

--

上昇。

停留。

下降。

--

上澄み。

沈殿。

--

呑み込み。丸呑み。

泡。脱出。引き籠もり。

--

包含。

突入。没入。

-

親。

子供。

--

置換。代替。

-

組み換え。

-

並べ替え。順列。

-

組み合わせ。

-

変形。整形。幾何。トポロジー。

-

微分。

積分。

--

時間。

空間。

--

正負。

-

プラス。陽性。

マイナス。陰性。

ゼロ。無性。

--

増加。プラスの変動。

減少。マイナスの変動。

--

拡大。拡張。

縮小。縮退。

--

集合。

離散。拡散。

--

保管。保全。

劣化。変性。病変。

--

集中保管。

散逸。散佚。

--

混合。

純粋。分離。隔離。

--

混交。交雑。雑種。

純血。

--

対立。

併存。共存。

--

自律。

他律。

--

区別。

一体運用。

-

非同調。

同調。

-

非調和。

調和。

-

対立。抗争。

和合。和解。

-

決別。離別。

融合。結合。婚姻。

--

新品。未使用。

中古。使用済み。

--

蓄積。

流動。

--

保存。

廃棄。破棄。

--

発明。発見。

前例踏襲。

--

進出。

滞留。

--

拡張。

圧縮。

--

未知。新規。

既知。既存。前例。

--

元の動作。元の行動。

反応。有関心。

無反応。無視。無関心。

--

感心。感動。

不感心。無感動。

--

選好。

嫌悪。

--

健康。

病気。

--



--

単層。

重層。複層。

--

単相。

複相。

--

可変。

固定。

--

柔軟性。展性。延性。

硬性。剛性。

--

析出。

溶解。

--

一定。

不定。

--

傾性。

ランダム性。

--

統計。分布。

--

正の相関性。

負の相関性。

無相関性。

--

凹凸。

--

複製。複写。

--

削除。抹消。

--

獲得。取得。

喪失。付与。譲渡。

--

奪取。強奪。

死守。守り抜くこと。

--

攻撃。襲撃。

防衛。防御。

反撃。

--

総力。

片手間。

--

誕生。

生存維持。活かすこと。生かすこと。

死亡。殺戮。抹消。無効化。

--

意識が有ること。反応が有ること。

麻痺。意識は有るが、反応出来ないこと。

意識不明。無反応。睡眠。昏睡。

--

軽症。

重症。

--

原型保持。

歪曲。変形。

粉砕。破壊。破断。

--

構築。

崩壊。

--

保有。所持。

喪失。

-

交換。

-

搾取。

朝貢。

-

貸すこと。

借りること。

-

与えること。払い下げ。恩寵。慈恵。慈悲。福祉。

乞うこと。貰うこと。

--

収入。

支出。

--

利潤。利益。

損失。

--

対価。

-

支払い。譲渡。清算。

受け取り。

--

貸出。

借受。

--

開通。流通。疎通。

不通。閉塞。

--

発生。

消失。解消。

--

保存。

-

紛失。消失。

崩壊。壊滅。

--

流入。

流出。

-

輸入。

輸出。

--

豊潤。

欠乏。

-

富裕。

貧困。

--



--

構築。

解体。

--

若年。

壮年。

老年。

--

歴史。

-

発生。誕生。

成長。隆起。

成熟。熟練。

隆盛。繁栄。

陳腐化。腐敗。

衰退。滅亡。

--

摩擦。

-

擦ること。

擦られること。

--

勝利。

敗北。

引き分け。

--

優位。

劣位。

同位。

--

切断。

接合。

--

先鋭化。鋭敏化。

鈍化。

--

反発。離反。

惹きつけ合い。結合。調和。

--

矛盾。

整合。

--

抑圧。

解放。

--

強制。強引。

任意。自主。自発。

-

恣意。

--

支配。

従属。

独立。

--

自律。

他律。

--

自立。

依存。

--

促進。

抑制。

--

自由。自分勝手。

規制。統制。管理。

--

攻撃。批判。

防御。

-

和平。和合。調和。

--

内部。

外部。

-

内外区別。

内外の非区別。

--

開放。自由。

閉鎖。束縛。

--

公開。

非公開。機密。秘密。

--

受け入れ。共存。

排除。除外。

--

外向。

内向。

--

発射。発信。攻め。凸。

-

中継。媒介。仲介。媒体。溶媒。

-

待ち受け。待機。

-

受容。受信。受け。凹。

--

交信。対話。会話。交渉。折衝。やり取り。

交信の拒絶。対話の断絶。交渉しないこと。

-

交信記録。

--

記憶。学習。

忘却。

--

開始。

終了。完了。

-

持続。連続。維持。

切断。破断。断絶。

-

中断。

再開。

--



--

有為。何かすること。

無為。何もしないこと。

-

能動。

受動。

-

生成。作成。

複製。増殖。

削減。

抹消。削除。消去。

--

作為。人工。調整。調節。

自然。天然。無調整。

--

衝突。

緩衝。クッション。和らげ。

--

硬化。

軟化。

--

放置。放任。自由化。

干渉。束縛。管理。統制。

--

開放。

閉鎖。閉門。密閉。

--

一体化。融合。

衛星。

離散。離隔。

--

一緒。

隔離。

--

平常。通常。

異常。

--

一般。

特殊。

-

普通。

特別。

--

中庸。中位。平均。中央。中立。

極端。両端。両翼。偏向。

-

中和。無極性。不偏性。

極化。極性。偏性。

-

左翼。左派。

中道。中間派。

右翼。右派。

-

最高。

最低。

--

高密度。

低密度。

-

大まか。粗雑。粗暴。

詳細。精細。繊細。

-

高濃度。

低濃度。

--

高湿度。湿潤。

低湿度。乾燥。

--

強力。

弱力。

--

高重力。高重量。

低重力。低重量。

--

高負荷。高圧。

低負荷。低圧。

--

高エネルギー。高仕事。稼ぎ。

低エネルギー。低仕事。

-

活発。

不活発。

-

高熱。

低熱。

-

高温。

低温。

-

高周波。

低周波。

-

高電気。

低電気。

--



--

量。多少。

質。

力。

位置。高低。上下。左右。

サイズ。大きさ。

価値。

--

一次元。

多次元。

--

正。メイン。

副。サブ。

-

主要。基幹。根幹。親。

付加。添加。枝葉末節。子供。

-

多数派。

少数派。

--

物体間力。個体間力。粒子間力。分子間力。

-

表面張力。

-

表面。

裏面。

-

外面。

内面。

-

外側。

内側。中側。奥側。

-

外殻。

内実。中身。

-

外圧。

内圧。

-

気体。

液体。

固体。

-

気化。沸騰。沸点。

液化。融解。溶解。融点。

固化。凝固。凝固点。結晶化。

-

動作。稼働。

静止。停止。

-

移動。

定住。不動。

--

刻印。

読み取り。

-

摩耗。

--

記憶。学習。

忘却。

--

実体。実物。

情報。データ。仮想物。

機能。関数。

-

代数。数値。文字列。

幾何。形状。

--

生産。生成。

伝達。伝播。伝導。配布。配達。

消費。

残滓の排泄。ゴミ出し。

--

送付。

配送。配達。物流。

受付。受け取り。

--

送信。

配信。

受信。

--

共有。

占有。専有。

--

均一。均等。均質。

--

同一。相似。

相違。

--

同質。同類。同種。

異質。異類。異種。別種。

--

平等。同等。

区別。差別。

--



--

点。時点。地点。位置。

線。境界線。時刻。

領域。帯域。幅。空間帯。時間帯。

面。面積。

立体。箱。山。川。湖。海。溜まり。建物。体積。

--

流体。気体。液体。粉粒状の固体。

非流体。固体。固体的な液体。

--

粘性。接着。

非粘性。剥離。

--

禁止。阻止。

許可。黙認。

--

可侵。

不可侵。

--

侵入。侵攻。進入。加入。

滞在。滞留。

-

認可。許可。

-

閉門。締め出し。阻止。防衛。

追放。追い出し。

--

取り込み。呑み込み。丸呑み。捕捉。逮捕。拿捕。

逃避。逃走。

-

閉じ込め。幽囚。幽閉。

脱出。脱走。

--

浸すこと。浸液。浸水。

抜くこと。液抜き。脱液。水抜き。脱水。

--

潰すこと。取り潰し。芽潰し。押し潰し。

芽吹くこと。発芽。盛り上がること。興隆。隆起。

--

倒すこと。打倒。

立てること。起こすこと。擁立。

-

倒れること。転倒。

立つこと。起きること。起立。

--







--

操作対象における、局所性。

操作対象における、普遍性。

--

操作対象における、微細性。

操作対象における、大局性。

--

操作対象における、部分性。

操作対象における、全体性や網羅性。

--

操作対象における、構造性。

--

操作対象における、再帰性。

各物質は、より小さな単位の粒子状の物質から、構成されること。

ある物質は、より低い単位の小さい粒子的物質へと、再帰的に分解されていくこと。

より大きい次元の物質が、より小さい次元の粒子状の物質へと、分解され、解体されること。

より大きい次元の物質が、より小さい次元の粒子状の物質から、合成されること。

より小さい次元の粒子状の物質が、相互に合体して、より大きい次元の物質を、新たに構築すること。

そうした粒子状物質の最小単位。それは、素粒子であること。

そうした、物質における再帰構造。

それは、量子論や分解論の、基礎であること。

それは、化合論や合成論の、基礎であること。



より低い単位の小さい粒子的物質。それは、部品物質であること。





それらの知見の応用。

それは、以下の内容である。

-

力が働く対象における、再帰性。

各々の力は、より小さな単位の粒子的な物質に働く、力から、構成されること。

ある力は、より低い単位の小さい粒子的な力へと、再帰的に分解されていくこと。

より大きい次元の力が、より小さい次元の粒子的な力へと、分解され、解体されること。

より大きい次元の力が、より小さい次元の粒子状の力から、合成されること。

より小さい次元の粒子状の力が、相互に合体して、より大きい次元の力を、新たに構築すること。

例。分子間力。電子間力。原子間力。

そうした粒子状の力の最小単位。それは、素粒子間力であること。

そうした、力における再帰構造。

それは、量子論や分解論の、基礎であること。

それは、化合論や合成論の、基礎であること。



より低い単位の小さい粒子的な力。それは、部品的な力であること。

-



-

より高い次元の概念が、より低い次元の概念へと、分解され、解体されること。

より高い次元の概念が、より低い次元の概念から、合成されること。

より低い次元の概念が、相互に合体して、より高い次元の概念を、新たに構築すること。

そうした、概念における再帰構造。

それは、還元主義の、基礎であること。

それは、構築主義の、基礎であること。

-





--

操作対象における、陽性。

操作対象における、陰性。

-

操作対象における、プラス。

操作対象における、マイナス。

-

操作対象における、加算や乗算。

操作対象における、減算や除算。

--





-----

物質の操作。

その一環としての、生物の操作。

その一環としての、人間の操作。



物質の社会。

その一環としての、生物の社会。

その一環としての、人間の社会。









-----

データの操作。

数値。文字列。情報。それらの操作。

それは、以下の内容である。

--

単体のデータ自身による、自己操作。

複数のデータ同士による、相互の操作。

複数のデータ同士による、相互作用。

--



それらは、以下の内容を、もたらす。

--

複数のデータ同士における、社会性。

データ社会の、生成や形成や構築。

--



それらは、以下の手段によって、もたらされる。

--

コンピューターによるプログラミング。

神経系によるプログラミング。

論理回路の設計と稼働。

神経回路の設計と稼働。

--

データ内容の、環境への刻印。

データ内容の、環境からの読み取り。

--



それらを定式化した内容。

それは、機能である。

それは、関数である。



それらの操作は、以下の内容と、同一である。

--

物質の操作。実体物の操作。

--







-----

ある物質中における、他の物質。



ある気体の中。ある液体の中。ある固体の中。

他の気体。他の液体。他の固体。



同一。同質。同類。同種。

相違。異質。異類。異種。



混合。溶解。



両者の媒介者となる物質。

溶媒。

ある液体中に、別種の固体が、溶解して液体化すること。





ある気体中に、別種の気体が含まれている場合。

それぞれの種類の気体の体積は、それぞれの気体の分子数に、比例すること。



-----

物質の状態。

物質の性質における、度合い。

それは、以下の内容である。

--

力量。

例。仕事量。エネルギー。稼ぎ。熱。温度。

例。保存力。重力。質量。重量。

-



--

サイズ。

例。面積。体積。

-

大きさ。長さ。厚さ。重さ。

小ささ。短さ。薄さ。軽さ。

-



--

位置。分布。例。時間。時系列。空間。

-

密度。混合度。融合度。近接度。

-

--



-----

物質における慣性。

それは、以下の内容である。

--

物質の状態が、より低い次元において変化すること。例。速度の増加。

物質の状態が、より高い次元において変化しないこと。例。加速度の一定性。

上記の２つの状況が、同時に起きること。

--





-----

物質のタイプの分類。

例。化学の、高校用参考書における、記述。



---

部品物質。

ある物質を構成する部品としての、副次的な物質。



--

物質における、部品物質の授受。



-

物質における、部品物質の授与。

ある物質が、他の物質に対して、ある特定の部品物質を、放出し、付与すること。

例。

酸化。ある物質が、他の物質に対して、電子あるいは水素を、放出し、付与すること。

酸。他の物質に対して、電子あるいは水素を、放出し、付与する、物質。

例。

還元。ある物質が、他の物質に対して、酸素を付与すること。



-



--

物質における、部品物質の受領。

ある物質が、他の物質から、ある特定の部品物質を受領すること。

例。

塩基化。ある物質が、他の物質から、電子あるいは水素を、受領すること。

塩基。他の物質から、電子あるいは水素を、受領する、物質。

例。

酸化。ある物質が、他の物質から、酸素を受領すること。

-





--

-

部品物質の授与。

部品物質の受領。

-

それらは、同時に起きること。

例。酸化還元反応。

その結果、新たに生成する物質。

-

水分。

水分以外の場合。塩分。

-



--

物質における、特定の部品物質の、優位性。

例。

酸性。その物質において、酸が優位であること。

中性。その物質において、酸と塩基とが、対等であること。

塩基性。その物質において、塩基が優位であること。





--

物質における、部品物質の授受の、数量。

例。酸化数。

原子の状態を、基準とすること。

その基準において、授受した電子の数を示す、数値。

-

酸化。上記の数値が、増加したこと。その物質において、電子の受領が、電子の放出よりも、多かったこと。

還元。上記の数値が、減少したこと。その物質において、電子の受領が、電子の放出よりも、少なかったこと。

-





--

物質における、部品物質の授受の、行い易さ。



例。イオン化。

陽イオンに、成ること。



例。イオン化傾向。

陽イオンへの、成り易さや、成り難さ。





--

物質における、部品物質同士の、相互結合。

例。イオン性物質。

塩分において。

塩基における、陽イオンの部分。

酸における、陰イオンの部分。

その両者が、相互に結合した、物質。

そうした相互結合。

それは、イオン結合であること。





--

物質における、部品物質同士の、中和。

それは、以下の内容である。

-

対照的な性質の物質同士の、対等な合成。

例。酸と塩基との、中和。

酸と塩基とを、過不足無く、互いに加えること。

その結果。

塩分と水分だけが、生成されること。

-





--

物質における、部品物質の、価数。

例。価数。

ある物質が、他の物質に与える、陽イオンの、数。

ある物質が、他の物質から取得する、電子の、数。



例。酸の価数。

水素原子のうち、陽イオンとなる数。

例。塩基の価数。

水酸化イオンの数。



価数と、濃度と、体積とを、掛け算すること。

その数値。

酸における値。

塩基における値。

その両者が、同一である場合。

それは、酸と塩基との、中和であること。



--

物質における、部品物質の、分離。

例。物質における、電離。

ある物質が、別の物質の中へと溶解すること。例。水への溶解。

その溶解した物質が、陽イオンと陰イオンとに分かれること。

電離質。

ある物質が、別の物質の中へと溶解して、電離すること。例。水への溶解。

そうした性質を持つ物質。

電離度。

電離した物質量を、溶解した電離質の物質量で、除算した結果の、数値。



--

物質における、部品物質の、質量の計算。

部品物質一つ当たりの質量に、部品物質の個数を、乗算した結果の、数値。

例。原子量。

一定の原子の粒子数における、それらの原子の総質量。例。アボガドロ定数。



例。分子量。

ある分子中の、原子の原子量。



例。イオンから成る物質の場合。

イオンの中の原子の原子量。組成式量。



--

物質における、量の計算。



物質における、量の構成要素。

それは、以下の内容である。

個数。質量。体積。



例。物質量。

その物質の質量を、一定の原子数で除算した結果の、数値。例。アボガドロ定数。





--

物質における、組み合わせ。



例。物質における、ペアの形成。

電子対。ペアを形成している電子。

不対電子。ペアを形成していない電子。



--

物質における、外側と内側。

外側。外殻。

内側。内実。



例。価電子。

最外殻の電子。最も外側に位置している電子。



--

物質における、関与や共有。



例。電子対の共有の、有無。

共有している場合。共有電子対。

共有していない場合。非共有電子対。



例。電子対への関与の、有無。

関与していない場合。孤立電子対。



例。価標。

一対の共有電子対。それを、一本の線として表示したもの。

例。構造式。

分子間の原子の結び付きを、価標を用いて表した、式。

例。価標の個数。

各原子から出てくる価標の個数。

それは、以下の内容である。

電子対の数。

それは、以下の数値と同等である。

不対電子の数。

例。原子価。

各原子における、電子対の個数の、数値。

各原子における、不対電子の個数の、数値。

上記の両者は、常に、同一の値を取ること。

例。電子式。

元素記号の周囲の四方に、最外殻の電子を、点で表示した、式。

元素記号の周囲の四方に、価電子を、点で表示した、式。





--

物質における、結合。

例。共有結合。

単一結合。電子対を、一対、共有していること。

二重結合。電子対を、二対、共有していること。

三重結合。電子対を、三対、共有していること。

例。配位結合。

非共有電子対を、二つの原子が共有する、結合。

共有電子対の電子が、一方の原子からのみ提供されている、結合。

そうして生成される、特別な共有結合。

例。電気陰性度。

共有結合を形成している原子が、電子対を引き付ける強さ。その尺度。



--

物質間の結合における、極性。

極性。物質の分布において、偏りが有ること。

無極性。物質の分布において、偏りが無いこと。



例。共有結合における、極性。

結合において、電荷の偏りが有ること。

共有電子対が、電気陰性度の大きい原子の方へと、偏って存在すること。

結合した原子間における、電気陰性度の差の、大きさ。





--

物質間力。

物質の間において、働く力。

物質量が大きいほど、物質間力は大きくなること。

物質の間における極性。その極性が大きいほど、物質間力は大きくなること。

物質間力が大きいほど、物質同士を引き離すために必要なエネルギーが、高くなること。



例。分子間力。

分子の間において、働く力。

分子量が大きいほど、分子間力は大きくなること。

分子の間における極性。その極性が大きいほど、分子間力は大きくなること。

分子間力が大きいほど、融点や沸点が高くなること。





--

結晶物質。

ある物質において、１ランク低いレベルの部品物質同士が、結晶を形成すること。

ある物質において、１ランク低いレベルの部品物質同士が、規則正しく配列すること。



--

物質結晶。

多数の物質が、規則正しく配列すること。

その場合。物質間力が、弱いこと。



例。分子結晶。

多数の分子が、規則正しく配列すること。

その場合。分子間力が、弱いこと。融点や沸点が、低いこと。





--

仲介物質。

物質間の結合における、仲介者としての物質。

例。水素結合。

水素原子を仲介して形成される、分子間の結合。

その分子間力が、異様に、とても大きいこと。





--

物質間における、結合の強度。

例。

一番強い結合。共有結合。

次に強い結合。仲介結合。例。水素結合。

一番弱い結合。無極性物質の間に働く、物質間力。例。無極性分子の間に働く、分子間力。





--

物質の硬さ。

その大きさの数値は、物質間力に、比例すること。

その大きさの数値は、物質量に、比例すること。

その大きさの数値は、物質における構築性の大きさに、比例すること。

物質量が大きいほど、物質間力の総量が、多くなること。

その結果。

物質量が大きいほど、その物質における、分解に要するエネルギーが、高くなること。

物質が巨大構築物化するほど、その物質における、分解に要するエネルギーが、高くなること。



例。融点や沸点。

その高さは、分子量と分子間力とに、比例すること。



分子量が大きいほど、分子間力の総量が、多くなること。

その結果。

分子量が大きいほど、融点や沸点が、高くなること。





物質の硬さ。

その大きさの数値は、以下の値に、比例すること。

部品物質による内部移動の、困難さの度合いの、数値。

物質の柔らかさ。

その大きさの数値は、以下の値に、比例すること。

部品物質による内部移動の、容易さの度合いの、数値。



例。共有結合の結晶の場合。

-

柔らかい固体結晶。例。黒鉛。

電気を通すこと。

電子が、内部移動可能であること。

-

硬い固体結晶。例。ダイヤモンド。

電気を通さないこと。

電子が、内部移動不能であること。

-



物質の硬さ。

その大きさの数値は、以下の値に、比例すること。

部品物質の移動が発生すること。その発生の、困難さの度合いの、数値。

部品物質の配列のズレが発生すること。その発生の、困難さの度合いの、数値。

部品物質同士の結合が切れること。その発生の、困難さの度合いの、数値。





--

共有結合の結晶。その性質。

例。分子の場合。

巨大分子を形成すること。

小さな分子やイオンへと分かれないこと。溶解しにくいこと。

硬いこと。融点が高いこと。

原子の配列が、ズレにくいこと。

原子間の結合が、切れにくいこと。

電子が移動しにくいこと。電気を通しにくいこと。











--

物質における、比熱。

一定質量の物質の温度を、一定量上昇させるために必要な、熱エネルギー量。

一定質量の物質の分子間力を、一定程度弱めるために必要な、エネルギー量。

それは、結局、以下の内容である。

一定質量の物質の物質間力を、一定程度弱めるために必要な、エネルギー量。

物質の間における結合。

その結合を形成するために、一定量のエネルギーを蓄積すること。

その結合を解消するために、一定量のエネルギーを消費すること。



例。水。

それは、水素結合であること。

それは、分子の間において、大きな隙間が存在すること。

その水素結合は、液体の状態においても、存続すること。



例。水素結合。

それは、比熱が大きいこと。

水素結合を切るために、多大な熱エネルギーを、余計に消費すること。

水素結合を形成するために、多大な熱エネルギーを、蓄積すること。



--

物質における、溶解。

ある物質における、部品物質の極性が、より強いこと。

それは、他の物質の部品物質同士の結合を、より弱めること。

その結果。

その物質は、他の物質を、より良く溶解させること。

例。水。

水における、分子の極性が、とても強いこと。

それは、他の分子のイオン結合を、弱めること。

その結果。

水は、他の物質を、より良く溶解させること。

それは、水溶液であること。





--

物質における、部品物質の個数。

例。分子の種類の、分類。

単原子分子。一個の原子から成る、分子。

二原子分子。二個の原子から成る、分子。

三原子分子。三個の原子から成る、分子。



物質における、部品物質の個数。

その個数が少ない物質。

そうした物質は、物質間力が小さいこと。

そうした物質は、分解に要するエネルギーが少ないこと。

例。

単原子分子。それらから構成される物質。

その物質は、分子間力がゼロであること。その物質は、常温において、気体であること。

二原子分子。それらから構成される物質。

その物質は、多くの場合、分子間力が小さいこと。それらの物質は、常温において、気体であること。

その物質は、分子量が多い場合、液体や固体であること。

多原子分子。それらは、固体であること。

共有結合の結晶。それらは、固体であること。



その個数が多い物質。

そうした物質は、物質間力が大きいこと。

そうした物質は、分解に要するエネルギーが大きいこと。





その個数が、極めて多い物質。

例。高分子化合物。

数千個以上の原子から形成される、大きな分子。

そうした大きな分子から形成される、化合物。

それは、ほとんどの場合、有機化合物であること。

有機化合物。

その分子数は、１万個以上であること。

それは、炭素を含むこと。

それは、生物の活動を維持するための、主要な物質であること。

例。糖質。タンパク質。脂質。





重合。

より小さな部品物質同士が、鎖のように、多数結合すること。

その結果。

部品物質の数が極めて多い、物質。そうした物質が、新たに形成されること。

巨大な構築物質が、形成されること。

例。高分子化合物。

小さな分子が、鎖のように、多数結合すること。

その結果。

高分子化合物が形成されること。





付加重合。

二重結合において、片方の結合が、切れること。

それを、隣の部品物質との結合へと組み替えること。

そうして、部品物質同士が、新たに、互いに連結していくこと。

例。分子の場合。

二重結合において、片方の結合が、切れること。

それを、隣の分子との結合へと組み替えること。

そうして、分子同士が、新たに、互いに連結していくこと。







--

物質における、特定の部品物質の、除外。



例。縮合結合。

-

小さな部品物質が、結合から除外されること。

残りの大きな部品物質同士のみが、新たに結合すること。

例。分子の場合。

小さな分子が、結合から除外されること。

残りの大きな分子同士のみが、新たに結合すること。

-





--

物質における、部品物質の、内部移動しやすさ。

例。電気伝導性。

ある物質における、電気の通しやすさ。

その物質の分子における、電子の移動しやすさ。



例。金属結晶における、自由電子。

電子が、その結晶内部において、自由移動が可能であること。



--

物質における、金属結晶。その性質。

それは、以下の内容である。



例。金属。

分子レベルでは、常温で、固体であること。

電子レベルでは、自由に移動可能であること。自由電子。

電子レベルでは、気体に近いこと。

自由電子同士が、互いに反発し合っていること。

電子間力が、小さいこと。

その原子は、単位格子が、上下左右方向に、配列されていること。

その配列は、特定の方向性を持たないこと。

その配列は、最密構造であること。

-

最密構造。

同じ大きさの球を、一定の容器の箱の中に、出来るだけ多数、詰め込んで配列すること。

そのことで、球の分布が、最も密になるようにすること。

-



柔らかいこと。

電子が、自由に移動可能であること。

その結果。

電気を、容易に通すこと。

熱を、容易に通すこと。



そうした自由電子が、絶えず移動しながら、原子同士を結びつけていること。

原子同士の結合が、全ての方向へと、一様に働くこと。

その結果。

展性と延性を、持つこと。

-

展性。

叩いた場合。割れずに、薄く広がること。

-

延性。

引っ張った場合。長く延びること。

-





---

--

ノーマルな物質。

存在する数が多い、物質。多数派の物質。

空間的に、どこでも普通に存在する、物質。

空間的に、高密度で存在する、物質。

時間的に、何時でも存在する、物質。

時系列的に、高密度で存在する、物質。



--

レアな物質。

存在する数が少ない、物質。少数派の物質。

空間的に、特定の場所にのみ存在する、物質。

空間的に、低密度で存在する、物質。

時間的に、特定の時間帯や時刻にのみ存在する、物質。

時系列的に、低密度で存在する、物質。



---

--

基本的な物質。基盤的な物質。

ある物質を生成する際において、基盤となる、何らかの物質。

応用的な物質の、下位概念。



--

応用的な物質。

基本的で基盤的な物質に基づいて、新たに生成される、何らかの物質。

基本的で基盤的な物質の、上位概念として、初めて成立する、何らかの物質。





---

システム的な物質。統合的な物質。

--

ある物質において、内外の区別が有ること。

その物質の内部において、分化が発生していること。

--

その物質内部における、各々の分化部分同士が、相互に依存し合っていること。

その物質内部における、各々の分化部分において、分業が発生していること。

その物質内部における、各々の分化部分が、総体として、統合されていること。

--

その物質の内部において、状態の維持が、発生していること。

その物質の内部において、恒常性が、発生していること。

例。一定性。慣性。全自動性。

-



---

構築的な物質。



--

ある物質において、骨組みが有ること。

ある物質において、構成が有ること。

ある物質において、部品が有ること。



--

その骨組みや構成。

それらが、軟質である場合。例。皮膜。

それらが、硬質である場合。例。骨。



---

総合的な物質。全体的な物質。

--

ある物質が、部品的な物質の集積によって、全体として、新たに生成されること。



--

部品的な物質の集積方法。

-

取り付け。組み立て。

順列。組み合わせ。

-





---

有機的な物質。

例。有機化合物。生物。



それは、以下の内容である。

--

システム的な物質。



例。不変性。一定性。慣性。全自動性。恒常性。

例。内外の区別性。内部における、分業性。全体としての、統合性。

-

構築的な物質。

-

総合的な物質。全体的な物質。

--

上記の性質を、同時に兼ね備えている、物質。





---

無機的な物質。



それは、以下の内容である。

--

非システム的な物質。

例。変容性。不定性。非慣性。非自動性。

例。内外の非区別性。内部における、一様性。全体としての、非統合性。

-

非構築的な物質。

-

非総合的な物質。部品的な物質。

--

上記の性質を、同時に兼ね備えている、物質。







---

生物。



物質における、生物性。

それは、以下の内容である。

--

エネルギー消費性。資源消費性。

例。

資源の吸入。

資源消費に伴う、残滓や残骸やゴミの、生成と排出。

-

有機性。

--

上記の性質を、同時に兼ね備えている、物質。







--

有機的な物質は、無機的な物質へと、分解されること。

有機的な物質は、無機的な物質より、構成され、構築され、合成されること。



生物は、そうした有機的な物質の一種として、存在すること。

人間は、そうした生物の一種として、存在すること。



生物は、無機的な物質へと、分解されること。

生物は、無機的な物質より、構成され、構築され、合成されること。



人間は、無機的な物質へと、分解されること。

人間は、無機的な物質より、構成され、構築され、合成されること。







---

--

物質における、予測可能性。

-

前例踏襲性。慣性。安定性。不動性。等速性。定住性。

静止性。凪。

-

複製エラーの非発生性。

複製における、精細性や正確性。

-



--

物質における、予測不能性。

-

意外性。新規性。革新性。

乱れ。波乱性。変動性。不安定性。

-

複製エラーの発生性。

複製における、粗雑性や、いい加減さ。

-



---

物質における、動作。



それは、以下の内容である。

--

物質の状態。

それが、力学的な作用の発現を、含んでいること。

--



---

物質における、組み換え。



それは、以下の内容である。

--

構成部品への分解。

構成部品の置換。

構成部品の合成や組み立て。それらの順序の、置換。

--









---

物質における、構築。

例。

気体。

その温度が、下降して、沸点に達すること。

その物質が、気化熱を、外部に対して、付与すること。

その物質は、液体化すること。

液体。

その温度が、下降して、融点に達すること。

それが、融解熱を、外部に対して、付与すること。

その物質は、固体化すること。





物質における、分解。

例。

固体。

その温度が、上昇して、融点に達すること。

その物質が、融解熱を、外部から、吸収すること。

その物質は、液体化すること。

液体。

その温度が、上昇して、沸点に達すること。

その物質が、気化熱を、外部から、吸収すること。

その物質は、気体化すること。





---

物質間における、上下関係。

物質間における、力関係。

物質間における、支配と従属と独立の、関係。



上位物質。下位物質。

強い物質。弱い物質。

支配物質。従属物質。独立物質。



それらの関係は、生物と無生物とで、共通であること。

それらの関係は、有機物質と無機物質とで、共通であること。



(1)

物質における、上位性。

物質における、強さ。

それは、以下の内容である。



-

物質Aにおける、物質Bに対する強制力の、所有。

物質Aにおける、物質Bに対する強制力の、保持。

-



それは、詳細としては、以下の内容である。

-

物質Aにおける、支配性。

物質Aが、物質Bに対して、任意の状態や動作を、強制すること。

物質Aが、物質Bに対して、任意の状態や動作を、強制出来ること。

強制可能性。制御可能性。統制可能性。操作可能性。

-

物質Aにおける、制止性や防御性や防衛性や閉門性。

物質Bが、物質Aに対して、任意の状態や動作を、強制出来ないこと。

物質Aが、物質Bからの、任意の状態や動作の強制を、跳ね返すことが出来ること。

物質Aが、物質Bを、その場から締め出すことが出来ること。

強制不能性。制御不能性。統制不能性。操作不能性。閉鎖性。排他性。

-

物質Aにおける、回復性。

物質Bが、物質Aに対して、任意の状態や動作の維持を、強制出来ないこと。

物質Aは、物質Bから何をされても、元の状態へと、程無く復帰出来ること。

物質Aは、物質Bから何をされても、後へと影響を残さずに済むこと。

物質Aが、物質Bによる働きかけを、無効化すること。

原状復帰性。緩衝性。治癒性。

-

物質Aにおける、自立性。

物質Aが、任意の状態や動作を、取ることが出来ること。

物質Aが、任意の状態や動作を、維持出来ること。

-

物質Aにおける、包含性。

物質Aが、物質Bを、包含すること。

物質Aが、物質Bを、併合すること。

物質Aが、物質Bを、丸呑みすること。

-

物質Aにおける、独立性。

物質Bが、物質Aを、包含出来ないこと。

物質Bが、物質Aを、丸呑み出来ないこと。

-

物質Aにおける、有能性。

物質Aが、力を行使するための能力を、有していること。

-

物質Aにおける、所有性。

物質Aが、力を行使するための資源を、所有出来ること。

物質Aが、力を行使するための資源を、既に、十分に所有していること。

物質Aが、力を行使するための資源を、奪われないこと。

既得権益。奪取不能性。

-





(2)

物質における、下位性。

物質における、弱さ。

それは、以下の内容である。

-

物質Aにおける、従属性。

物質Aが、物質Bから、任意の状態や動作を、強制されること。

-

物質Aにおける、制止不能性。

物質Aが、物質Bからの任意の働きかけを、制止できないこと。

-

物質Aにおける、自己崩壊性。

物質Aが、任意の状態や動作を、取ることが出来ないこと。

物質Aが、任意の状態や動作を、維持出来ないこと。

-

物質Aにおける、依存性。

物質Aが、任意の状態や動作を取るために、物質Bへと、依存すること。

物質Aが、任意の状態や動作を維持するために、物質Bへと、依存すること。

-

物質Aにおける、非独立性。

物質Aが、物質Bから、独立出来ないこと。

-

物質Aにおける、被包含性。

物質Aが、物質Bによって、包含されること。

物質Aが、物質Bによって、丸呑みされること。

-

物質Aにおける、無能性。

物質Aが、力を行使するための能力を、有していないこと。

-

物質Aにおける、欠如性や借用性。

物質Aが、力を行使するための資源を、所有出来ていないこと。

物質Aが、力を行使するための資源を、物質Bから、借りる必要があること。

物質Aが、力を行使するための資源を、物質Bによって、奪われること。

既得権益の欠如。被奪取性。

-





---

物質における、強制。

それは、総括的には、以下の内容である。



(1)

-

物質Aが、物質Bに対して、力を行使すること。

物質Aが、そのための資源やエネルギーを、有していること。

-

物質Aが、物質Bの力を、止めること。

物質Aが、物質Bから、力を奪うこと。

物質Aが、そのための資源やエネルギーを、有していること。

-



(2)

-

物質Aが、物質Bを、動かすこと。

-

物質Aが、物質Bを、止めること。

-



(3-1)

物質Aが、物質Bに対して、以下の動作を取ること。

-

制御。統制。操縦。

-

開発。

-



(3-2)

物質Aが、物質Bに対して、以下の状態を取ること。

-

制御不能。統制不能。操縦不能。

-

開発不能。

-



(4)

物質Aが、物質Bに対して、以下の動作を取らせること。

-

物質A自身を、無限に制御させること。

物質A自身を、無限に操縦させること。

物質A自身を、無限に開発させること。

-

その結果。

物質Aが、物質Bの力を、枯渇させること。

物質Aが、物質Bを、無力化すること。





(5)

物質Aが、物質Bに対して、以下の状態を取ること。

-

物質Aが、物質Bから、必要とされること。

物質Aが、物質Bを、必要としないこと。

-





--

物質における、強制。

それは、具体的には、以下の内容である。



(1)

物質Aが、物質Bに対して、以下の操作を行うこと。

-

変形。歪曲。

-

劣化。改変。変性。変質。病変。

-

奪取。略奪。

-

突くこと。衝突。突入。

-

穿つこと。穿通。

-

粉砕。破壊。分解。貫通。掘削。

-

移動。どかすこと。

-

散佚。逃散。

-

制御。統制。操縦。

-

開発。

-

それらは、凸性であること。

それらは、気体性であること。

それらは、男性性であること。





(2)

物質Aが、物質Bに対して、以下の操作を行うこと。

-

溶解。解消。消失。消滅。吸収。回収。消化。

-

無効化。無力化。無害化。無毒化。

-

包含。併合。丸呑み。

-

それらは、凹性であること。

それらは、液体性であること。

それらは、女性性であること。







---

物質における、強制の回避。

それは、以下の内容である。



(1)

物質Aが、物質Bに対して、以下の反応を取ること。

-

独立。自立。

-

それらは、凸性であること。

それらは、気体性であること。

それらは、男性性であること。





(2)

物質Aが、物質Bに対して、以下の反応を取ること。

-

不変。慣性。現状維持。健康維持。

-

保持。防御。防衛。

-

緩衝。制止。跳ね返し。

-

回復。原状復帰。治癒。

-

不動。定住。

-

集団維持。

-

それらは、凹性であること。

それらは、液体性であること。

それらは、女性性であること。





---

物質における、強制力の根源。

物質における、力の根源。

それは、資源であること。

それは、エネルギーであること。

それは、保存であること。





---

物質間における、移転。



---

--

物質Aにおける、強化。

物質Aにおける、利益。

-

物質Bにおける、弱化。

物質Bにおける、損失。

--



それらは、以下の内容である。

--

物質Aによる、物質Bからの、資源やエネルギーの、取得。

物質Bから、物質Aへの、資源やエネルギーの、移転。

物質Aによる、それらの資源やエネルギーの、所有や保持。

物質Aによる、それらの資源やエネルギーの、防衛。

--









そうした、物質間における、移転や出入りにおいて。

-

資源やエネルギーは、物質間において、保存されること。

-

資源やエネルギーの、収支は、物質間において、相殺されること。

-

例。エネルギー保存則。







---

物質における、権益。



--

物質Aにおける、力の、保有。

物質Aにおける、資源やエネルギーの、保有。

それらにおける、以下の性質の実現。

-

豊潤性。富裕性。余裕性。剰余性。

-



それは、以下の内容である。

-

物質Aにおける、力。

物質Aにおける、資源やエネルギー。

物質Aが、それらを、物質Bに、与えること。

物質Aが、それらを、物質Bに、恵むこと。

物質Aが、それらを行う余力を、有すること。

-

それらは、物質Aにおける、余力であること。

それらは、物質Aにおける、富であること。

それらは、物質Aにおける、権益であること。

それらは、物質Aにおける、強大性の象徴であること。

それらは、物質Aにおける、上位性の象徴であること。





--

-

物質Aにおける、力の、有効な保持量。

物質Aにおける、資源やエネルギーの、有効な保持量。

-

それらは、物質Aにおける、既得権益であること。







---

物質における、有能性。



-

物質Aにおける、力の、稼働効率。

物質Aにおける、資源やエネルギーの、利用効率。

-

物質Aにおける、力の、稼働における有効性。

物質Aにおける、資源やエネルギーの、利用における有効性。

-

物質Aにおける、力の、品質の高さ。

物質Aにおける、資源やエネルギーの、品質の高さ。

-

それらは、物質Aにおける、有能性であること。











---

全能物質。万能物質。絶対的物質。



物質における、全能性や万能性や絶対性。

それは、以下の内容である。

-

その物質が、何でも、出来ること。

その物質が、何にでも、なれること。

その物質における、そうした能力が、最大化すること。

その物質における、そうした能力が、永続すること。

-





-----

物質における、気体性。

その一環として。

物質における、男性性。

それらは、以下の内容である。

--

動く力が強いこと。

動かす力が強いこと。

-

エネルギーが強いこと。

仕事する力が強いこと。

稼ぐ力が強いこと。

移動する力が強いこと。

-

跳ね返す力が強いこと。

--





-----

物質における、液体性。

その一環として。

物質における、女性性。

それらは、以下の内容である。

--

保存力が強いこと。

止まる力が強いこと。

止める力が強いこと。

定住する力が強いこと。

--

包含力が強いこと。

受容する力が強いこと。

呑み込む力が強いこと。

貯め込む力が強いこと。

蓄積する力が強いこと。

-

受け止める力が強いこと。

--





-----

物質における、固体性。

それらは、以下の内容である。

--

保存力が強いこと。

止まる力が強いこと。

止める力が強いこと。

定住する力が強いこと。

--

跳ね返す力が強いこと。

--









-----

物質と、同化や異化。



---

物質と、同化。



空間的な同居。

時間的な同期。

波における同調。

質的な同質化や調和。



ある物質が、別の物質を同化すること。そのプロセス。

それは、以下の内容である。



ある物質が、別の物質に対して、以下のような働きかけを行うこと。



--

第一段階。

包囲すること。

取り囲むこと。

囲い込むこと。

覆うこと。



--

第二段階。

包含すること。

呑み込むこと。

包み込むこと。

取り込むこと。

埋め込むこと。

埋没させること。



--

第三段階。

逃避不能にすること。

閉じ込めること。

密閉すること。

封印すること。

密封すること。



--

第四段階。

融合すること。

融解すること。

溶解すること。

分解すること。

消化すること。

吸収すること。



--

第五段階。

残り滓を、外部へと排出すること。



---

物質と、異化。



空間的な別居。

時間的な非同期。

波における非同調。

質的な異質化や非調和。



ある物質が、別の物質を異化すること。そのプロセス。

それは、以下の内容である。



ある物質が、別の物質に対して、以下のような働きかけを行うこと。



--

第一段階。

析出すること。

凝縮すること。

凝固させること。



--

第二段階。

分離すること。

剥離すること。

乖離すること。



--

第三段階。

包囲を解除すること。



--

第四段階。

追放すること。

追い出すこと。

追い落とすこと。



--

第五段階。

門戸を閉ざすこと。







-----

物質と、混合や差別。



---

物質における、混合。

それは、以下の内容である。

異なる物質間における、混在と同居と併存。

異なる物質間における、接着と癒着。

異なる物質間における、接合と融合。

異なる物質間における、協和や平和。



---

物質における、差別。

それは、以下の内容である。

異なる物質間における、分離と別居と相互攻撃。

異なる物質間における、剥離や乖離。

異なる物質間における、反発や対立。





-----

物質と、変化や保存。

それらは、物質における、以下のような力の、反映であること。

--

変化の力。

物質における、変化を促進する力。

物質における、変わる力。

物質における、変える力。

--

不変の力。

保存の力。

恒常の力。

物質における、保つ力。

物質における、変化を抑制する力。

物質における、変化を禁止する力。





物質間における、上下関係との関連。

物質間における、支配従属関係との関連。

--

物質Aは、物質Bを、支配すること。

それは、以下の内容である。

-

物質Aが、物質Bを、変えることが出来ること。

物質Bが、物質Aを、変えることが出来ないこと。

-





-----

物質における、分解と合成。

--

分解。

ある物質を、より小さい単位の粒子物質へと、解いて分けること。



--

合成。

ある物質を、より大きい単位の粒子物質へと、相互に融合させること。

ある物質を、より大きい単位の粒子物質へと、相互に組み合わせて、構築すること。





--

液体における、溶解。

ある物質が、他の液体物質の内部に入って、溶融すること。



-

液体における、溶媒。

他の物質を溶かす、液体物質。



--

溶媒和。

例。水の場合。水和。

それは、以下の内容である。



(1)

溶媒の液体分子。

(2)

溶媒の液体中に入った他の物質の分子。



上記の(1)が、上記の(2)の周囲を、完全に取り囲んで覆うこと。

その結果。

上記の(2)が、表面的に、上記の(1)と同様に振る舞うこと。

上記の(2)が、表面的に、上記の(1)へと、同化し和合すること。





-----

物理化学の本質。



---

(1)

それは、粒子論であること。

それは、分析主義であること。

それは、還元主義であること。

それは、粒子の社会学であること。

化学物質は、粒子の社会であること。



物質の振る舞いを、粒子の単位で、分析すること。

粒子間の相互作用を、分析すること。

物質を、個別化すること。

例。素粒子物理学。



それらは、気体的思想であること。

それらは、男性的思想であること。





---

(2)

それは、集合論であること。

それは、統合論であること。

それは、構築主義であること。

それは、全体主義であること。



物質を、大きなまとまりとして、分析すること。

物質を、統一体として、分析すること。

例。流体力学。



物質を、構築物として、分析すること。

例。高分子化合物の研究。



それらは、液体的思想であること。

それらは、女性的思想であること。





---

そうした、気体的思想と液体的思想との、統合。

それは、以下の内容である。

分析と統合との、両立。

詳細化と要約との、両立。



例。

内部分業と、全体的統一との、両立。

システム理論。

生物学。

人間社会の研究。





-----

物質における、反応と無反応とフィードバック。



---

物質における、反応。

物質Aが、物質Bに対して、働きかけを行うこと。

物質Aが、物質Bに対して、攻撃を行うこと。

その結果。

-

物質Bが、変化すること。

物質Bが、変質すること。

-

それらは、以下の内容である。

物質Aによる、物質Bに対する、侵略や侵攻。



---

物質における、無反応。

物質Aが、物質Bに対して、働きかけを行うこと。

物質Aが、物質Bに対して、攻撃を行うこと。

その結果。

-

物質Bが、変化しないこと。

物質Bが、変質しないこと。

-

それらは、以下の内容である。

物質Bにおける、物質Aに対する、防御や防衛。



---

物質における、フィードバック。

物質Bにおける、反応の有無。

その結果が、物質Aへと、伝わること。





-----

物質における、振動と波動。



物質の振動。

その振動が、周囲の他の物質へと、伝わること。

それは、波動であること。



波動。

それは、粒子状の物質における、周期的な動きであること。

-

例。音波の場合。

それは、気体分子の、周期的な動きであること。

-

例。光波の場合。

それは、気体分子とは別の物質による、周期的な動きであること。

その物質は、電子であること。

-



物質の進行方向への、伸縮運動。

その振動が、周囲の他の物質へと、伝わること。

それは、横波であること。

例。光波。電磁波。



物質の進行方向以外への、上下運動。

その振動が、周囲の他の物質へと、伝わること。

それは、縦波であること。

例。音波。



それらの振動が伝わる、周囲の他の物質。

-

気体中を伝わること。

液体中を伝わること。

固体中を伝わること。

-



それらの振動が伝わる、次元数。

-

二次元の場合。平面波。

三次元の場合。球面波。

-



振動や波動における、分析項目。

-

振動の幅の長さ。振幅。

振動の回数。振動数。

振動の密度。時間的な密度。空間的密度。

振動の周期。周波数。

振動が一周した場合における、その波動の伝達距離。波長。

振動の伝播における、速度。

振動が伝播する、媒体としての物質。媒質。

-



波動における、様々な特質。

-

波動の伝播は、物質毎に独立していること。

-

複数の物質の波動において、加算と減算が、成立すること。

-

波動は、常に、最短距離で進むこと。

-

波動の速度と、振動数とは、比例すること。

波動の速度と、波長とは、比例すること。

-

波動の速度。

例。光の場合。

それは、真空中において、最も速いこと。

-

波動が与える、高さについての感覚。

例。音の高さ。

それは、振動数がより多くなるほど、より高く感じられること。

それは、振動数に比例すること。

-



---

波動における、屈折。

波動が、異なる媒質の境界面へと達した場合。

波動の進行方向が、向きを変えて屈折して、第二の媒質の中を進むこと。



そうした、波動の屈折時において。

波動の振動数は、変化しないこと。



--

波動における、屈折率。

物質1に対する、物質2の屈折率。



ある波動において。

物質1が、媒質1であること。

物質2が、媒質2であること。



(1)

媒質1から、媒質2への、入射角。その正弦。

(2)

屈折後の、媒質2における屈折角。その正弦。



上記の(1)の値と、上記の(2)の値との、比。

その値は、一定であること。

その値は、以下の値に等しいこと。

-

(A-1)

波動が媒質1を進む、速度。

(A-2)

波動が媒質2を進む、速度。

上記の(A-1)の値と、上記の(A-2)の値との、比。

-

(B-1)

波動が媒質1を進む、波長。

(B-2)

波動が媒質2を進む、波長。

上記の(B-1)の値と、上記の(B-2)の値との、比。

-



媒質1の密度が、疎である場合。媒質2の密度が、密である場合。

上記の(1)の値は、上記の(2)の値よりも、大きいこと。



--

波動における、物質Aの絶対屈折率。

真空に対する、物質Aの屈折率。



(1)

媒質1から、媒質2への、入射角。

(2)

屈折後の角度。



上記において。

媒質1が、真空である場合。媒質2が、物質Aである場合。



---

波動における、反射。

入射角と反射角が、等しいこと。





---

波動における、強弱。

それは、波のエネルギーに、比例すること。

波のエネルギー。

それは、媒質の周期運動による、力学的エネルギーであること。



密度が大きい媒質ほど、その波は強くなること。

湿度が大きい媒質ほど、その波は強くなること。

例。波の強さと媒質の種類との関係。

-

媒質が、固体の場合。その波は、一番強いこと。

媒質が、液体の場合。その波は、二番目に強いこと。

媒質が、気体の場合。その波は、三番目に強いこと。その波は、一番弱いこと。

-

振幅が大きいほど、その波は強くなること。

振動数が大きいほど、その波は強くなること。

速度が速くなるほど、その波は強くなること。





---

波動における、速度。

それは、媒質の種類のみによって、決まること。

それは、媒質の温度が、より上がった場合、より速くなること。

それは、媒質の密度が、より上がった場合、より速くなること。





---

波動における、共振。



振動体。

それは、振動する物質であること。



固有振動。

振動体を自由に振動させた時の、振動。



固有振動数。

固有振動における、振動数。



-

振動体に対して、その固有振動の周期に合わせて、周期的に変化する外力を、与えた場合。

その振動体は、小さな外力のみで、振動を開始すること。

そうした振動の、開始の発生。

それは、共振であること。

音の場合。それは、共鳴であること。

電気的振動の場合。それは、同調であること。



-

ある振動体Aが振動すること。

そのことで、振動の波が発生すること。

その波が、別の振動体Bへと、達すること。

振動体Aと、振動体Bとが、同一の固有振動数を持っている場合。

その振動体Bが、新たに振動すること。

そうした振動の、開始の発生。

それは、共振であること。

音の場合。それは、共鳴であること。

電気的振動の場合。それは、同調であること。







-----

物質における、強制。

プラスの強制と、マイナスの強制。



---

--

物質Aが、物質Bに対して、物質Bが状態Pを取ることを、強制することが出来ること。

それは、プラスの強制であること。

--

物質Aが、物質Bに対して、物質Bが状態Pを取ることを、不許可にすることが出来ること。

物質Aが、物質Bに対して、物質Bが状態Pを取ることを、禁止することが出来ること。

それは、マイナスの強制であること。

--



物質A。それは、働きかけを行う物質であること。

物質B。それは、働きかけを受ける物質であること。

状態Pを取ることが出来ること。状態Pを取ることが出来ないこと。それらは、物質における、働きかけの意図や結果であること。



--

物質Aが、物質Bに対して、物質Aに状態Qを取らせることを、不許可にすることが出来ること。

物質Aが、物質Bに対して、物質Aに状態Qを取らせることを、禁止することが出来ること。

それは、マイナスの強制であること。



物質A。それは、以下のような働きかけを行う物質であること。それ自身に対する働きかけの、無効化。

物質B。それは、以下のような働きかけを受ける物質であること。相手物質に対する働きかけの、無効化。

状態Qを取らせることが出来ること。状態Qを取らせることが出来ないこと。それらは、物質における、働きかけの意図や結果であること。

--



---

プラスの強制。

それは、働きかけの有効化の強制であること。

マイナスの強制。

それは、働きかけの無効化の強制であること。



---

物質一般は、意図を持つこと。

意図を持つ物質。それは、生物に限定されないこと。

物質における、意図。

例。

物質は、重力に従って落下しようとすること。

酸は、相手物質を酸化させようとすること。



---

物質Aが、物質Bに対して、物質Bが変化することを、強制することが出来ていること。

例。

塩酸が、鉄を、必ず酸化させることが出来ること。

塩酸が、鉄に対して、酸化を強制することが出来ていること。



-

それは、物質Aによる、物質Bに対する、絶対的な攻撃であること。

それは、物質Aにおける、高いエネルギー性であること。

例。気体性。男性性。



-

それは、物質Aによる、物質Bに対する、絶対的な支配であること。

それは、物質Aにおける、物質Bに対する、絶対的な上位性であること。

物質Aは上位者であり、物質Bは下位者であること。

例。塩酸は上位者であり、鉄は下位者であること。



--

物質Aは、あらゆる物質を、絶対に変化させることが出来ること。

それは、物質Aにおける、絶対的な攻撃能力であること。

物質Aは、絶対者であること。





---

-

物質Aが、物質Bに対して、物質Aを変化させることを、禁止することが出来ること。

物質Aは、物質Bの働きかけによって、絶対に変化しないこと。

例。

白金は、塩酸によって、決して酸化されないこと。

白金は、塩酸に対して、白金それ自身の酸化を禁止させることが出来ていること。

例。

巨大な岩石は、強風が吹いても、決して移動しないこと。

巨大な岩石は、強風によって、決して動かされないこと。

巨大な岩石が、強風に対して、岩石それ自身の移動を禁止させることが出来ていること。

例。

鉄は、決して、光を通さないこと。

鉄は、光に対して、鉄それ自身に対する光波の通過を、禁止させることが出来ていること。

-



-

それは、物質Aによる、物質Bに対する、絶対的な防御や防衛であること。

それは、物質Aにおける、高い保存性であること。

例。液体性。女性性。

-



-

それは、物質Aによる、物質Bに対する、絶対的な支配であること。

それは、物質Aにおける、物質Bに対する、絶対的な上位性であること。

物質Aは上位者であり、物質Bは下位者であること。

例。白金は上位者であり、塩酸は下位者であること。

例。巨大な岩石は上位者であり、強風は下位者であること。

例。鉄は上位者であり、光は下位者であること。

-



--

物質Aが、絶対に変化しないこと。

それは、物質Aにおける、絶対的な防御能力や防衛能力であること。

それは、物質Aにおける、絶対的な保存能力であること。

物質Aは、絶対者であること。

例。白金は、絶対者であること。





---

物質Aが、それ自身を改変すること。

物質Aが、物質Bを改変すること。

それらは、物質Aにおける、改変力の行使であること。

それらは、物質Aにおける、働きかけの有効化であること。



--

改変力の行使において。

-

改変すること。物質Aが、何かを為すこと。

改変しないこと。物質Aが、何も為さないこと。

-

改変することが出来ること。それは、物質Aにおける有能性であること。

改変することが出来ないこと。それは、物質Aにおける無能性であること。

-



-

改変することが出来ること。それは、物質Aにおける支配性であること。

改変することが出来ないこと。それは、物質Aにおける従属性であること。

-

改変することが出来ること。それは、物質Aにおける上位性であること。

改変することが出来ないこと。それは、物質Aにおける下位性であること。

-



---

-

物質Aが、それ自身を保存すること。

物質Aが、物質Bを保存すること。

-



それらは、以下のように、言い換え可能であること。

-

物質Aが、それ自身の改変を禁止すること。

物質Aが、物質Bの改変を禁止すること。

-

それらは、物質Aにおける、保存力の行使であること。

それらは、物質Aに対する働きかけの、無効化であること。

-



--

保存力の行使において。

-

保存すること。物質Aが、何かを為すこと。

保存しないこと。物質Aが、何も為さないこと。

-



それらは、以下のように、言い換え可能であること。

-

改変を禁止すること。物質Aが、何かを為すこと。

改変を禁止しないこと。物質Aが、何も為さないこと。

-



-

保存することが出来ること。それは、物質Aにおける有能性であること。

保存することが出来ないこと。それは、物質Aにおける無能性であること。

-

保存することが出来ること。それは、物質Aにおける支配性であること。

保存することが出来ないこと。それは、物質Aにおける従属性であること。

-

保存することが出来ること。それは、物質Aにおける上位性であること。

保存することが出来ないこと。それは、物質Aにおける下位性であること。

-



それらは、以下のように、言い換え可能であること。

-

改変を禁止することが出来ること。それは、物質Aにおける有能性であること。

改変を禁止することが出来ないこと。それは、物質Aにおける無能性であること。

-

改変を禁止することが出来ること。それは、物質Aにおける支配性であること。

改変を禁止することが出来ないこと。それは、物質Aにおける従属性であること。

-

改変を禁止することが出来ること。それは、物質Aにおける上位性であること。

改変を禁止することが出来ないこと。それは、物質Aにおける下位性であること。

-





---

物質における、強制力と禁止力。



--

強制力。

それは、プラスの強制力であること。

それは、気体的な力であること。それは、男性的な力であること。

--

禁止力。

それは、マイナスの強制力であること。

それは、液体的な力であること。それは、女性的な力であること。

--





-----

生物の、物質的な定義。



-

物質Aが、それ自身を保存すること。

例。白金。

-

物質Aが、活動すること。

例。活火山。

-



それらの性質を併せ持つ物質A。

それらの性質を持続させる物質A。



それらを実現するために、資源を継続的に消費する、物質A。



物質Aは、生物であること。





-----

資源の、物質的な定義。



物質Bが、それ自身を保存すること。

物質Bが、活動すること。



物質Aが、物質Bに対して、そうした生物としての性質を、持続させること。

そうした、物質A。



物質Aは、物質Bにとっての資源であること。







追加内容。2023年2月中旬初出。エネルギー性物質と保存性物質。粒子間における引力との関連。



-----

エネルギー性物質と、保存性物質。



エネルギー性物質。

それは、以下の内容である。

--

エネルギーを行使する物質。

動く物質。動かす物質。

仕事をする物質。

稼ぐ物質。

現状を変更する物質。

手術を行う物質。

自己捨て身を行う物質。

資源や栄養を、使用し消費する、物質。

発射する物質。発信する物質。

例。

気体。

例。

気体性の生物。男性。

--



保存性物質。

それは、以下の内容である。

--

保存力を行使する物質。

不動の物質。止める物質。

自己保身を行う物質。

原状復帰する物質。

現状を維持する物質。

治癒を行う物質。

資源や栄養を、付与する物質。養う物質。

受け止める物質。受容する物質。受信する物質。

例。

液体。

例。

液体性の生物。女性。

--



エネルギー性物質。その欠点。

それは、保存の能力に欠けること。

それは、原状復帰の能力に欠けること。

それは、現状維持の能力に欠けること。

それは、治癒を行う能力に欠けること。

それは、消耗すること。

それは、自己捨て身で、リスクに直面しながら動くこと。





保存性物質。その欠点。

それは、仕事する能力に欠けること。

それは、稼ぐ能力に欠けること。

それは、リスクを回避して、安全第一で動くこと。

それは、新領域開拓の能力に欠けること。





エネルギー性の行為。

それは、気体的行為であること。

それは、男性的行為であること。



保存性の行為。

それは、液体的行為であること。

それは、女性的行為であること。





エネルギー性の思想。

それは、気体的思想であること。

それは、男性優位社会の思想であること。



保存性の思想。

それは、液体的思想であること。

それは、女性優位社会の思想であること。







-----

物質における、引力と保存力との関連。



粒子状の物質において。

以下の内容が、成立すること。



--

引力。

それは、以下の内容である。

ある粒子において。

それ自身へと、他の粒子を接近させる力。

それ自身へと、他の粒子を誘引する力。

それ自身へと、他の粒子を惹き付ける力。

それ自身へと、他の粒子を引き込む力。

それ自身へと、他の粒子を一体融合化させる力。

それ自身へと、他の粒子を呑み込む力。

それ自身へと、他の粒子を包含する力。

例。女性における、男性に対する、性的誘引力の行使。



--

引き込む側の粒子。

それは、動かないこと。

それは、定住者であること。

例。固体。液体。液体性の生物。細胞。卵子。卵細胞。女性。



--

引き込まれる側の粒子。

それは、動くこと。

それは、移動者であること。

例。気体。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。



--

万有引力。

それは、以下の内容である。

全ての粒子物質は、引力を備えていること。



--

万有引力。

それは、保存力であること。



--

引力。保存力。それらの大きさは、互いに比例すること。



--

引力が強い粒子。その質量は大きいこと。それは、重いこと。

例。固体分子。液体分子。液体性の生物。細胞。卵子。女性。



--

引力が弱い粒子。その質量は小さいこと。それは、軽いこと。

例。気体分子。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。



例。

人間の女性が、彼女自身の体重を、盛んに気にすること。

その理由。

彼女は、そもそも重い存在であるから。



--

引力が強い粒子。それは、保存力が強い粒子であること。

例。固体分子。液体分子。液体性の生物。細胞。卵子。女性。



--

引力が弱い粒子。それは、保存力が弱い粒子であること。

例。気体分子。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。



--

他の粒子による引力を振り切らない、別の粒子。

他の粒子と相互に引き合う、別の粒子。

他の粒子と相互に足を引っ張り合う、別の粒子。

他の粒子と一体融合化して動く、別の粒子。

他の粒子と同調して動く、別の粒子。

それは、保存力が強い粒子であること。

例。固体分子。液体分子。液体性の生物。細胞。卵子。女性。



--

他の粒子による引力を振り切って、自由に飛翔する、別の粒子。

他の粒子とは独自に、個別に自由に動く、別の粒子。

それは、保存力が弱い粒子であること。

例。気体分子。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。



--

ある粒子における、他の粒子からの引力を振り切る力。

その力の源。

それは、運動エネルギーであること。



--

運動エネルギーが大きい粒子。

仕事をする粒子。稼ぐ粒子。

現状を変更する粒子。

それは、保存力が弱い粒子であること。

それは、引力が弱い粒子であること。

例。気体分子。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。



--

運動エネルギーが小さい粒子。

仕事をしない粒子。稼がない粒子。

現状を維持する粒子。

それは、保存力が強い粒子であること。

それは、引力が強い粒子であること。

例。固体分子。液体分子。液体性の生物。細胞。卵子。女性。



--

ある粒子における、位置エネルギー。

それは、その粒子の位置の高さの表れであること。

それは、その粒子の重力の大きさの表れであること。

それは、その粒子の保存力の大きさの表れであること。



その粒子の土台が撤去されない限り。

それは、運動エネルギーに転化することは、決して無いこと。



それは、以下のような物質において、大きいこと。

例。固体。液体。液体性の生物。細胞。卵子。女性。





--

引力が強い粒子同士は、互いに一体融合化して、ひとまとまりになること。

そうした、粒子群のまとまりにおいて。

表面張力が働くこと。それは、表面積を最小にしようとする力であること。

対外的に、閉鎖性や排他性が、生じること。

その内部において、機密性が生じること。

その内部において、調和が生じること。



その内部において、調和を乱す粒子が発生した場合。

そうした粒子は、追放されること。

そうした粒子は、その存在自体を、抹消されること。



例。液体における、液体分子同士。液状の水における、水分子同士。

例。女性専用社会における、女性同士。

例。女性優位社会における、生物同士。例。ロシア社会や中国社会や韓国社会や日本社会における、人間同士。





--

引力が弱い粒子同士は、互いにバラバラで、ひとまとまりにならないこと。

例。気体における、気体分子同士。空気における、酸素分子同士。

例。男性専用社会における、男性同士。

例。男性優位社会における、生物同士。例。欧米社会や中東社会における、人間同士。



--

ある粒子において。

質量。万有引力。保存力。それらの大きさは、互いに比例すること。



--

ある粒子における、引力。その発生源。

それは、その粒子における保存力であること。



--

ある粒子における、保存力。その発生源。

それは、その粒子そのものを成立させる力であること。

それは、その粒子そのものを維持する力であること。

それは、その粒子そのものを保つ力であること。

それは、その粒子そのものに、内蔵され、内包されていること。

それは、その粒子そのものの根源であること。

それは、その粒子そのものと不可分であること。



保存力。その探求。

それは、以下の内容である。

物質の根源そのもの。その探求。







追加内容。2023年3月下旬初出。従来の物理学における保存力の概念とその限界。保存力の概念の根本的な革新の必要性。保存性の概念の、既存物理学への新規導入の必要性。観察物理学の新規提唱。質子の概念の新規提唱。



-----

従来の物理学における、保存の概念。それらの限界。



従来の物理学における、保存則。

それは、以下の内容である。

--

エネルギー保存の法則。

孤立系において、エネルギーの総量ないし総和は、変化しないこと。

--

運動量保存の法則。

閉鎖的で外力が働かない系において。

その系の運動量の総和は、不変であること。

その系の個々の物体の運動量が変化した場合において。

それらの運動量の総和は、変化しないこと。

--

角運動量保存の法則。

ある軸に対して回転運動を行っている物体において。

角運動量。回転の勢いを表す量。

物体に働く合力が中心力である場合。角運動量は、時間によらず一定であること。

--

電荷の保存則。電気量の保存則。

孤立系において、電気量の総量は、恒久的に変化しないこと。

--

質量保存の法則。

化学反応の前後において。

物質の総質量は、変化しないこと。

--



上記の各々の法則における、共通内容の要約。

それは、以下の内容である。

--

物質的変化。化学的変化。

そうした変化の前後において。

物理量の総和の値が、変化しないこと。

物質間における結合の総量の値が、変化しないこと。

--

物理現象。その時間的変化。その段階的変化。

そうした変化において。

孤立系の内部において。

ある物理量の総和の値が、変化しないこと。

--



---

物理学における、従来の保存に関する知見。

物理学における、従来の保存則。

それらにおける、根本的な問題点。

それは、以下の内容である。

--

それらの内容は、エネルギー系に、偏っていること。

それらの内容は、運動系に、偏っていること。

それらの内容は、動的反応に、偏っていること。

--

それらの内容は、保存力の行使や不動性についての内容を、無意識のうちに、意図的に除外し省略していること。

それらの内容において。保存力の行使や不動性についての内容が、欠如したままであること。

--



その発生原因。

それは、以下の内容である。

--

そうした知見が、専ら、気体性社会の産物だったから。

そうした知見が、専ら、気体的思想の産物だったから。

気体は、高いエネルギー性の物質であること。

気体は、高い運動性の物質であること。

その結果。気体的思想は、エネルギーや運動や動的反応のみを重視すること。

そうした気体的思想で動く気体性社会。例。欧米諸国。

そうした社会は、エネルギーや運動や動的反応に関する知見のみを、科学的知見として重視すること。

そうした社会は、保存力に関する知見を、科学的知見としては軽視すること。

一方。

液体的思想で動く液体性社会。

そうした社会は、本来は、保存力に関する新たな知見を、生み出すべきであったこと。

しかし。

そうした社会は、新たな未知の知見をもたらす能力が、根本的に欠如していること。

--



それらの結果。

保存力に関する新たな知見が、今なお、十分には、もたらされていないこと。



---

私は、液体的思想に基づいて、物質保存則についての新たな知見を、追加して行きたい。

それらは、以下の内容である。







-----

物質の保存。

それは、物質に対する、保存力の行使であること。



物質の保存。

その有効な方法。

それは、以下の内容である。



---

孤立系の内部と外部とを、区別すること。

物質における保存力は、孤立系の内部に限定される形で、行使されること。



孤立系の内部。

それは、保存系と呼ぶことが出来ること。



孤立系における孤立性を、完全に保持すること。

孤立系において。漏れや隙間が、完全に無いこと。

孤立系において。その包装やパッケージが、完全であること。

例。真空パックされた、レトルト食品。

例。テトラパックで提供された、乳飲料。



---

その物質そのものが、以下の性質を持っていること。

その物質そのものが、以下の力を持っていること。

--

外部影響を、シャットアウトする力。

完全な包含性。

完全な内包性。

完全な覆面性。

完全なシール性。

完全な対外隔離性。

完全な対外閉鎖性。

完全な対外遮断性。

完全な排他性。

外部物質の侵入を、完全に禁止する力。

外部物質を、その内部から、完全に締め出す力。

外部物質を、その内部から、完全に締め切る力。

完全な対外防御性。

完全な防御武装性。

完全な護衛性。

表面を最小化すること。液体における、表面張力。

例。真空パック容器。外気のシャットアウト。

例。魔法瓶。冷蔵庫。二重窓。衣類。その外部における温度変化の、シャットアウト。

例。サージカルマスク。その外部における菌やウィルスの、シャットアウト。



--

その内部における、完全な調和性。

その内部における、完全な平和性。

例。温室生活。

--

その内部における、完全な機密性。

内部物質を、外部に、一切出さない力。

内部物質を、内部のみに、閉じ込める力。

内部物質を、密閉する力。

内部物質を、密封する力。

内部物質の漏洩を、完全に禁止する力。

その内部と外部とを繋ぐ通路の存在を、完全に禁止する力。

その内部の存在自体を、外部に知られないようにする力。

その内部の存在自体を、最初から無かったことにする力。



---

その物質が、以下の性質を持っていること。

完全な不動性。

完全な不変性。

完全な不活性。



---

その物質が、以下の性質を持っていること。

--

仮にそれ自身が傷付いた場合。その傷を、自力で、独力で、直ぐに治す力。

完全な原状復帰性。

完全な原状回復性。

完全な治癒性。

完全な予防性。

--

いったんその内部へと侵入した、外部からの影響を、再びシャットアウトする力。

いったんその内部へと侵入した外部物質を、その外部へと、再び追い出す力。

例。空気清浄機。侵入したウィルスのシャットアウト。

--





-----

物質における、外部からの影響。その分類。

それらは、以下の内容である。

--

気体性の影響。外部気体の侵入。有害ガスの侵入。

液体性の影響。外部液体の侵入。津波の流入。有害溶剤の流入。

固体性の影響。外部固体の侵入。土砂の流入。

--





-----

物質における、防御。

物質における、外部からの影響の防止。

シールド。プロテクト。

それらの分類。

それらは、以下の内容である。



---

粒子の有無の影響。

真空性の維持に対する妨害の、防止。例。真空パック容器の、万能化。

粒子の存在維持に対する妨害の、防止。例。宇宙船内部における、酸素や水の維持。



---

気体性の影響。

外部気体の侵入に対する、防止。気密性の確保。例。寒冷地における、冷気流入防止のための、二重窓の万能化。

内部気体の漏出に対する、防止。気密性の確保。例。寒冷地における、暖気流出防止のための、二重窓の万能化。

--

液体性の影響。

外部液体の侵入に対する、防止。濡れの防止。例。台所の水仕事における、水濡れ防止のための、絆創膏の万能化。

内部液体の漏出に対する、防止。液漏れの防止。例。浴室における、水漏れ防止シールドの万能化。

--

固体性の影響。

外部固体の侵入に対する、防止。

外部の岩石や土砂の、流入の防止。例。砂防ダムの完全化。

外部の粉塵の流入の防止。例。飛翔する有害昆虫の侵入を防止する、網戸の完全化。

内部固体の漏出に対する、防止。

内部の岩石や土砂の、流出の防止。例。コンクリート擁壁の完全化。

内部の粉塵の流出の防止。例。小麦粉のパッケージの完全化。

--



---

外部温度影響の防止。低温や高温に対する防御。

外部湿度影響の防止。乾燥や湿潤に対する防御。

外部圧力影響の防止。低圧や高圧に対する防御。崩落の防止。



---

傷に対する防御。

その外部は、傷付くが、その内部は、傷付かず、不変であること。

変形に対する防御。

その外部は、変形するが、その内部は、変形せず、不変であること。

切断に対する防御。

その、外部も内部も、切断されず、不変であること。

反応に対する防御。

その外部は、化学反応して変質するが、その内部は、変質せず、不変であること。







-----

不活性の物質。

--

不活性。

外部からの働きかけに対して、反応しないこと。

例。化学反応しないこと。

-

外部からの働きかけに対して。

とても微弱に反応すること。

とてもゆっくり反応すること。

とても鈍く反応すること。

例。金地金。白金の地金。極めて、化学反応しにくいこと。

例。窒素。電子を必要としないこと。電子を外部から獲得しないこと。内部の電子を喪失しないこと。不活性ガス。

-



--

反応。

物質内部における、リンクや結合の、切除や置換。

--

不反応。

物質内部における、リンクや結合の、保持や維持。

--

活性。

反応すること。

--

不活性。

反応しないこと。不反応であること。

--





-----

保全。

孤立系の、保持や維持。

孤立系の、保存や存続。

例。環境保全活動。環境を、系として捉えること。





-----

存続。

現状維持。そのためのケア。現状変化に対する予防。それらの行為を、自力で行うこと。セルフケア。

例。健康維持。病気予防。

現状変化後の、原状復帰や原状回帰や原状修復や、源への回帰や、根本への回帰。そのための治癒行為。それらの行為を、自力で行うこと。自己修復。

例。傷や変形や捲れの、治癒や修復。傷付いた部分における、かさぶたの生成。離反部分の、縫い合わせや接着。

例。液体表面を斬っても、直ぐに元に戻ること。





-----

物質における、不変性。

例。

物質における、不動性や定住性。物質の所在位置における、空間的な、時間的な、不変性。



物質における、永遠性。物質の不変性において、空間的な限界が存在しないこと。

物質における、永久性。物質の不変性において、時間的な限界が存在しないこと。



それらの対立概念。

仏教における、万物流転の概念。



---

不変性。

物質を構成する粒子間の、組み合わせやリンクは変化すること。

しかし、粒子それ自体の性質は、変化しないこと。

--

物質を構成する粒子間の、組み合わせやリンクが、変化しないこと。

物質を構成する最小単位の素粒子それ自体の性質が、変化しないこと。

物質を構成する粒子が形成する社会のトポロジーが、変化しないこと。

--

物質を構成する粒子間の、組み合わせやリンクが、保持され続けること。

物質を構成する最小単位の素粒子それ自体の性質が、保持され続けること。

物質を構成する粒子が形成する社会のトポロジーが、保持され続けること。

--



---

物質における、不変性。

それは、以下の内容である。

物質を構成する粒子において。

そうした粒子社会のトポロジーにおける不変性。

そうした粒子社会のトポロジーにおける恒常性。





-----

反応。

物質を構成する粒子間の、順列や組み合わせやリンクが、変動すること。変質。変量。

粒子それ自体の性質が、変動すること。変質。変量。

粒子の社会のトポロジーが、変動すること。変質。変量。

例。

合成。下位レベルの粒子群から、上位レベルの粒子を、合成すること。

分解。上位レベルの粒子群を、下位レベルの粒子へと、分解すること。





-----

物質。

それは、以下の内容である。



根本粒子。素粒子。

粒子同士の、順列や組み合わせや、リンクや連結や接続や、相互作用。それらの有無。

粒子の社会。







-----

保存性の物質。その本質。

例。液体。生物一般。液体性生物。女性。女性優位社会の人々。例。中国。ロシア。日本。韓国。

--

その物質は、自己保存を最優先すること。

その物質は、自己保身性で動くこと。

その物質は、他の物質を犠牲にしてでも、それ自身は存続しようとすること。

--

その物質は、内部で調和すること。

--

その物質は、外的存在に対して、その内部への侵入を拒むこと。

その物質は、外的存在に対して、その表面を最小化すること。その物質は、表面張力を保持すること。

その物質は、その内部が、温室的で、快適であること。

その物質は、その内部からの脱出が、困難であること。

その物質は、専制支配的であること。

-

そうした外的存在が、その物質よりも、強力であった場合。

その物質は、そうした外的存在からの働きかけに対して、盲目的な丸呑みを行うこと。

例。女性が、強権者の主張内容の丸暗記を、得意とすること。女性が、学校の教科書の丸暗記を、得意とすること。

その物質は、そうした外的存在に対して、媚び、迎合し、忖度すること。

例。女性が、強権者に対して、媚び、迎合し、忖度することを、得意とすること。日本人が、アメリカに対して、媚び、迎合し、忖度することを、得意とすること。

その物質による、そうした動作は、そうした外的存在が居る限り、無限に続くこと。

その物質は、そうした外的存在が去った瞬間に、そうした盲目的な丸呑みを、直ちに停止すること。

その物質は、そうして、程無く、原状復帰すること。

その物質は、そうして、程無く、自主的に自己治癒すること。

-



--

その物質は、自己保身性を、より高めようとすること。

その物質は、それ自身を、より守りやすくしようとすること。

その物質は、それ自身を、より防御しやすくしようとすること。

--

その物質は、自分からは、動かないこと。

その物質は、自分からは、判断しないこと。

その物質は、動作を、他の物質へと、丸投げすること。

その物質は、作業や仕事を、他の物質へと、丸投げすること。

その物質は、判断を、他の物質へと、丸投げすること。

その物質は、他の物質が動くことで、初めて、それ自身も動くこと。

その物質は、外部からエネルギーが流入することで、初めて、それ自身も動くこと。

その物質は、他の物質による働きかけがあることで、初めて、それ自身も動くこと。

その物質は、他の物質による働きかけが終了することで、直ちに、不動化すること。

その物質は、エネルギー性物質による稼ぎを、必要とすること。

--

その物質は、リスクを回避すること。

その物質は、リスクを、他の物質へと、転嫁すること。

その物質は、責任を回避すること。

その物質は、責任を、他の物質へと、転嫁すること。

その物質は、チャレンジを回避すること。

その物質は、チャレンジを、他の物質へと、転嫁すること。

その物質は、新たな未知の領域への自主的な進出を、回避すること。

その物質は、新たな未知の領域への自主的な進出を、他の物質へと、転嫁すること。

その物質は、何時までも、後進的であること。

--

その物質は、互いに、他の物質の助けを得やすくしようとすること。

その物質は、護送船団方式で、動くこと。

その物質は、集団主義で、動くこと。

その物質は、同調主義で、動くこと。

--

その物質の動作する環境は、恵まれていて、安全で、安定していること。

--





例。水滴。水溜り。湖。海。

それは、一箇所に留まって、動かないこと。

それは、体積一定であること。

それは、表面張力が働いていて、形状が丸いこと。

それは、軽い外部物質を、排除すること。例。極く小さな昆虫が、水面の上に浮くこと。

それは、重い外部物質を、盲目的に丸呑みすること。例。投石が、一発で、水面下へと沈むこと。

それは、一度、内部に入った外部物質を、外に出そうとしないこと。例。水滴の中に入った蟻が、その外に出られなくなり、陸上に居ながらにして、その水滴の内部で溺れること。

それは、他の物質が動くことで、初めて、それ自身も動くこと。例。風による、水面の波の発生。地殻変動による、津波の発生。

それは、外部からエネルギーが流入することで、初めて、それ自身も動くこと。例。太陽熱による、水の高温化と、内部対流の発生。

それは、他の物質による働きかけがあることで、初めて、それ自身も動くこと。例。気流で動く雲。大気の寒冷化による降雨の発生。山岳勾配の発生による、河川の発生。

それは、他の物質による働きかけが終了することで、直ちに、不動化すること。例。風が終息すると、直ちに、水面が動かなくなること。

それは、その内部が、温室的で、快適であること。例。水中や海中は、生物にとって、より生きやすい環境であること。





-----

エネルギー性の物質。その本質。

例。気体。気体性生物。男性。男性優位社会の人々。例。欧米諸国。中東諸国。



--

その物質は、自己拡大を最優先すること。

--

その物質は、高速運動を好むこと。

その物質は、エネルギッシュな活動を好むこと。

その物質は、仕事を好むこと。

その物質は、稼ぎ事を好むこと。

--

その物質は、他の物質の破壊を、好むこと。

その物質は、他の物質への体当たりを、好むこと。

その物質は、他の物質への突撃を、好むこと。

その物質は、他の物質への直撃を、好むこと。

その物質は、他の物質への、掘削や穿孔を、好むこと。

その物質は、暴力支配的であること。

それらの結果。

その物質は、それ自身が傷付きやすいこと。

その物質は、自己消耗しやすいこと。

その物質は、自己破壊しやすいこと。

その物質は、自己保身しないこと。

その物質は、保存性物質による治癒行為の実行を、必要とすること。

--

その物質の動作する環境は、苛酷で、危険で、不安定であること。

--

その物質は、新たな未知の領域への自主的な進出を、好むこと。

その物質は、何時までも、先進的であること。

--







-----

保存力についての記述に関する、補足。



上記内容において。

私による、保存力の定義。

それは、従来の伝統的な物理学における定義とは、大きく違っていること。



保存力。

それについての、従来の伝統的な物理学における定義。

それは、以下の内容である。

ある物質が、新たに運動を起こすための、潜在的なエネルギーの、それ自身への、貯蓄や保存。例。固体における、位置エネルギー。



保存力。

それについての、私の定義。

それは、以下の内容である。

ある物質における、それ自身を保存し保持する、力。



保存力に関して。

従来の定説とは、別の種類の力が、別途存在すること。

私は、そのことに、液体の動きを観察していて、初めて気付いた。

私は、その力の具体的内容を、上記において、明記した。





-----

観察物理学の提唱。



私は、以下のような内容の物理学を、新たに提唱する。

それは、従来の、数式運用主体の物理学とは、異なるものである。

それは、以下の内容である。

物質の現物の動作の、実験心理学的手法に基づく、観察。

物質の、コンピュータシミュレーションに基づく動作の、実験心理学的手法に基づく、観察。

そうした観察に基づく分析を、主要な内容とする、物理学。観察物理学。



例。

液体分子運動の視覚的なシミュレーション結果の、観察。

現物の水滴の動きの、現場観察。

そのような、液体の動作や性質の、観察と分析。



それらの物質についての、視聴覚を活用した、観察。

それらの物質の性質の、感覚心理学的で、官能検査的な、分析。







-----

物質と社会との関連についての分析。男女の性差との関連。それらについての、ここまでの内容の、要約。



私は、私自身が得た最終的で根源的な結論から、今までとは逆方向の内容の展開を、新たに行った。

それらは、生物や人間についての内容を一括したものを、含むこと。

それらは、男女の性差の根源についての内容を一括したものを、含むこと。

私は、それらの内容の要約を、以下において、記述する。



物質には、以下のような２種類の力が、存在すること。

エネルギー性の力。作動する力。移動する力。仕事する力。

保存性の力。制止する力。定住する力。不動の力。



そのことに対応して。

物質には、以下のような２種類が、存在すること。

エネルギー性の物質。動き回る物質。変動する物質。作動する物質。移動する物質。

保存性の物質。動かない物質。現状維持する物質。原状回復する物質。制止する物質。不動の物質。定住する物質。

気体。それは、相対的に、エネルギー性の物質であること。

液体。固体。それらは、相対的に、保存性の物質であること。



生物一般。人間一般。それらは、液体であること。それらは、保存性の物質であること。

細胞。卵子。女性。それらは、液体的生物であること。それらは、生物における、基盤や中心や本体に、当たること。

ウィルス。精子。男性。それらは、気体的生物であること。それらは、生物における、外的展開物や、周辺部や外縁部への展開物や、付随物や、使い捨ての試行物に、当たること。



---

物質における、思想やポリシー。

エネルギー的な思想。作動的な思想。気体的思想。

保存的な思想。制止的な思想。液体的思想。固体的思想。



物質は、固体から液体へ、液体から気体へと、変化すること。

物質は、気体から液体へ、液体から固体へと、変化すること。

固体と気体は、そうした変化における、両端に位置すること。

液体は、そうした変化における、中間に位置すること。

その結果。以下の関係が成立すること。

固体的思想。ターミナル的思想。極論。

液体的思想。中間的思想。中心的思想。中庸論。

気体的思想。ターミナル的思想。極論。普遍的思想。





---

物質には、以下のような２種類が、存在すること。



粉砕性の物質。

粉末化する固体。例。ビスケット。それらは、粉砕や破壊が、可能であること。

気体。粉末性の固体。例。小麦粉。砂粒。それらは、最初から、粉砕された状態であること。

それらは、以下のような性質を持っていること。

飛散性。離散性。分離性。分断性。分散性。分別可能性。分析可能性。デジタル性。客観性。

乾燥性。



まとまる性質の物質。くっ付く性質の物質。

固体。例。金属。

液体。

それらは、粉砕や破壊が、不可能であること。

それらは、外的な力により、変形可能であるが、その後も、まとまり続けること。

それらは、外的な力により、スプレー可能であるが、程無く、再びまとまること。

それらは、以下のような性質を持っていること。

連続性。アナログ性。

柔軟性。

自己保存性。自己保身性。

現状維持性。慣性。

順応性。

原状復帰性。自己治癒性。自己回復性。自己修復性。

分断の拒否。分析の拒否。客観視の拒否。

湿潤性。





---

物質には、以下のような２種類が、存在すること。

撓むことが不可能な物質。頑固な物質。変化不可能な物質。固体。

撓むことが可能な物質。柔軟な物質。変化可能な物質。液体。気体。





---

物質。

それは、以下の内容である。

粒子の社会。



その構成要素。

それは、以下の内容である。

粒子そのもの。

粒子間における、静的な結合。

粒子間における、動的な相互作用。

それらの有無。

それらの可能性や不可能性。

それらの、時間的な、空間的な、存在のあり方。

それらの量。強弱。大小。多少。長短。

それらの質。その内容は、感覚形容詞によって表現されること。例。美しさ。



粒子間における、静的な結合。

その結合が強いこと。それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

固さ。

それは、以下のように分類されること。

硬さ。その物質は、撓まないこと。

剛性。その物質は、撓むこと。



その結合が弱いこと。それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

柔らかさ。その物質は、変形すること。

軟らかさ。その物質は、凹むこと。





粒子間における、静的な結合。

その結合が切れること。それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

粉砕性。切断性。離散性。拡散性。



その結合が切れないこと。それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

まとまり。癒着性。接着性。粘着性。自己治癒性。





粒子間における、動的な相互作用。

粒子同士が、相互の独立を保ちつつ、一時的に結合すること。

相互の衝突。一時的な結合と、その後の、再度の相互分離。

連絡。付き合い。やり取り。交流。交信。物流。

それらの強度の高さ。それは、気体では高く、液体では低い。

それらの頻度の高さ。それは、気体では低く、液体では高い。



それらの作用が強いこと。

それらの作用が切れないこと。

それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

相互依存。同調。分業。システム化。煩わしさ。しつこさ。嫉妬。相互関係における、厚さや、底の深さ。

それらは、気体でも液体でも、起きること。



それらの作用が弱いこと。

それらの作用が切れること。

それは、物質に対して、以下のような性質をもたらすこと。

孤立。独立。自立。自閉。寂しさ。淡白さ。相互関係における、薄さや、底の浅さ。

それらは、気体でも液体でも、起きること。





粒子間における、まとまり。

液体。固体金属。

それは、物質において、以下の性質を生み出すこと。

粒子間における、内部と外部との、区別。

粒子群が、それらの外部を切り捨てて、それらの内部のみでまとまること。

それらの外部に対する、閉鎖性や排他性の、発現。

それらの内部における、調和や温室性や統制の、発現。





粒子間における、結合やまとまりが、切れること。

その、結合やまとまりに、傷が付くこと。

それが、切れたままになること。

その傷が、付いたままになること。

例。切断された鉄骨。



それが、再びまとまること。

それが、再び、接着し癒着すること。

その傷が、自主的に修復されること。

それらは、以下の内容である。

原状復帰。原状回復。自己治癒。

例。

液体の水滴を斬ると、直ぐに、切れ目が消えて、元通りになること。

生物の皮膚の傷が、自然に治ること。





粒子間における、結合やまとまりが、切れないこと。

それらの、結合やまとまりの、度合いが、強過ぎること。

その結合が強固過ぎて、硬過ぎて、切ることが出来ないこと。

その接着や癒着や融合の度合いが強過ぎて、切ることが出来ないこと。







--

粒子間における、レベルの高低の存在。

低レベルの粒子。例。素粒子。

高レベルの粒子。例。高分子化合物。生物。人間。

低レベルの粒子群から、高レベルの粒子が、合成されること。

高レベルの粒子が、低レベルの粒子群へと、分解されること。



物質における、そうした粒子構造の、デジタル文字列情報による表現。

その実現が、物質の社会学の発展において、重要であること。





---

生物には、以下のような２種類が、存在すること。



エネルギー性の生物。

それは、以下の内容である。

気体性の生物。ウィルス。精子。男性。



保存性の生物。

それは、以下の内容である。

液体性の生物。細胞。卵子。女性。

固体性の生物。武装性の生物。硬質で剛性の外装を、身に着けた生物。鎧で武装した生物。甲虫。甲冑を身に着けた武者。







---

物質には、以下のような２種類が、存在すること。

ターミナル的な物質。気体。固体。

中間的な物質。調和的な物質。液体。



生物には、以下のような２種類が、存在すること。

ターミナル的で極端な、生物。ウィルス。精子。男性。

中間的で中庸的で穏健な、生物。細胞。卵子。女性。







---

物質には、以下のような２種類が、存在すること。



-

キツい物質。

高圧が掛かる物質。高圧を掛ける物質。



キツさ。

それは、以下の内容である。

高いレベルのエネルギーが掛かること。高いレベルの攻撃を受けること。高いレベルの暴力支配を受けること。

高いレベルの保存力が掛かること。高いレベルの束縛を受けること。高いレベルの専制支配を受けること。

高いレベルの刺激を受けること。過激性。

ターミナル性。極端性。

生物や人間の場合。左翼。右翼。



-

緩い物質。

低圧が掛かる物質。低圧を掛ける物質。



緩さ。

それは、以下の内容である。

低いレベルのエネルギーが掛かること。低いレベルの攻撃を受けること。低いレベルの暴力支配を受けること。

低いレベルの保存力が掛かること。低いレベルの束縛を受けること。低いレベルの専制支配を受けること。

低いレベルの刺激を受けること。マイルド性。

中間性。中庸性。穏健性。

生物や人間の場合。中道。

-





---

物質には、以下のような２種類が、存在すること。



-

量において。

多量の物質。

少量の物質。

-

質において。

高品質の物質。良質な物質。

低品質の物質。悪質な物質。

-



---

物質には、その分析の視点に応じて、以下のような種類が、存在すること。



--

湿度において。

乾いた物質。個人主義の物質。バラバラな物質。粉末状の物質。分離独立する物質。自律的な物質。自立的な物質。湿度が低い物質。

湿った物質。集団主義の物質。まとまる物質。一体化する物質。融合する物質。合体する物質。同調する物質。他律的な物質。相互依存的な物質。湿度が高い物質。



--

明度において。

-

明るい物質。

光量が多い物質。光線が当たる物質。

透明な物質。清らかな物質。光を通す物質。

-

暗い物質。

光量が少ない物質。光線が当たらない物質。

不透明な物質。濁った物質。光を通さない物質。

-



--

純度において。

純粋な物質。純血の生物。純度が高い物質。

混ざった物質。混合。混成。混交。交雑。混血の生物。雑種の生物。純度が低い物質。



--

温度において。

熱い物質。暑い物質。高い熱エネルギー量の物質。

温かい物質。暖かい物質。中庸な熱エネルギー量の物質。

冷たい物質。涼しい物質。寒い物質。低い熱エネルギー量の物質。



--

高度において。

高い物質。上方の物質。高い位置エネルギー量の物質。

低い物質。下方の物質。低い位置エネルギー量の物質。







-----

物質における粒子。量子論と質子論。



粒子の種類。

それは、以下の内容である。

--

光子。

電子。

分子。原子。素粒子。



--

物質。

その分解の結果。原子。

-

原子。

その分解の結果。原子核。電子。

-

原子核。

その分解の結果。陽子。中性子。

-

陽子。

その分解の結果。素粒子。例。クォーク。レプトン。

-

その他。

光子。

-



---

量子。

物理量の最小単位。

物質における最小レベルの粒子の、数量。



---

私は、以下の存在を、新たに主張する。



質子。

物質の、本体や根本や本質の、最小単位。

物質における、品質や性質の、最小単位。



それらは、以下の内容である。

物質における最小レベルの粒子の社会における、トポロジー。



それは、以下のように分類されること。

保存力に基づくトポロジー。静的なトポロジー。最小レベルの粒子同士の、静的な、結合や構築や組み立て。それらのトポロジー。例。生物的神経系における、固定回路。

エネルギーに基づくトポロジー。動的なトポロジー。最小レベルの粒子同士の、動的な相互作用。それらのトポロジー。例。生物的神経系における、神経細胞間の発火の伝達。生物的神経系における、可変回路。



上記の両者を併合した内容。

それは、以下の内容である。

生物や人間の社会におけるトポロジー。例。G.Simmelの形式社会学や、L. Von Wieseの関係学。





物質における、品質や性質の、研究。

物質の粒子の社会における、トポロジーの研究。

それらは、結局は、物質の社会学であること。





物質の社会学。例。生物や人間の、社会学。

そうした社会学は、いずれも、トポロジーの一種であること。



---

トポロジー。

それは、以下の内容である。



--

存在物における、形状や形式。

それらの間における、相同性や相似性や互換性や置換可能性の、チェック。



互いに異なる形状や形式について。

それらの数え上げ。

それらの分類。



そうした形状や形式についての、分析項目や分類基準。

それらの策定。

--





追加内容。2023年4月上旬初出。エネルギー性物質と保存性物質との、対比。エネルギー的思想と保存的思想との、対比。



-----

エネルギー性の物質。保存性の物質。それらの性質における、対比。



--

凡例。

[E] エネルギー性の物質。

[C] 保存性の物質。

--



-

実例。

[E] 気体。気体性の生物。ウィルス。精子。精細胞。男性。

[C] 液体。生物一般。液体性の生物。細胞。卵子。卵細胞。女性。

-





[E] 自分からは保存行為をしない存在。

[C] 自分からは仕事をしない存在。



[E] 能動的にしか仕事することが出来ない存在。

[C] 受動的にしか仕事することか出来ない存在。仕事を、エネルギー性物質に押し付ける存在。



[E] 受動的にしか保存行為が出来ない存在。保存行為を、保存性物質に押し付ける存在。

[C] 能動的にしか保存行為が出来ない存在。



[E] 現状変更や現状破壊しか出来ない存在。

[C] 現状維持や原状回復しか出来ない存在。





[E] 動かすことしか出来ない存在。

[C] 止めることしか出来ない存在。



[E] 破壊しか出来ない存在。

[C] 保全しか出来ない存在。



[E] 消耗することしか出来ない存在。

[C] 補給することしか出来ない存在。



[E] 現状変更しか出来ない存在。

[C] 現状維持しか出来ない存在。



[E] 危険なことしか出来ない存在。

[C] 安全なことしか出来ない存在。



[E] アクセルを踏むことしか出来ない存在。

[C] ブレーキを踏むことしか出来ない存在。



[E] 変えることしか出来ない存在。

[C] 変えないことしか出来ない存在。



[E] チャレンジすることしか出来ない存在。

[C] 禁止することしか出来ない存在。



[E] 動き回ることしか出来ない存在。

[C] 動かないことしか出来ない存在。



[E] 新機軸のことしか出来ない存在。

[C] 前例踏襲しか出来ない存在。



[E] 体積膨張しか出来ない存在。

[C] 体積一定化しか出来ない存在。



[E] 既踏領域に滞留していることが出来ない存在。

[C] 未踏領域に進出することが出来ない存在。



[E] 先進的でいることしか出来ない存在。

[C] 後進的でいることしか出来ない存在。



[E] 開放することしか出来ない存在。

[C] 閉鎖し隔離することしか出来ない存在。



[E] 内部を公開することしか出来ない存在。

[C] 内部を機密化することしか出来ない存在。



[E] 自由化することしか出来ない存在。

[C] 閉じ込めて束縛することしか出来ない存在。



[E] 個別に動くことしか出来ない存在。

[C] 護送船団方式で動くことしか出来ない存在。



[E] 楽観的で居ることしか出来ない存在。

[C] 悲観的で居ることしか出来ない存在。



[E] 積極的で居ることしか出来ない存在。

[C] 消極的で居ることしか出来ない存在。





[E] 反転することしか出来ない存在。

[C] 順応することしか出来ない存在。



[E] 批判し反抗することしか出来ない存在。

[C] 調和し仲良くすることしか出来ない存在。



[E] 離散することしか出来ない存在。

[C] 融合することしか出来ない存在。



[E] 衝突して傷付くことしか出来ない存在。

[C] 治癒することしか出来ない存在。



[E] 相手を殺傷することしか出来ない存在。

[C] 相手を救済することしか出来ない存在。



[E] 温室の外部で生活することしか出来ない存在。

[C] 温室生活することしか出来ない存在。



[E] 相手を攻撃することしか出来ない存在。

[C] 相手を締め出すことしか出来ない存在。



[E] 相手を暴力支配することしか出来ない存在。

[C] 相手を専制支配することしか出来ない存在。





-----

エネルギー的思想と、保存的思想。



エネルギー性の物質が持つ、その振る舞いにおける、ポリシー。

それは、以下の内容である。

エネルギー的思想。

例。

気体的思想。

男性的思想。

移動生活様式の思想。

実例。

欧米諸国の思想。中東諸国の思想。



保存性の物質が持つ、その振る舞いにおける、ポリシー。

それは、以下の内容である。

保存的思想。

例。

液体的思想。

生物的思想。

女性的思想。

定住生活様式の思想。

実例。

中華思想。ロシアの思想。日本の思想。韓国の思想。







-----

物質における、別の物質への対応。



保存性物質における、相手の物質への対応。

例。液体。生物一般。液体性生物。細胞。卵子。女性。

その物質は、自分からは、動かないこと。

その結果。

その物質の表面は、平和であり続けること。

その物質の内部は、調和し続けること。

その物質の内部においては、複数の構成粒子が、微動し、互いに牽制し合っていること。その物質の内部においては、粒子間の専制支配が行われていること。

その物質は、体積が一定であり、膨張しないこと。

その物質は、それ自身の表面において、その表面を最小限にする力が、常時、働いていること。それは、表面張力であること。

その結果。

その物質は、他の物質を、その内部から、締め出すこと。

その物質は、他の物質を、撃退すること。

その物質は、他の物質から、それ自身を防御すること。

他の物質は、そのままでは、それ自身の内部に入ることが出来ないこと。



相手の物質が、その物質の表面張力よりも、力学的に、より劣位で下位である場合。

相手の物質が、軽い場合。

例。水面における、小さい昆虫。

その物質の表面は、少し凹むだけであること。

相手の物質は、その物質への加入審査において、不合格となること。

相手の物質は、その物質への加入を一方的に拒否されること。

相手の物質は、その物質の表面に浮いたままとなること。

相手の物質は、免疫的に、その物質から撃退されること。



相手の物質が、その物質の表面張力よりも、力学的に、より優位で上位である場合。

相手の物質が、重い場合。

例。水面に投入される、大きくて重い石。

その物質の表面が、凹むこと。

相手の物質は、その物質への加入審査において、合格となること。

相手の物質は、その物質への加入を、瞬間的に拒絶された後、次の瞬間には許可されること。その瞬間、その物質の表面に、しぶきが上がること。

相手の物質は、その物質の表面を突破して、その物質の内部へと加入すること。

相手の物質は、免疫的に、その物質へと感染すること。

その物質は、相手の物質を、丸呑みすること。

その物質は、相手の物質に対して、迎合すること。

その物質は、相手の物質と、合体し、癒着すること。

その物質は、相手の物質を、包含すること。

相手の物質は、その物質の内部に一度加入すると、濡れること。

その結果。相手の物質は、その物質から独立した状態では、再び外出することが、二度と出来なくなること。





エネルギー性物質における、相手の物質への対応。

例。気体。気体性生物。ウィルス。精子。男性。

その物質は、自分から動くこと。その物質は、臨機応変に、位置的に、前進と後退とを、繰り返すこと。

その物質の表面は、存在しないこと。その物質において、内部と外部との区別は、存在しないこと。

その物質は、体積が不定であること。その物質の体積は、そのままでは、膨張し続けること。

その物質は、周囲の物質を、常時、攻撃し続けること。その結果、その物質が、周囲に対してもたらす圧力。気体の場合。それは、気圧であること。

その結果。

その物質は、他の物質による、その物質自身の領域への加入を、問題無く受け入れること。その物質の存在領域は、他の物質に対して、開かれていること。

その物質の複数の粒子は、他の物質を、暴力的に、個別に攻撃し続けること。それらの粒子は、粗暴であること。それらの粒子は、暴力による支配を行うこと。

その物質が、他の物質に対して、力学的に、優位で上位である場合。

その物質の体積は、そのまま、いつまでも増加し続けること。

例。海水面近くを立ち昇る、火山ガスの大きな気泡。

その物質が、他の物質に対して、力学的に、劣位で下位である場合。

その物質の体積は、増加が停止し、圧縮され、収縮すること。

例。深海中の極小の気泡。





-----

物質同士における、混合と乖離。

共通性を持つ物質同士。

共通部分を持つ物質同士。

同種の物質同士。

互いに握手可能な物質同士。

そうした物質同士は、互いに混合すること。

例。リンゴ果汁とオレンジ果汁。



共通性を持たない物質同士。

共通部分を持たない物質同士。

異種の物質同士。

互いに握手不可能な物質同士。

そうした物質同士は、互いに乖離すること。

例。水と油。



仲介物質。

二つの異なる物質の両方に対して、共通部分を持っている物質。

二つの異なる物質の両方に対して、握手が可能である物質。

そうした仲介物質が新たに混ざることにより、乖離していた二種の異なる物質同士が、新たに混合可能になること。

例。互いに乖離していた水と油とに、新たに、石鹸液を混ぜること。そのことで、水と油とが、新たに混合すること。





-----

エネルギー性物質と、保存性物質との、相互依存。生物の場合。



エネルギー性物質の一種としての、エネルギー性の生物。

エネルギー性の生物としての、ウィルスや精子や男性。その応用として。移動生活様式社会の生物。男性優位社会の生物。



保存性物質の一種としての、保存性の生物。

保存性の生物としての、細胞や卵子や女性。その応用として。定住生活様式社会の生物。女性優位社会の生物。



彼らは、以下のように、相互依存していること。

エネルギー性の生物が、仕事をして、稼いで、その過程において、消耗し、傷付くこと。

そうしたエネルギー性の生物に対して、保存性の生物が、治癒を施し、養分補給を行うこと。

そのことで、保存性の生物が、エネルギー性の生物の生存を保つこと。

その一方で。

保存性の生物は、自力では、仕事や稼ぎを行うことが不得手であること。

その結果。

保存性の生物は、エネルギー性の生物に対して、仕事をさせて、稼がせること。

その結果。

保存性の生物は、エネルギー性の生物経由で、彼らの生存に必要な資源を得ることが出来ること。



--

有性生殖を行う生物の場合。



-

保存性の生物による、エネルギー性の生物に対する、引き寄せや繋ぎ止めが、実行されること。

女性による、男性に対する、引き寄せや繋ぎ止めが、実行されること。

女性が男性を引き寄せる力。女性が男性を繋ぎ止める力。性的誘引力。

エネルギー性の生物にとっての、保存性の生物に対する、配偶者としての適格性の審査内容。

男性にとっての、女性に対する、配偶者としての適格性の審査内容。

それは、以下の内容である。

保存力の強さ。

相手の傷や疲れを、治癒する力。相手と一体融合化して寄り添う力。相手を看護する力。

彼らの子孫を生成する力。彼らの子孫の保育を行う力。

相手に対して、養分補給を行う力。相手に対して、食事を用意する力。

物事の原状復帰を行う力。物事を元通りにする力。汚れた部屋を、元通りに綺麗にする力。汚れた衣類を、元通りに綺麗にする力。

定住する力。動じずに、どっしり構える力。相手を受け止める力。



-

エネルギー性の生物による、保存性の生物に対する、引き寄せや繋ぎ止めが、実行されること。

男性による、女性に対する、引き寄せや繋ぎ止めが、実行されること。

男性が女性を引き寄せる力。男性が女性を繋ぎ止める力。性的誘引力。

保存性の生物にとっての、エネルギー性の生物に対する、配偶者としての適格性の審査内容。

女性にとっての、男性に対する、配偶者としての適格性の審査内容。

それは、以下の内容である。

エネルギーの強さ。運動能力の高さ。稼働能力の高さ。

仕事をする力。稼ぐ力。

物事を突破する力。物事を貫通する力。押しの強さ。チャレンジ精神の強さ。

仕事に伴う摩耗や消耗や致傷に対する、耐性の強さ。

相手に対して、自己保身しやすさを提供する力。相手に対して、安全で快適で楽な、温室生活を提供する力。相手を護衛する力。相手にとっての敵や脅威を、攻撃し殲滅する、力。

移動する力。自力で自発的に能動的に動き回る力。



--

エネルギー性の生物と保存性の生物との双方にとって。

そうした引き寄せや繋ぎ止めが、相互に必要な理由。



-

保存性の生物において。

彼ら自身の生存維持のための資源の獲得。

そうした資源を獲得するために必要な、稼ぎや仕事。

そうした稼ぎや仕事を、本来は、彼ら自身で、一通り遂行する必要があること。

しかし。彼ら自身において、そうした稼ぎや仕事を十全に行う能力が、不足していること。

そのため。

そうした稼ぎや仕事を行う、エネルギー性の生物が、生活上のパートナーとして、必須であること。



-

エネルギー性の生物において。

彼ら自身が、仕事や稼ぎの実行中において、とかく、傷付き、消耗し、疲れやすいこと。

それらに対応するための、治癒や、養分補給や、疲労回復。すなわち。自己保存行為。

そうした自己保存行為を、自前で、一通り遂行すること。

しかし。彼ら自身において、そうした自己保存行為を十全に行う能力が、不足していること。

そのため。

そうした保存力行使を行う、保存性の生物が、生活上のパートナーとして、必須であること。





-----

有毒物質と無毒物質と治癒物質。



有毒物質。

ある保存性物質における保存力を、無効化する、別の物質。

元の物質における、様々な静的結合や動的相互作用。

それらの結合や相互作用を、一通り、除去し抹消する、別の物質。分解を行う物質。解体を行う物質。

それらの結合や相互作用を、一通り、置換し組み換える、別の物質。変質を行う物質。変性を行う物質。

例。生物にとっての、病原菌。



無毒物質。

ある保存性物質における保存力を、無効化しない、別の物質。

元の物質における、様々な静的結合や動的相互作用。

それらの結合や相互作用を、一通り、現状維持する、別の物質。

例。生物にとっての、無菌の食事皿。





治癒物質。治療薬としての物質。

ある保存性物質における保存力を、向上させる、別の物質。

元の物質における、様々な静的結合や動的相互作用。

それらの結合や相互作用を、一通り、原状回復する、別の物質。

例。生物にとっての、食中毒の治療薬。







-----

保存性の物質における、免疫。



他の物質による、その物質内部への侵入について。



--

事前の対策。

相手の物質による侵入の、事前の阻止。

-

相手の物質に対する、反撃や撃退。

相手の物質に対する、防御や阻止。

-



--

事後の対策。

相手の物質による侵入を許した後。

相手の物質そのものの、無毒化や解毒。

相手の物質による、変性力や変質力の行使を、阻止すること。

相手の物質による、分解力や解体力の行使を、阻止すること。







-----

物質と、持ち物。



-

エネルギー性の物質の場合。

エネルギー性の生物の場合。例。男性。

例。移動生活様式の社会の人間の場合。

彼ら自身の持ち物を、積極的に、手放し、捨て去り、身から離し、放流すること。

彼ら自身の持ち物に対して、執着しないこと。彼ら自身の土地に対して、執着しないこと。例。既得権益の喜捨。

そのことで。彼ら自身が、より身軽になること。

そのことで。彼ら自身が、より動き回りやすくなること。

そのことで。彼ら自身の速度や加速度が、より高速化しやすくなること。

そのことで。彼ら自身における、動かす力を、より発揮しやすくなること。

そのことで。彼ら自身のエネルギー性を、より発揮しやすくなること。



-

保存性の物質の場合。

生物一般の場合。

保存性の生物の場合。例。女性。

例。定住生活様式の社会の人間の場合。

彼ら自身の持ち物を、積極的に、蓄え、貯めること。

彼ら自身の持ち物に対して、執着すること。彼ら自身の土地に対して、執着すること。例。既得権益の蓄積。

一度、彼ら自身の内部に入れた物質を、そのまま外部に放出すること無く、ずっと、彼ら自身の内部へと、閉じ込めたままにすること。

そのことで。彼ら自身が、より富むこと。彼ら自身が、より太ること。彼ら自身が、より肥えること。

そのことで。彼ら自身が、より身重になること。

そのことで。彼ら自身が、より、停止しやすくなること。彼ら自身が、より、不動になること。

そのことで。彼ら自身の速度や加速度が、より低速化し、速度ゼロ化しやすくなること。

そのことで。彼ら自身における、止める力を、より発揮しやすくなること。

そのことで。彼ら自身の保存性を、より発揮しやすくなること。





-----

物質における、エネルギー性の高低。



--

高いエネルギー性。大きな質量で、高速であること。

高い保存性。大きな質量で、速度ゼロであること。



低いエネルギー性。小さな質量で、速度ゼロであること。

低い保存性。小さな質量で、高速であること。



--

低エネルギー状態の物質。固体。液体。

そうした物質が、別の物質にとっては、高エネルギーであること。

例。人間にとっての、灼熱の火山における溶岩。



高エネルギー状態の物質。気体。

そうした物質が、別の物質にとっては、低エネルギーであること。

例。人間にとっての、酷寒地域における寒風の空気流動。





-----

物質にとっての、エネルギーと保存力。



エネルギー。

ある物質を構成する、複数の粒子において。

それらの粒子の間における、静的な結合を、破壊する力。

それらの粒子の間における、動的な相互作用を、破壊する力。

それらの粒子の間における、包含関係を、破壊する力。



保存力。

ある物質を構成する、複数の粒子において。

それらの粒子の間における、静的な結合を、保持する力。

それらの粒子の間における、動的な相互作用を、保持する力。

それらの粒子の間における、包含関係を、保持する力。





--

物質の三態との関連について。



-

固体。そのエネルギーが、より高まった場合。それは、液体化すること。

液体。そのエネルギーが、より高まった場合。それは、気体化すること。

気体。そのエネルギーが、より高まった場合。それは、更に高圧化すること。



-

気体。その保存力が、より高まった場合。それは、液体化すること。

液体。その保存力が、より高まった場合。それは、固体化すること。

固体。その保存力が、より高まった場合。それは、更に固くなること。





-

固体分子。

静的な結合。静的な孤立。静的な包含関係。



液体分子。

動的な相互作用。動的な包含関係。

それらの発生が、常態化していること。



気体分子。

動的な孤立。互いに、完全に無関係に飛び回ること。

稀に、互いに衝突して、相互作用すること。

結合の無効化。包含関係の無効化。





-----

物理学。化学。それらと、社会学や生態学との関連について。



物理学。化学。

それらは、結局は、物質の社会学であること。



物質の社会学。

それは、以下の内容である。



--

物質を構成する粒子について。

そうした粒子の間における、静的な結合。

そうした粒子の間における、動的な相互作用。

そうした粒子の間における、包含関係。

それらの研究。



--

そうした粒子の、個別の振る舞い。

高速性。低速性。不動性。

所在位置。進行方向。

それらの研究。



--

そうした粒子の、個別の属性。

質量。色彩。匂い。

それらの研究。



--

そうした粒子の、分布。

空間的分布。時間的分布。

それらの研究。



--

物理学。化学。

それらは、結局は、物質の生態学であること。



物質の生態学。

それは、以下の内容である。



物質を、仮に、以下のように捉えた場合。

-

物質一般は、結局、全て、生物であること。

様々な物質の存在は、予め、体系化されていること。

-



そうした様々な物質における、振る舞いや生態の、研究。





-----

物質における、エネルギーと保存力の、源。



生物の場合。



養分。彼ら自身の生体維持にとって必要な、資源。

エネルギーの源。炭水化物。糖分。脂質。

保存力の源。タンパク質。脂質。



水分。

それは、液体性そのものの源であること。

それは、保存力そのものの源であること。





-----

物質における、最小単位。



物質における、最小単位。

それは、以下の２種類から成る。



--

クオンタム。 Quantum. 物質の量における、最小単位。

その源の概念。物質の量。Quantity.

--

クオラム。Qualum. 物質の性質や品質における、最小単位。

その源の概念。物質の性質や品質。Quality.

--





クオラム。Qualum.

その構成要素は、以下の内容である。

-

静的な結合。

動的な相互作用。

包含関係。入れ子関係。

-



参考。クオラム。Qualum. 

そのラテン語における原義。

それは、以下の内容である。

-

しなやかな結合。wicker. コンテナ。basket.

大きなコンテナ。hamper.

-





従来の物理学では、クオンタムのみが取り上げられ、クオラムは、無視されて来たこと。

私は、クオラムを、新たに、物理学の表舞台に送り出したい。

私は、そのために、この文章を、書いている。





クオラム。Qualum.

それは、結局、社会学の研究対象における、最小単位であること。

そのことは、物質の社会学でも、生物の社会学でも、人間の社会学でも、共通であること。





追加内容。2023年4月下旬初出。物質の化合物を操作するコンピューターシミュレーションの、マルチプロセスのモジュール化による、実現。



-----

物質の化合物を操作するシミュレーション。その実装。



--

複数粒子間の、静的結合。

複数粒子間の、動的相互作用。

それらのモジュール化。

--



それらは、以下の内容である。

--

マルチプロセスのモジュール化。

マルチプロセスと、それらに付随する複数キューの、グループ化とモジュール化。

--



それらは、例えば、以下の内容である。

--

マルチプロセスの、配列化。

マルチプロセスと、それらに付随する複数キューの、多重配列化や、多次元配列化。

--



物質構成の、配列による表現。

例。分子式の、配列による表現。



それは、以下の内容である。

--

物質を構成する、複数粒子。

例。分子を構成する、複数粒子。

例。原子を構成する、複数粒子。

そうした複数粒子間の、静的結合。

そうした複数粒子間の、動的相互作用。

それらのモジュール化。

--

それらの、配列による表現。



例。水分子の内部構成の、配列による表現。

H2O.

H-O-H.



分子を構成する粒子の種類。['H','H','O']

それらの項目番号。[0, 1, 2]

粒子同士の組み合わせ。それらの項目番号を利用すること。[[0, 2],[1, 2]]

それらの組み合わせの種類。静的な結合。動的な相互作用。['静的な結合','静的な結合']

それらの組み合わせにおける、有効性の度合いの数値。[1.0, 1.0]

それらの組み合わせにおける、安定性の度合いの数値。[1.0, 1.0]

それらの組み合わせの保持確率の度合いの数値。[1.0, 1.0]

それらの組み合わせの保持強度の数値。[1.0, 1.0]





-----

物質構成を操作するシミュレーション。その実装。

神経回路を操作するシミュレーション。その実装。



それらは、以下の内容である。



物質構成の、配列による、モジュール表現。それらの配列の操作。

神経回路構成の、配列による、モジュール表現。それらの配列の操作。



--

マスタ配列。

粒子を、独立したプロセスと見なすこと。

粒子の名前。粒子グループの名前。グループそのものを、粒子の一種と見なすこと。['Azusa','Kozue','Tarou']

粒子の種類。粒子グループの種類。['女性','女性','男性']

粒子同士の組み合わせ。[[1, 2], [0, 2], [1, 3], [0, 3]]

それらの組み合わせにおける、属性。

--

['静的な結合', '動的な相互作用', '動的な相互作用', '動的な相互作用']

['双方向', '左から右のみ', '右から左のみ', '右から左のみ']

--

['強い', '弱い', '強い', '弱い']

それらの副次的な属性。

-

['可変', '不変', '不変', '可変']

['安定', '不安定', '不安定', '安定']

['無効', '有効', '有効', '無効']

--

['プラス', 'マイナス', 'プラス', 'マイナス']

それらの副次的な属性。

-

['可変', '不変', '可変', '可変']

['不安定', '不安定', '不安定', '安定']

['有効', '有効', '有効', '無効']

--





粒子グループを、プロセスの多次元配列と見なすこと。

神経回路を、プロセスの多次元配列と見なすこと。

例。Azusaの5番目の中の3番目と、Kozueの2番目の中の4番目との、結合や相互作用。

項目番号は、1を起点とした場合であること。

[['Azusa'][5][3],['Kozue'][2][4]]







-----

物質における保存力。その根源。

それは、粒子間力であること。

それは、以下の内容である。

粒子間において働く、互いに引き付け合う力。

粒子間において働く、互いにくっ付く力。



それは、静的な結合力であること。

例。接着力。癒着力。融着力。

例。固体。



それは、動的な相互作用の力であること。

それは、微細で、非破壊性であること。

例。融合力。まとまる力。一体化する力。互助力。互酬力。相互扶助の力。調和の力。平和の力。

例。液体。





追加内容。2023年5月下旬初出。複数物質における、機能分化の発生。それらのプロセスの、コンピューターシミュレーション。弁証法的物質としての生物。生物における、互いに相反する、エネルギー性と保存性との、共存と合一化。



-----

物質一般において。

複数の存在の間における、機能分化の発生。

そのプロセス。

それは、以下の内容である。



---

ある存在における、補完や補給や補充の、必要性。それらの発現。その条件。

それは、その存在における、欠損や無効化の、発生であること。

それは、その存在における、完全性の喪失の、発生であること。



欠損や無効化。完全性の喪失。

それらは、以下の内容である。



例。

完全なセット。例。"AAA"

欠損したセット。例。"A-A"

本来、Aが三つ必要であるにも関わらず、二つしか無いこと。



例。

完全なセット。例。"ABC"

欠損したセット。例。"A-C"

本来、Bが必要であるにも関わらず、それが無いこと。



---

欠損や無効化。完全性の喪失。

ある存在において、それらが発生していること。

そうした状況下において、以下のような存在が、新たに出現すること。

上記の欠損や無効性を、補完し補給し補充する、他の存在。



例。

完全なセット。例。"AAA"

欠損したセット。例。"A-A"

それを補完するセット。例。"-A-"



例。

完全なセット。例。"ABC"

欠損したセット。例。"A-C"

それを補完するセット。例。"-B-"





---

そうした状況下において、以下のような状況が、新たに出現すること。

上記の二つの存在が、相互作用を、開始し維持すること。

上記の二つの存在が、相互に関係を持つこと。



その結果。

上記の二つの存在が、相補関係へと、新たに入ること。

上記の二つの存在が、社会的分業関係へと、新たに入ること。



その結果。

上記の二つの存在において、機能分化が、新たに実現すること。

上記の二つの存在において、社会システム化が、新たに実現すること。





-----

複数の存在の間における、機能分化。その自動化。

それは、以下の内容である。



---

大元の存在。例。"ABC"



その存在が、順に、以下の三つの存在に分かれること。



No.1. "A--"

No.2. "-B-"

No.3. "--C"



それらの自動化。



---

それらの三つの存在が、相互作用すること。



"A--" -> "-B-"

"A--" -> "--C"

"-B-" -> "A--"

"-B-" -> "--C"

"--C" -> "A--"

"--C" -> "-B-"



それらの自動化。





-----

複数の存在の間における、機能分化。その自動化。

それらの実現。そのためのアルゴリズム。

それは、以下の内容である。



---

大元の存在を、機能項目の数だけ、自動的に、自己複製すること。



---

新たに複製した各々の存在の、各々の結果内容について。

大元の内容から、残す項目を、自動的に、１項目ずつピックアップを行うこと。

それと同時に、他の項目を、全て欠損させるか、全て無効化すること。



---

その状況下において。

各々の新たな存在同士を、各々の欠損を相互に補完する形で、相互作用させること。

そのためのプロセス。

それは、以下の内容である。



--

各々の存在が、それ自身の欠損内容を、自覚し明記すること。

各々の存在が、以下のような存在を、自発的に探索すること。

-

彼自身の欠損内容を補完してくれる、他者。

-



--

その結果。

各々の存在が、そうした他者と、偶然に、相互作用すること。

各々の存在が、そうした他者と、偶然に、結合すること。



その結果。

各々の存在が、各々の欠損を、新たに補うことが出来ること。



その結果。

各々の存在が、そうした他者と、相補関係へと、新たに入ること。



その結果。

各々の存在が、そうした他者と、そうした相補関係を維持しようとすること。

そのために。

各々の存在が、そうした他者と、相互作用を持続させること。

各々の存在が、そうした他者と、結合を持続させること。

--









-----

物質における機能分化のプロセス。

それは、以下の内容である。



---

プロセスとしての物質。

そのプロセスに、欠損を、自動的に発生させること。あるいは。そのプロセスに、欠損を、予め発生させておくこと。

そのプロセスに、その欠損を補填する動作を、自動的に実行させること。

そのプロセスに、その欠損を補填する他の物質を、自動的に発見させること。

そのプロセスに、その物質との間で、相互作用を、自動的に生成させること。

そのプロセスに、その物質との間で、相補関係を、自動的に成立させること。

それらは、結局、以下の内容である。

複数物質のシステム化。

複数物質の自己組織化。



---

プロセスとしての物質。

そのプロセスにおける所有や保有や保持。その表記。それは、プラス記号であること。

そのプロセスにおける欠損。その表記。それは、マイナス記号であること。

例。化学物質における、プラスイオンとマイナスイオン。

例。生物における、ある遺伝情報の、保持と欠損。



そのプロセスにおける所有内容。その表記。それは、例えば、文字列であること。

例。化学物質における、化学式。

例。生物における、遺伝情報。



--

そのプロセスにおける保有と欠損。

それらは、以下のように、配列として、表現可能であること。

[[内容1,保有か欠損], [内容2,保有か欠損], ... ]

[[内容1,プラスかマイナス], [内容2,プラスかマイナス], ... ]



例。

ある物質が、A1を保有しつつ、A2を欠損していること。

[['A1','+'], ['A2','-']]



複数物質の間において。

そうしたプラスとマイナスとが、互いに惹きつけ合うこと。

例。

ある物質が、A1を欠損していること。

[['A1','-']]

それとは別の物質が、A1を保有していること。

[['A1','+']]

それらの二つの物質は、互いに惹きつけ合うこと。



--

プラスの物質が、マイナスの物質に対して、一方的に、その欠損を、補填し補充すること。

マイナスの物質は、プラスの物質にとって、そのままでは、一方的な剥奪者となること。



--

複数物質が、互いに、プラスとマイナスの部分を持っている場合。

例。

あるエネルギー性物質が、A1を保有しつつ、A2を欠損していること。

[['A1','+'], ['A2','-']]

それとは別のエネルギー性物質が、A1を欠損しつつ、A2を保有していること。

[['A1','-'], ['A2','+']]

それらの物質は、それらを、互いに、相互交換すること。

それは、以下の内容である。

物質における、市場の生成。



--

複数物質が、互いに、相手物質において欠損している内容を、持っている場合。

例。

ある保存性物質が、A1を保有しつつ、A2を欠損していること。

[['A1','+'], ['A2','-']]

それとは別の保存性物質が、A1を欠損しつつ、A2を保有していること。

[['A1','-'], ['A2','+']]

それらの物質は、互いに、相補関係に入ること。

それらの物質は、互いに、相互扶助関係に入ること。

それは、以下の内容である。

物質における、社会的分業の生成。

物質における、機能分化。

物質における、システム化。

物質における、共生化。





-----

物質の粒子を、プロセスと見なすこと。

そうした各プロセスが、常時、相互に独立して動くこと。

例。

液体分子。気体分子。

そうした個別の分子を、それぞれ粒子として捉えること。

そうした個別の分子を、それぞれ独立したプロセスとして動かすこと。

例。

生物における、細胞やウィルス。

そうした個別の個体を、それぞれ粒子として捉えること。

そうした個別の個体を、それぞれ独立したプロセスとして動かすこと。



---

物質の粒子を、プロセスと見なすこと。

そうした粒子プロセスが、個別に内包する、物理的内容。

それは、以下の内容である。



-

位置。

-

速度ベクトル。

加速度ベクトル。

-

質量。

体積。半径。

-

中核となる情報内容。

例。化学物質における、化学式。

例。生物における、遺伝情報。

そうした情報内容の、保有か欠損。

保有。プラス記号。

欠損。マイナス記号。

-



---

そうした粒子プロセス同士の相互作用。

それは、以下の内容である。

物理的衝突。あるいは。化学反応。

物理的結合。物理的に引き付け合うこと。

物理的離反。物理的に反発し合うこと。



---

そうした粒子プロセス同士の相互作用。

それらの発生のトリガー。

それは、以下の内容である。

複数の粒子プロセスの位置情報が、互いに、同一化するか近接化すること。



---

複数の粒子プロセスの間における、衝突。

それは、以下の内容である。

複数の粒子プロセスが、互いに、物理的に位置が重なり合うこと。

複数の粒子プロセスが、互いに、物理的に位置がくっ付くこと。



--

複数の粒子プロセスの間における、衝突判定。

複数の粒子プロセスにおける、位置情報の同一性や近接性を利用すること。

そのために、それぞれの粒子プロセスの外部において、位置情報の管理機構が、別途必要であること。

そうした機構は、複数の粒子プロセス間における、位置の重ね合わせを、自動的に検知すること。

そうした機構は、複数の粒子プロセスに対して、そうした検知結果を、キューとして、各粒子プロセスへと、リアルタイムで通知すること。

そうした機構は、複数の粒子プロセスにとって、第三者の視点であり、世界の創造者の視点であること。例。飛行中の複数の航空機に対する、航空管制室の視点。

そうした視点は、以下の二種類へと分別されること。

-

大局的な把握。双方の粒子プロセス同士が、大きく離れている場合。双方の粒子プロセス同士は、衝突しそうに無いこと。

局所的な把握。双方の粒子プロセス同士が、至近距離で接近している場合。双方の粒子プロセス同士が、今にも衝突しそうなこと。

-

それぞれの粒子プロセスが、そうした機構を経ずに、自主的に、衝突判定を行うこと。その実現は、コンピュータシミュレーションとしては、そのままでは困難であること。



--

複数の粒子プロセスの間における、衝突処理。

それぞれの粒子プロセスが、他の粒子プロセスに対して、キューを用いて、相互に影響力を、リアルタイムで送り合うこと。

そうした影響力。

それは、粒子間に働くエネルギーや保存力によって、計算されること。

例。

エネルギー。速度ベクトル。加速度ベクトル。

保存力。引力。粒子間力。

それぞれの粒子プロセスは、他の粒子プロセスから受信した影響力の内容を、リアルタイムで集計すること。

それぞれの粒子プロセスは、その集計結果に基づいて、それ自身の振る舞いを、リアルタイムで計算すること。



それぞれの粒子プロセスの内部において。

そうした集計や計算のイベントを、リアルタイムで、無限ループで、なるべく短い時間間隔で、自動的に発生し続けること。



---

それぞれの粒子プロセスが決定する振る舞い。

それは、以下の内容である。

複数の粒子プロセスの間における、相互作用。

例。結合。離反。結合の破壊。交渉の持続。交渉の打ち切り。



--

複数の粒子プロセスの間における、衝突や結合や相互作用。

例。

気体分子運動。液体分子運動。固体分子運動。

生物における、細胞やウィルスの、振る舞い。



例。

粒子プロセスの存在する空間を限定すること。

そのために、それらの周囲に、壁を、予め設けること。



-----

複数の粒子プロセス間における、通信。その実現。



---

複数の粒子プロセスの間における、相互作用。

例。結合。離反。結合の破壊。交渉の持続。交渉の打ち切り。

それらを、物理的衝突判定無しに、実現すること。

それは、以下の内容である。

物理的衝突を伴わない、複数の粒子プロセスの間における、相互作用。それらの実現。

通信を利用した、複数の粒子プロセスの間における、相互作用。それらの実現。

そうした相互作用。

それらは、以下の内容である。

物理的衝突を伴わない、複数の粒子プロセスの間における、保有品や欠損品の、相互交換。それらの実現。

そうした保有品や欠損品を、文字列情報として、表現すること。

複数の粒子プロセスの間において、そうした文字列情報を、相互に送信し合うこと。

それは、以下の内容である。

複数の粒子プロセス間における、通信。



それらの通信における、そうした文字列情報。それらの内容。

例。

生物における、遺伝情報。

それらの遺伝情報の、自動的なセグメント化。

それらの遺伝情報の、自動的な、オンとオフ。

生物における、複数細胞や複数ウィルスの間における、そうした遺伝情報の、交信。

複数生物の間における、そうした遺伝情報の、交信。

そうした交信動作それ自体を、その生物にとっての遺伝情報化すること。

そうした交信動作それ自体を、文字列情報化すること。

その実現が、プログラムの基盤となる関数群において、予め必要であること。





---

複数の粒子プロセスの間における、通信による相互作用。

例。化学物質における、プラスイオンとマイナスイオンとの、交信。

例。生物の複数細胞の間における、特定の遺伝情報の保有の有無についての、交信。

それは、神経回路における、思考細胞同士の、神経伝達物質の交信と、同様であること。

それは、以下の内容である。

--

ある粒子プロセスが、任意の他の粒子プロセスを、ランダムに選択し接続すること。

その粒子プロセスが、相手の粒子プロセスに対して、キューを用いて、それ自身における保有品や欠損品についての情報を、送信すること。

その粒子プロセスが、相手の粒子プロセスから、キュー経由で、返答情報を、受信すること。

その返答情報の内容。それらは、以下のように分別される。

-

私は、あなたの欠損品を、十分に保有している。私は、あなたに対して、補填や補充の行為が、可能である。

私は、あなたの欠損品を、十分に保有していない。私は、あなたに対して、補填や補充の行為が、不可能である。

私は、あなたの保有品を、欠損している。私は、あなたに対して、補填や補充の行為を、要求する。

私は、あなたの保有品を、特に欠損していない。私は、あなたに対して、補填や補充の行為を、特に要求しない。

-



複数の粒子プロセスの間において。欠損品の、相互補填や相互補充が、可能であること。そのことが判明した場合。

双方の粒子プロセスあるいはどちらか一方の粒子プロセスが、追加で、相手の粒子プロセスに対して、相補関係に入る合図を送ること。

その結果。

双方の粒子プロセスの間において、相補関係が、新たに成立すること。

双方の粒子プロセスが、新たに、システム化し、そのシステム内部において機能分化すること。

双方の粒子プロセスが、新たに、社会的分業を実現すること。

双方の粒子プロセスの間において、保有品の市場が、新たに実現すること。

--







-----

保有者としての物質。

欠損者としての物質。



保有者としての物質は、その保有内容の防衛や防御が、必要であること。

その理由は、以下の内容である。

その保有内容の補填を、欠損者としての物質から強制されないため。

例。生物における、既得権益の防衛や防御の、必要性。





-----

物質のプロセス化。

そうした複数のプロセスにおける、機能分化。そのシミュレーション。

その手順は、以下の内容である。



---

プロセスの自己複製。その実装。

プロセスが内蔵する情報内容の自己複製。その実装。

その情報内容のデータセット。

[['A1','+'], ['A2','+'], ['A3','+']]



---

プロセスが内蔵する情報内容の、自動的な分節化。その実装。

その情報内容のデータセット。

分節化以前。

[['A1','+'], ['A2','+'], ['A3','+']]

分節化以後。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','+']]



---

プロセスが内蔵する、分節化された情報内容。それらの、部分的な欠損化や無効化。それらの自動化。その実装。

欠損化以前。無効化以前。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','+']]

欠損化以後。無効化以後。

[[['A1','A2'],'-'], ['A3','+']]



---

そのプロセスの情報内容の欠損を補填する、他のプロセス。そのプロセスによる、そうした他プロセスの探索。その自動化。

そのプロセスがランダムに見つけた、他のプロセスへの働きかけと反応の取得。

そのプロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'-'], ['A3','+']]

相手の他プロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','-']]



---

ある情報項目を保有するプロセスによる、その項目を欠損しているプロセスに対する、補填の実行。その仕組みの構築。

その補填の方法。

それは、以下の内容である。



--

欠損している物品そのものの補填。例。生物にとっての、水分や酸素。

欠損している情報項目そのものの補填。例。生物の遺伝情報そのもの。

欠損している情報内容によって生み出される、二次的な生成物や生産物の、補填。例。生物細胞の体内で生産される、有機化合物。消化物としての栄養素。ホルモン。フェロモン。酵素。

--



それぞれの補填方法について、その仕組みを、予め個別に構築すること。



補填以前。

そのプロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'-'], ['A3','+']]

相手の他プロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','-']]



補填された情報項目。

相手の他プロセスから、そのプロセスへの補填。['A1','A2']

そのプロセスから、相手の他プロセスへの補填。['A3']



補填以後。

そのプロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','+']]

相手の他プロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','+']]



そうした補填の授受において。

双方のデータセットのタイプが、合うか合わないかを、予め、自動的に判定すること。

その結果。双方のデータセットのタイプが合致した場合のみ、補填の授受を実行すること。



例。

双方のデータセットのタイプが合致している場合。

そのプロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'-'], ['A3','+']]

相手の他プロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'+'], ['A3','-']]



例。

双方のデータセットのタイプが合致していない場合。

そのプロセスの情報内容。

[[['A1','A2'],'-'], ['A3','+']]

相手の他プロセスの情報内容。その複数例。

[[['A1','A2'],'+'], ['A4','-']]

[[['A1','A5'],'+'], ['A3','-']]

[['A1','+'], ['A3','-']]





---

複数のプロセス同士が、そうした補填を、相互に行う仕組み。その実装。

複数のプロセス同士が、そうした相互補填を通じて、相補関係に入る仕組み。その実装。

それらは、以下の内容である。

--

そうした相互補填。それらが、自動的であること。それらが、同期的であること。

そうした相互補填の必要性の発生。その発生が、定期的で同期的であること。

双方のプロセスにおいて、そうした相互補填を必要とする欠損状態が、定期的に、同期的に、発生すること。

--



---

それらの実装において。

予め、とてもシンプルな作りの多細胞生物の仕組みを、把握しておくこと。



---

欠損している情報項目。補填の対象となる情報項目。それぞれの明確化を、予め行うこと。





-----

物質における、欠損や保有の発生と、それらによる、機能の概念の生成。

そうした機能の分類が、必要であること。



例。生物の場合。

機能とは、生きやすさをもたらす働きであること。

生物にとっての、それらの機能の内容。

それらの内容の詳細については、私が執筆した、生物一般の行動と社会についての電子書籍の内容を、参照して下さい。



例。物質一般の場合。その物質を構成する粒子の場合。

機能とは。

それらは、以下の内容である。

---

エネルギーの源。動かす力。その源。

その粒子の内部に蓄えられた、仕事を為し得る能力。

その粒子が持つ、移動力。その粒子が持つ、仕事力や稼ぐ力。その粒子が持つ、改変力や破壊力。

その粒子が持つ、質量。その粒子が持つ、速度や加速度。それらを掛け合わせた値。それらの値を上げる、要因。



--

保存力の源。止める力。その源。

静止状態。微動状態。

そうした状態の複数の粒子同士が、極く近接していること。

そうした状態の複数の粒子同士が、互いに、頻繁に接触したり、接着したり、結合していること。

そうした状態における、粒子間力。それらの強さ。それらの値を上げる、要因。

従来の静力学において。ある物体が、その物体に対して働く諸力の釣り合いにより、静止すること。そうした均衡状態を、実現し維持する、要因。



保存力。制止力。禁止力。閉じ込める力。締め上げる力。破壊を防止する力。

静力学において、それらの力が生み出される条件の洗い出しが、必要であること。

例。材料強度学。工業材料。建築材料。それらの材料における、亀裂や損傷の、発生。それらの進展がもたらす、その材料の破壊のプロセス。それらの発生を防止する、条件や要因。それらの洗い出し。



静力学において。

止める力。相手の物体のエネルギーをゼロにする力。相手の物体の活力や精力を、ゼロにする力。

止める力が生み出される、条件。

それらは、以下の内容である。

-

その質量が、相手の物体に比べて、より、十分に、大きいこと。

その結果。そのまま、相手の物体を、跳ね返すことが出来ること。

その状態において。

クッション性が有ること。受け止める力が有ること。

それは、以下の内容である。

柔軟性。変形可能性。非反発性。

ストッパーとしての性質。非貫通性。遮蔽性。遮断性。

それらは、結局、以下の力を生み出すこと。

鎮める力。鎮静力。

包容力。包含力。相手の物体を丸呑みする力。そうした相手の物体を、そのまま内部に閉じ込めて、その外部に出られなくする力。

-



上記の内容の要約。

相手を跳ね返さずに、そのまま柔軟に受け止める力。

相手を跳ね返さずに、そのまま丸呑みして閉じ込める力。

それらの力が、十分に強いこと。



それらの力を生み出す要因。それらが、保存力の源であること。



それらの力が十分に強い、物質。

例。

液体。ゼリー。粘液。

柔軟な固体。布団や枕やクッション。

柔軟な固体によって袋詰めされた、気体。エアバッグ。

柔軟な固体によって袋詰めされた、液体。水枕。

ドッジボールの球を受け止める競技者。

男性の精力を奪って、その男性をインポテンツにさせる、女性。

---









-----

保存性の物質における、保存行為。保存力の、もう一つの源。



---

保存力の源。止める力。その源。

上記の静力学とは別の視点。

それは、以下の内容である。



---

医学の視点。建築学の視点。歴史学の視点。



---

ある物質における、その保存状態が悪化すること。

例。致傷。破壊。病気。劣化。

すると。

その物質は、その保存状態の悪化を、自力で、阻止し停止し食い止めること。

その物質は、その保存状態を、元の良好な状態へと、自力で再修復すること。

その結果。その物質は、原状回復すること。

それらは、以下の内容である。保存行為。



---

保存行為。

それは、具体的には、以下の内容である。

-

保存状態を悪化させる要因。

それらへの予防。それらへの、防御や防衛。

それらへの免疫の獲得。それらの切除。それらの消去。それらの濃度を薄めること。それらの無効化。

-

保存状態が悪化した箇所。

それらの修復。それらの修繕。それらの治療や治癒。

-



---

ある物質において。

それ自身の原状回復。それ自身の原状復帰。それ自身の復古。それ自身の帰還。

それらを実現する力が、十分に強いこと。



それらの力を生み出す要因。それらが、保存力の源であること。



---

それらの力が十分に強い、物質。

-

例。

液体。ゼリー。粘液。

それらは、切断されても、瞬時に再癒着すること。

-

例。

柔軟な固体。布団や枕やクッション。

柔軟な固体によって袋詰めされた、気体。空気枕。

柔軟な固体によって袋詰めされた、液体。水枕。

それらは、加圧により変形させられても、加圧を中断すると、瞬時に元の形に戻ること。

-

例。

生物。彼らは、液体の一種であること。

彼らは、致傷し発病しても、次第に治癒し、回復すること。

彼らは、侵入を受けても、次第に元通りに押し返すこと。

彼らは、彼ら自身の所有物を壊されても、次第に修繕し、原状回復させること。

彼らは、彼ら自身が築き上げた社会を、戦争や革命によって壊されても、次第に復古し、原状回復させること。

彼らは、致傷し発病した仲間を、治療し看護し、次第に治癒させること。



そうした生物には、人間も含まれること。

-





---

保存性物質において。

それ自身の原状回復。それ自身の治癒。それ自身の復旧。

そうした保存力。それらを実現する力。

それらの発生原理。

それは、以下の内容である。

--

複数の粒子同士が、互いに、極く近接していること。その場合。複数の粒子同士の間に、ある程度の空間的な隙間が開いていること。

複数の粒子同士が、互いに固着せず、互いに緩く結合しつつ、ある程度の可動性を残していること。あるいは。複数の粒子同士が、互いに結合せず、微動状態で、相互接触と相互分離とを、絶えず繰り返していること。

複数の粒子同士の間に、粒子間力が働いていること。そうした粒子間力が、各々の粒子の間が空間的に少し隔たった状態においても、有効に働き続けていること。

そうした複数の粒子に対して、硬い固体などを押し付けて加圧しても、それらの粒子の間において、粒子間の結合が、延伸し撓みながら問題無く維持されること。その後。外部からの加圧を止めると、粒子間の結合状態が、程無く、原状復帰すること。
あるいは。
そうした複数の粒子の間を、硬い固体の刃で切断しても、それらの粒子の間において、粒子間力が、引き続き有効に働き続けること。その結果。粒子同士の緩い結合や微動的相互作用が、程無く、問題無く、復活すること。

--





-----

弁証法的物質。

それらは、弁証法的存在である物質であること。

それらの物質は、二律背反性や自己矛盾性を内包していること。

それらの双方の性質が、単一の物質の中において、共存し、合一化していること。



例。生物。

それらは、自動的に、自己保存をしようとすること。

それらは、自己保存状態の、実現や維持のために、エネルギーを必要とすること。

それらは、そうしたエネルギーを獲得するために、周囲の環境を破壊する行動に出る必要があること。

そうした行動は、エネルギー性であること。

そうした行動は、仕事をすることや、稼ぐことであること。

それらは、保存性と破壊性との両方を、同時に内包していること。

それらは、保存性物質であると共に、エネルギー性の物質であること。

それらの双方は、互いに二律背反の関係にあること。

それらの双方は、互いに自己矛盾の関係にあること。

それらの双方が、単一の物質の中において、共存し、合一化していること。

その結果。

生物は、弁証法的存在であること。

生物は、弁証法的物質の一種であること。



生物は、保存性物質であると共に、エネルギー性の物質であること。

生物における、保存性物質としての側面。それが、女性へと、新たに機能分化したこと。

生物における、エネルギー性物質としての側面。それが、男性へと、新たに機能分化したこと。

そうした機能分化。すなわち。生物における、性差の発生。

それは、生物における、二律背反性や自己矛盾性の度合いを、より軽減していること。

それは、生物における、弁証法的存在としての度合いを、より軽減していること。









追加内容。2024年1月中旬。ダークマター。ブラックホール。それらは、保存性の物質であること。それらの一種が、生物一般や女性であること。ある物質における暗黒性は、その物質における保存性に由来すること。





ダークマター。ブラックホール。彼らの物質としての性質。

それは、以下の内容である。

彼ら自身の存在を、対外的に、極限まで隠蔽し見えなくすること。

外部物質を、内向きに取り込み、吸収し尽すこと。その結果、彼ら自身の重力が、最大化すること。

外部物質を、最大限に受け止め、動きを停止させること。外部物質の活動を、禁止し封じること。

相互に一体融合化すること。

そうした性質の度合いが最大限になっている物質。

それは、保存性の極限であり極致であること。

そうした保存性物質の塊。

それは、マイナスの存在の極致であること。





恒星。彼らの物質としての性質。

それは、以下の内容である。

彼ら自身の存在を、対外的に、極限まで主張しアピールすること。

外部物質に対して、積極的に自己放射し、対外的に攻撃をすること。

外部物質を、最大限に変動させ破壊すること。

外部物質の活動を、積極的に促進すること。

相互にバラバラに飛散し暴れ回りぶつかり合うこと。

そうした性質の度合いが最大限になっている物質。

それは、エネルギー性の極限であり極致であること。

そうしたエネルギー性物質の塊。

それは、プラスの存在の極致であること。







エネルギー性。

それは光明性であること。

それは、積極性やチャレンジ性であり、プラス性であること。

エネルギー性の物質。それは、プラスの存在であること。それは、恒星であること。



保存性。

それは暗闇性であること。

それは、消極性や退嬰性であり、マイナス性であること。

保存性の物質。それは、マイナスの存在であること。それは、ダークマターであること。





中国の伝統的思想としての、陰と陽との区別。

それは、マイナス性とプラス性との区別であること。

それは、保存性とエネルギー性との区別であること。







生物。

彼ら自身の自己保存状態を絶えず持続するために、エネルギー性や光明性を常に必要とする、保存性の暗黒性の物質。

それは、ダークマターやブラックホールの一種であること。





保存性の物質。液体。生物一般。体細胞。卵子。女性。定住生活者。それらの性質。

それは、以下の内容である。

ダーク性。暗黒性。彼ら自身の存在を外部から見えなくする性質。

全体主義。集団主義。統制主義。禁止と束縛や緊縛を主眼として、作動すること。相互の牽制と潰し合いで、作動し続けること。調和性。

不動性。定着性や接着性や癒着性。定住生活を送ること。

他の物質を、彼ら自身の内部へと、一方的にひたすら取り込み吸収し貯蔵する性質。その結果、彼ら自身の内部留保が最大化すること。その結果、彼ら自身の質量が、最大化すること。

彼ら自身の内部情報を、彼ら自身の外部に対して、決して出そうとしない性質。彼ら自身の内部と外部とを、区別すること。表面を持つこと。表面張力が強いこと。対外防衛と、対外隠蔽と、内部への閉じ込めを徹底すること。監獄性。内部告発を厳禁すること。閉鎖性と排他性。

対外的な主張を避ける性質。消極性。退嬰性。抑圧性。他の物質を、抑え込み、潰すこと。局所限定化を指向すること。

彼ら自身の内部における一体融合性や同質性や調和の確保を、最優先すること。彼ら自身の内部における異分子の排除を徹底すること。

治癒性。原状回復性。原状復帰性。復古性。前例踏襲性。順応性。受容性。

マイナス性。陰気であること。暗いこと。湿潤性。

そうしたマイナス性における自己優位性や自己優越性を、他の物質に対して、指向すること。





エネルギー性の物質。気体。ウィルス。精子。男性。移動生活者。それらの性質。

それは、以下の内容である。

光明性。彼ら自身の存在を、対外的に積極的に可視化する性質。彼ら自身の存在を、対外的に積極的に主張しアピールする性質。

個人主義。自由主義。容認と解放を主眼として、作動し続けること。不調和性。自由行動性。

活動性。浮動性。浮遊性。移動生活を送ること。

他の物質に対して、彼ら自身を、外部に向けて、一方的にひたすら放射しまくる性質。その結果、彼ら自身の消耗が、最大化すること。その結果、彼ら自身の質量が、最小化し矮小化すること。

彼ら自身の内部情報を、彼ら自身の外部に対して、積極的に開放する性質。彼ら自身の内部と外部とを、区別しないこと。表面の存在を、根本的に欠如していること。

対外的な主張やアピールを最大化する性質。積極性。攻撃性やチャレンジ性。彼ら自身が、周囲の他物質に対して、衝突し、暴れ回ること。

拡散性。布教をすること。普遍化やグローバル化を指向すること。対外拡張性。膨張性。

異種混合や多様性の確保を、積極的に推進すること。

破壊性。新規性。独創性。反抗性。逆転性や反転性。

プラス性。陽気であること。明るいこと。乾燥性。

そうしたプラス性における自己優位性や自己優越性を、他の物質に対して、指向すること。





追加内容。2024年2月上旬。エネルギー性。保存性。それらの性質についての、新たなまとめの表。



エネルギー性。保存性。それらの性質についての、新たなまとめの表。




	エネルギー性。
	保存性。


	
	


	高速性。
	低速性。速度ゼロであること。


	移動性。変動性。動作性。
	不動性。微動性。定住性。停止性。


	流動性。
	滞留性。停留性。停滞性。


	不安定性。揺らぎ。中断性。断続性。
	安定性。恒常性。持続性。連続性。永続性。


	不確実性。不確定性。
	確実性。確定性。


	飛翔性。浮遊性。浮動性。遊牧性。
	定着性。根を下ろすこと。


	破壊性。革命性。
	保全性。現状を維持すること。


	攻撃性。
	防御性。締め出すこと。受容すること。丸呑みすること。包含すること。受け止めること。無効化すること。消化吸収すること。


	奪取すること。
	恵んであげること。


	危険性。
	安全性。


	捨て身であること。
	自己保身性。


	革新性。
	守旧性。復旧性。保守性。


	鋭敏性。
	鈍重性。


	極端性。過激性。異常性。偏っていること。辺境性。周辺性。少数性。孤立性。
	中間性。中道性。中庸性。通常性。普通であること。穏健性。偏りが無いこと。満遍無いこと。中心性。多数性。派閥性。


	先進性。先端性。
	後進性。遅滞性。


	鋭角性。尖っていること。突き刺すこと。穿孔すること。傷付けること。
	円満性。穴埋めすること。傷を消すこと。治癒すること。


	角を立てること。不穏にすること。
	角を立てないこと。穏便に済ませること。


	有事性。事件を引き起こすこと。
	無事性。最初から無かったことにすること。


	反抗性。批判性。不忠であること。反対すること。反転すること。逆転すること。変更すること。風を吹かせること。何かをすること。
	従順性。順応性。忠誠性。隷従性。賛成すること。そのままにすること。慣性。無風であること。何もしないこと。様子見をすること。


	競争性を明示すること。闘争性を明示すること。
	表面的には、互いに、競争も闘争も一切しない、一体感に包まれた仲良しであるかのように、対外的に見せかけること。内部において、相互に、中心位置の獲得を巡って、陰湿で苛烈な内部抗争を、ひたすら繰り広げること。


	敵であること。ライバルであること。
	仲間であること。同士であること。


	自立すること。自助努力すること。頼らないこと。救いや助けを求めないこと。自己防衛すること。自己責任を強調すること。
	助け合うこと。頼ること。救いや助けを求めること。依存すること。護送船団方式を採用すること。責任転嫁すること。


	
	


	
	


	変化性。
	現状維持性。慣性。安定性。一定性。不変性。


	斬新性。新機軸性。創造性。非常識であること。革命性。改革性。
	伝統性。古いこと。常識的であること。復古性。


	パラダイム転換すること。
	小改良すること。改善すること。


	未踏性。
	既存性。既知性。


	加速性。
	減速性。制止性。


	急速性。
	緩慢性。


	多動性。
	静止性。


	積極性。チャレンジ精神。
	消極性。退嬰性。事なかれ主義。


	
	


	
	


	表面が無いこと。表裏が無いこと。表面張力が無いこと。内部と外部との区別が無いこと。
	表面が有ること。表裏が有ること。表面張力が強いこと。内部と外部との区別が有ること。


	外部に存在すること。外部に対して、代表者として直接露出すること。
	内部に存在すること。内部の奥の部分において、大切に守られるべき本体部分として鎮座し続けること。


	開放性。通風性。換気性。入れ替えが有ること。
	密閉性。閉鎖性。排他性。密封性。入れ替えが無いこと。


	公開性。移住を容認すること。
	非公開性。隠蔽性。機密性。入試を実施すること。締め出すこと。追放すること。


	明示性。明瞭性。
	非明示性。曖昧性。内部における暗黙の了解に従って動くこと。


	解放性。
	牢獄性。閉じ込めること。外出出来なくすること。


	自律性。別々になること。別々にすること。離れること。傍観すること。俯瞰すること。
	他律性。一緒になること。一緒にすること。連帯すること。巻き込むこと。


	自由性。
	統制性。検閲性。管理性。相互牽制性。相互抑圧性。相互に足を引っ張り合うこと。嫉妬深いこと。


	可能性。容認性。有能化すること。
	不可能性。禁止性。許可が必要であること。


	保存性の能力を、抑圧し不能化すること。
	エネルギー性の能力を、抑圧し不能化すること。


	打開性。打破性。
	閉塞性。体制を保持すること。


	いい加減であること。粗雑であること。粗暴であること。低品質性。最終完成度が低いこと。
	厳格性。緻密であること。高品質性。最終完成度が高いこと。


	暴力支配性。
	専制支配性。


	
	


	
	


	軽量性。
	重量性。


	浮上性。昇天性。天空性。
	沈降性。沈殿性。


	矮小性。
	巨大性。


	消耗性。
	補給性。


	消費性。不足性。
	生産性。多産性。充足性。満足性。貯蓄性。


	切り捨てを行うこと。
	蓄積すること。貯蔵すること。


	淘汰性。
	増殖性。


	貧困性。欠乏性。
	富裕性。豊潤性。


	粗末性。
	華麗性。


	取り替え可能な非貴重な存在であること。
	取り替え不能な、大切で貴重な存在であること。


	非所有性。無所有性。借用すること。寄宿すること。所有者や宿主としての保存性物質に対して、利用料金を一方的に支払うこと。
	所有性。占有性。貸与すること。宿主となること。借用者や寄宿者としてのエネルギー性物質から、利用料金を一方的に徴収すること。


	企業者であること。稼ぐこと。投資者としての保存性物質に対して、彼自身が得た利益を一方的に差し出すこと。
	投資者であること。企業者としてのエネルギー性物質から、彼らの稼ぎの上前を撥ねること。企業性の物質から、投資によって得られた利益を一方的に回収すること。


	道具であること。
	道具の使い手であること。道具をメンテナンスすること。道具の世話をすること。


	実際の作業者であること。作業の納品者であること。
	エネルギー性物質に対しての、作業の発注者であること。エネルギー性物質による作業結果の、検収者であること。


	
	


	
	


	光明性。可視性。光を当てること。
	暗黒性。不可視性。盲目性。闇のままとすること。


	明瞭性。透明性。
	不明瞭性。不透明性。


	解明すること。
	不明とすること。そのまま幕引きすること。遮蔽すること。


	陽性。プラスであること。
	陰性。マイナスであること。


	肯定性。楽観性。陽気であること。
	否定性。悲観性。不安性。陰気であること。


	極端であること。偏っていること。
	中庸であること。


	酷寒性。冷涼性。酷暑性。高熱性。
	温室性。生温かいこと。中熱性。


	不快性。
	快適性。


	苦しいこと。難しいこと。生き辛いこと。
	楽であること。生きやすいこと。


	超低湿性。乾燥性。
	適度に涼しく温かい湿度性。湿潤性。濡れていること。


	
	


	
	


	切断性。破断性。傷付けること。
	接着性。癒着性。


	断裂性。分断性。分離性。断片性。絆が弱いこと。
	接合性。縫い合わせること。統合性。融合性。融解性。繋ぎ合わせること。絆が強いこと。粘着性。


	離散性。
	連続性。同調性。


	分けること。差を付けること。分析性。
	分けないこと。差を付けないこと。分析を拒絶すること。一括性。一体性。丸ごとで扱うこと。


	よそよそしいこと。
	親密であること。


	非結合性。相互作用しないこと。引力が無いこと。引力を行使しないこと。疎遠性。独自性。孤独性。個性が強いこと。非社会性。
	結合性。相互作用が有ること。相互作用が頻繁であること。引力が有ること。引力が強いこと。協調性。連帯性。社会性。没個性。周囲の色に染まること。


	関係を持たないこと。自閉性。音信不通であること。
	関係を持ちたがること。通信したがること。


	低圧性。
	高圧性。


	空きが有ること。隙が有ること。隙間を空けること。余裕が有ること。
	空きが無いこと。隙間が無いこと。緻密性。過密性。隙間を埋めること。詰め込むこと。余裕が無いこと。


	仮想性。存在しないこと。真空性。
	実体性。実在性。存在すること。


	専門性。契約性。
	総括性。総合性。何でも引き受けること。


	切り分けること。
	一括して丸呑みすること。


	傷付けること。
	治癒すること。


	殺すこと。
	再生すること。


	緩いこと。適当であること。いい加減であること。ルールを守らないこと。違反すること。
	緊縛すること。きちんとすること。ルールを守ること。遵守すること。


	個別性。単独性。
	集団性。全体性。一体融合性。


	粉粒性。バラバラであること。まとまりが無いこと。
	団体性。まとまること。群れること。つるむこと。


	多様性。不調和性。
	画一性。調和性。


	異質性。
	同質性。


	拡散性。
	集中性。


	普遍性。
	自己中心性。


	非限定性。
	限定性。


	大局的であること。グローバルであること。
	局所性。


	低密度性。空疎性。真空性。
	高密度性。凝縮性。実体性。


	独立性。
	相互依存性。


	剛性。硬いこと。固いこと。ハードであること。融通が利かないこと。
	柔軟性。ソフトであること。融通が利くこと。クッション性。


	個体間力が無いこと。個体間力が弱いこと。
	個体間力が有ること。個体間力が強いこと。


	
	


	
	


	エネルギー性のサブクラス。
	保存性のサブクラス。


	気体。
	液体。


	粉状の固体。
	金属固体。


	ウィルス。
	生物一般。細胞。


	精子。
	卵子。


	男性。
	女性。









追加内容。2024年9月中旬。保存性優位社会における、社会的中心性実現の重要性。エネルギー性優位社会における、社会的普遍性実現の重要性。保存性優位社会における、社会的な排除や排泄や排出や排斥。保存性優位社会における、社会的中心性と専制支配力との相関。そうした相関の、コンピュータシミュレーションによる測定の、必要性。





-----

保存性が優位の社会。

例。保存性物質の社会。液体分子群の社会。生物一般の社会。女性優位社会。

そうした社会において。



ある個体において。

相手の個体を彼女自身のもとへと引き寄せる力。引力。

相手の個体が彼女自身のもとから去ることを出来なくする力。求心力。

相手の個体が彼女自身に対して反対し反抗することを出来なくする力。専制支配力。

相手の個体が彼女自身を現在の位置からどかそうとして衝突して来た場合。彼女自身が、問題無く不動状態や定住状態を保ったまま、相手を締め出したり懐柔して無力化することが出来る力。不動力。定住力。



		

保存性優位社会において。

そうした力が大きいほど、その個体は、自己保身の実現において、より有利になることが出来ること。

そうした力が大きいほど、その個体は、現状維持や原状回復や治癒や原状復帰の実現において、より有利になることが出来ること。

そうした力が大きいほど、その個体は、社会的優位者や社会的上位者となることが出来ること。

そうした力が一番大きい個体が、その社会における中心者となること。

社会的中心性。それは、保存性優位の社会における、究極の、自己保身実現可能性であること。

社会的中心性。それは、保存性優位の社会における、究極の、社会的上位性であること。



そうした社会的中心性を実現する力が大きい者。それは、以下の内容である。	

質量の大きい者。比重の大きい者。重い者。内的な貯蔵や貯蓄の質量が多い者。



保存性優位社会における唯一の絶対者。それは、社会的中心者であること。

社会的中心者。それは、社会の中心に君臨する者であること。それは、社会の中心から、周囲の他者の動きを、意のままに統制する者であること。

保存性優位社会における、自己保身性の権化。それは社会的中心者であること。







-----

エネルギー性が優位の社会。

例。エネルギー性物質の社会。気体分子群の社会。男性優位社会。

そうした社会において。



ある個体において。

彼自身を高速で移動させ得る、力。



ある個体において。

相手個体の既得領域を侵略して、そこから相手個体を弾き飛ばして追い出す力。

そのことで、その領域を、新たに彼自身の既得領域へと変える力。

そのことで、その領域に存在する資源を、新たに彼自身の既得権益へと変える力。

そのことで、彼自身が新たな稼ぎを得る力。

そうした、彼自身が新たな仕事をする力。



ある個体において。

相手個体を弾き飛ばして大きく移動させる力。	

相手個体を破壊する力。	

相手個体を突破し貫通する力。	

相手個体を変形させる力。	



そうした力が大きいほど、その個体は、自己拡大の実現において、より有利になることが出来ること。

そうした力が大きいほど、その個体は、仕事や稼ぎの実現において、より有利になることが出来ること。

そうした力が大きいほど、その個体は、社会的優位者や社会的上位者となることが出来ること。

そうした力が一番大きい個体が、その社会における普遍者となること。

社会的普遍者。それは、社会の隅々まで満遍無く高速で飛び回る者であること。それは、彼自身の存在を社会の隅々まで満遍無く拡散させ拡大させ得る者であること。



エネルギー性優位社会における唯一の絶対者。それは、社会的普遍者であること。

エネルギー性優位社会における、自己拡大性の権化。それは社会的普遍者であること。







-----

排除。排泄。排出。排斥。そうした行為。

生物一般における、体内の不要物や有害物を排泄する行為。例。動物における、糞尿の排泄。



保存性優位社会の内部において。



無用な者。

役立たずの者。不要な者。役目を終えた残りかすに相当する者。社会的中心者における、彼女自身の社会的中心性の更なる増進に、何ら貢献しない者。



有害な者。

社会的中心者の自己保身を脅かす者。社会的中心者に対して、反対し反抗する者。社会的中心者に対して、攻撃を行い危害を加えようとする者。

社会的中心者が既に設定した内部調和を乱す者。保存性よりもエネルギー性で動作する者。多動者。単独行動者。周囲との交信を拒絶する者。自閉者。異質な者。

社会的中心者による、彼女自身の既得権益を社会内部へと貯蔵し続ける行為。そうした行為を妨げる者。

社会内部に蓄積し続ける、使用済みのゴミや残滓の山。それらは、社会内部における貯蔵スペースを、無駄にどんどん占拠し続けること。それらに相当する者。例。無能者。障害者。要介護の高齢者。



その社会の内部における、無用な者や有害な者。そうした者を、その社会の内部から、排除し追放すること。

そうした力。それは、以下の内容である。

絞る力。絞り出す力。

締め上げる力。締め付ける力。

それらを組み合わせることで、以下の内容の力を実現すること。	

締め出す力。追い出す力。

そうした力を行使することで、以下の内容を実現すること。

社会的中心者にとって、邪魔や負担や脅威となる者。その、社会内部からの、排除や排泄や排出や排斥。

そうした排除や排泄の行為は、社会的中心者と周囲の者が一体となって協力する形で、その社会全体で一斉に実行されること。それは、全体主義的行為であること。



保存性優位社会の内部において。

各個体は、以下のように行動すること。



外部有用者の内容物を、搾り出して、その内部へと導入すること。例。女性が彼女自身の体内に男性の精子を導入すること。

外部有用者の、内部への招聘と、高い地位の付与。

外部有用物の吸収や消化や同化。



内部無用者の存在自体を絞り出して、その外部へと放出すること。

内部無用者の解雇や追放。

内部無用物の排泄や排出や異化。例。動物における、彼ら自身の糞尿を体外へ排泄する行為。



そうした各個体にとって、周囲の他者は、以下のように分類されること。

有用者。彼女自身の自己保身の水準を上げる他者。彼女自身の社会的中心性を上げる他者。

無用者。彼女自身の自己保身の水準を上げない他者。彼女自身の社会的中心性を上げない他者。

有害者。脅威。ライバル。彼女自身の自己保身の水準を下げる他者。彼女自身の社会的中心性を下げる他者。



保存性の個体は、自己保身の水準を上げる他者を内部へと起用し厚遇し、そうで無い他者を冷遇し解雇し追放すること。

保存性の個体は、彼女自身の社会的中心性を上げる他者を内部へと起用し厚遇し、そうで無い他者を冷遇し解雇し追放すること。

そうした冷遇や解雇や追放の行為。それは、社会的な排除や排泄や排出や排斥の行為であること。





-----

保存性優位社会において。

その社会は、表面張力によって、内部と外部とに常時峻別されること。



保存性優位社会の内部において。



各個体は、社会内部の、より上位の者に対して、常時100%隷従すること。より上位の者とは、その社会内部において、より中心に位置する者であること。

各個体は、社会内部の、より下位の者に対して、彼自身に対して100%隷従するように、常時強制すること。より下位の者とは、その社会内部において、より周辺や周縁に位置する者であること。

ある個体において。周囲の各個体の動きを統制し制止する力。周囲の各個体の動きを、恣意的に一方的に決定する力。そうした専制支配力。その力の強さは、その個体の社会的中心性の高さに比例すること。



保存性優位社会の内部において。



各個体は、社会外部の、より強大な者からの圧力を、常時100%盲目的に無条件に丸呑みすること。それは、社会外部からの圧力が、その社会の表面張力を上回った場合に起きること。

各個体は、社会外部の、より弱小な者からの圧力を、常時100%完全無視して一切動じず締め出し続けること。それは、社会外部からの圧力が、その社会の表面張力を下回った場合に起きること。



社会の中心者としての地位。究極の自己中心性を実現し得る地位。そうした地位の、新規獲得や死守や奪還。

各個体は、その実現を目指して、外部からは一切見えない形で、凄絶な内部抗争を、永続的に繰り広げること。



そうした動作の、コンピュータシミュレーションによる再現。

例。液体分子運動シミュレーションによる再現。

液滴の中心に位置する分子が、周囲の各分子の動きを、恣意的に一方的に、統制し決定し制止していること。

その事実を、各分子間に働く分子間力の、強さと社会的方向性とを、各分子毎に算出することによって、実証すること。





個体間力の社会的方向性。

二つの個体の間に働く、個体間力において。

その力は、二者間の、どちら側からどちら側へと向いているか？

その力は、二者間の、どちら側からどちら側へと一方的に行使されているか？

その力は、中心者から周辺者へと向いているか？その力は、周辺者から中心者へと向いているか？

その力は、どの程度強大か？



それらの測定が必要であること。







追加内容。2024年9月下旬。物質一般の社会について。引力や斥力と、保存性やエネルギー性との対応関係。引力や斥力と、専制支配や暴力支配との対応関係。物質一般における引力の存在と、資本主義の根源との関連。それらの知見の、生物一般の社会や人間社会への適用。



-----

引力。

ある個体Aにおいて。

周囲の他の個体Bを、個体A自身の元へ、引き寄せ、惹き付け、接着させる、力。周囲の他の個体Bの足を引っ張る力。周囲の他の個体Bの動きを、牽制し邪魔し制御する、力。

それは、すべての個体が、共通に所有する力であること。万有引力。

それは、地上においては、重力であること。それは、地球が所有する引力であること。

そうした重力。それは、地球付近の個体を、全て強制的に地上へと落下させること。

それは、地球付近の個体に対して漏れなく働く、専制支配力であること。

そうした引力における、専制支配力。それは、内的な保存や引き締めの力と、表裏一体であること。それは、対外的な拘束力や統制力と、表裏一体であること。

そうした引力。

その力の強さは、その個体Aの質量の大きさに、比例すること。

その力の行使は、その個体Aの周囲の、他の個体Bに向けて、影響力や説得力やオーラの形で、遠隔的に、常に働いていること。

ある個体Aが、周囲の他の個体Bに向けて、引力を行使すること。

ある個体Aが、周囲の他の個体Bからの引力を、被ること。

ある個体Aにおける、そうした引力の影響が有効な範囲。それは、以下のように呼称することが可能であること。引力圏。

それは、台風における暴風圏や強風圏と、同様であること。

それは、勢力圏と、概念的に同等であること。

ある個体Aにおける引力圏。その圏内においては、他の個体Bに向けて、以下のような力が、常に有効な状態で行使され続けていること。

ある個体Aが、他の個体Bを、個体A自身の元へ引き寄せたまま離さないようにする、力。

ある個体Aが、他の個体Bを、個体A自身の元へ落下させ着陸させたまま動けなくさせる、力。





ある個体Aにおける、他の個体Bに向けた引力の行使。

その行使は、個体Aが質量を所有する限り、個体Aの自由意思に逆らってでも、自動的に、個体Bに対して強制的に実行されること。

その行使は、局所的であること。その行使は、複数の個体同士の局所的なやり取りのみで実現されること。そうしたやり取りにおいては、ユニバーサルな管制システムは、一切利用されないこと。



ある個体Aによる、そうした引力の行使が、他の個体Bに対してもたらす結果。それらは、以下の内容であること。

個体Bが、破壊されること。個体Bが、変形すること。

個体Bが、その存在位置を、強制的に移動させられること。個体Bが、その存在位置を、強制的に固定されること。



そうした物理的な引力のコンピュータシミュレーションにおいて。

従来採用されてきた視点。それは、以下の内容であること。航空管制室の視点。天空からの大局的な視点。普遍的でグローバルな視点。高速飛翔者の視点。エネルギー性の視点。

しかし。そうした視点は、今後、廃されるべきであること。

代わりに採用されるべき、新たな視点。それは、以下の内容であること。地上からの、局所的で限定的な視点。保存性の視点。

その理由。引力は、元来、エネルギー性では無く、保存性に基づく力であるから。





-----

引力。それは、保存力であること。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおける、周囲の他の個体Bとの間において。

相互に、自他を、引き寄せ、結合させ、一体化させ、くっつけて離さない、力。

相互の、結合や連結の関係を、そのまま現状維持するか、更に強化する、力。

相互の、結合や連結の関係を、そのまま保存する、力。

相互の、結合や連結の関係を、絶えず生成し有効化する、力。

相互の位置関係を、そのまま不動にする、力。

相互の結合や連結の関係に生じた傷を、治癒して解消させる、力。

相互の結合や連結の関係に生じた断絶を、再び元通りに回復して原状復帰させる、力。



それは、正反対の性質を持つ個体や物体同士の間で働くこと。

例。

磁石のN極とS極との間に働く、相互に引き合って結合する、力。

電子の陽イオンと陰イオンとの間に働く、相互に引き合って結合する、力。

生物の男女の間に働く、生殖時に、相互に引き合って結合する、力。



それは、共通の性質を持つ個体や物体同士の間で働くこと。

例。

液体分子の間に働く、相互に引き合って作用し合う、分子間力。

複数の生物一般の間に働く、彼ら自身の生存力向上のために、仲間や社会を形成する力。





-----

斥力。それは、エネルギーであること。

それは、以下の内容であること。



ある個体Aにおける、周囲の他の個体Bとの間において。

相互に、自他を、引き離し、離反させ、分離させる、力。

相互に、自他の結合を、絶えず拒絶する、力。

相互に、自他の結合を、絶えず破壊し無効化する、力。

相互の位置関係を、絶えず変化させ変動させる、力。





それは、共通の性質を持つ個体や物体同士の間で働くこと。

例。

磁石のN極とN極との間に働く、相互に離反してくっつかない、力。

磁石のS極とS極との間に働く、相互に離反してくっつかない、力。

電子の陽イオンと陽イオンとの間に働く、相互に離反してくっつかない、力。

電子の陰イオンと陰イオンとの間に働く、相互に離反してくっつかない、力。それは、電流や電力の、発生源であること。



それは、正反対の性質を持つ個体や物体同士の間で働くこと。

例。

生物の間に働く、異なる種類の生物同士が、生殖時に、相互に離反してくっつかない、力。

生物としての人間の間に働く、異なる人種の人間同士が、相互に離反してくっつかない、力。







-----

斥力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおける、周囲の他の個体Bとの間において、隙間を生成する力。

隙間。それは、以下の内容であること。

明かり窓。暗闇に向けて、光が差し込む箇所。外界に向けて、公開された箇所。外界に対して、セキュリティホールとなる箇所。

それゆえ。斥力とは、以下の内容であること。

明かり窓を生成する力。暗闇の空間に対して、外部から光明をもたらす力。

公開窓を生成する力。閉鎖的な空間に対して、外部から開放性をもたらす力。閉鎖的な空間から、外部へと、内部機密情報の漏洩をもたらす力。防御的な空間に対して、外界からの有効な攻撃を新たに可能にする力。



斥力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおける、周囲の他の個体Bとの間において。

相互の結合や連結を、切断し破壊し無効化する力。

相互関係上の、切れ目や裂け目や割れ目を生成する力。



周囲の他の個体Bに対して、関係上の傷を生成する力。

周囲の他の個体Bに対して、暴力を振るう力。ある個体Aにおける、周囲の他の個体Bに対して、暴力支配を有効化する力。



そうした力の保有は、ある個体Aにおいて、以下の行為の実現を、新たに可能にすること。

周囲の他の個体Bから、離反すること。

周囲の他の個体Bと、動作的に逆行し逆転し対立すること。

周囲の他の個体Bと、動作的に競争し闘争すること。

周囲の他の個体Bに対して、反抗し反乱し反撃し、革命を起こすこと。

周囲の他の個体Bから、動作的に自主独立し自立すること。

周囲の他の個体Bによる支配から、解放され自由になること。

相互離散的に、個人主義的に、自由主義的に、振る舞うこと。

各自が、好きな時間に、好きな方向へと、高速で、空間移動すること。

周囲環境に対して、変化や変動を引き起こすこと。

閉鎖的な周囲環境に対して、抜け穴やセキュリティホールを、生成すること。





斥力。

それは、以下の内容であること。

エネルギー性の物質における、有能性の根源。

例。

気体は、温度が高いほど、その分布勢力を拡大しやすいこと。

ウィルス性の生物。生物一般における、精子や精細胞や男性。彼らは、周囲の他者への闘争や競争への意識が高いほど、ライバルとの生存競争に打ち勝って、彼ら自身の遺伝的子孫を残しやすいこと。







-----

引力。

それは、以下の内容であること。



開いた隙間の割れ目を、相互に引き寄せて縫い合わせて、再結合して密閉する力。

一旦生成した傷を、治癒する力。



開いた隙間の明かり窓を、再び閉鎖し遮蔽する力。そうすることで、今まで光が差し込んでいた内部に、暗闇を再び取り戻す力。

開いた隙間の抜け穴を、再び閉鎖し遮蔽する力。そうすることで、今まで存在していた対外的なセキュリティホールを、再び解消する力。



一旦断絶した結合や連結を、回復し、再生成し、原状復帰する力。



そうした力の保有は、ある個体Aにおいて、以下の行為の実現を、新たに可能にすること。



周囲の他の個体Bに対して、関係上の傷を修復し、関係を元通りに回復すること。

個体A自身の元から離れていった他の個体Bに対して、強制的に、よりを戻すこと。

個体A自身の元から離れていった他の個体Bを、強制的に、個体A自身の元へと呼び戻すこと。



他の個体Bを、個体A自身の元へと、強制的に、引き寄せること。

他の個体Bを、個体A自身の元へと、強制的に、連れ戻すこと。

他の個体Bを、個体A自身の元へと、強制的に、引き止め繋ぎ止めること。

他の個体Bが個体A自身から離れること。そのことを、強制的に、不可能にすること。

他の個体Bが個体A自身の元から出ていくこと。そのことを、強制的に、不可能にすること。

他の個体Bを、個体A自身に対して、強制的に、依存させること。

他の個体Bの動作を、強制的に、束縛し統制すること。

他の個体Bが所持していた、動作上の自由や独立性を、強制的に、奪い去ること。

他の個体Bが、個体A自身の許可無しにその場に居続けること。そのことを、根本的に、不可能にすること。

他の個体Bに対して、専制支配を永続的に行うこと。

他の個体Bに対して、個体A自身からの離反や反抗を、強制的に、不可能にすること。

個体A自身が設定した牢獄に強制的に収容された、他の個体B。個体A自身が、そうした個体Bに対して、そうした牢獄からの解放を、一方的に恣意的に拒絶すること。



他の個体Bを、個体A自身に対して、強制的に、順応させること。

他の個体Bを、個体A自身に対して、強制的に、調和させること。

他の個体Bに対して、個体A自身が恣意的に望む内容を、強制的に一方的に丸呑み学習させること。

他の個体Bに対して、個体A自身との仲良し関係を、一方的に強制すること。



他の個体Bに対して、個体A自身の囚人や玩具として振る舞うことを、一方的に強制すること。





-----

引力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、引き込み取り込む、力。

そのようにいったん個体A自身の元へと取り込んだ、内容物。そうした内容物を、個体A自身の元で、しっかり保有し続けて、決して手放さない、力。



そうした力の保有は、ある個体Aにおいて、以下の行為の実現を、新たに可能にすること。



周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、貯め込み貯蔵し貯蓄すること。

周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、所属させること。

周囲の他の存在Cを、個体A自身によって、所有すること。

個体A自身が、そうした所有物を、個体A自身の私的財産として、保有し保存し続けること。

個体A自身が、そうした行為を、エンドレスに遂行し続けること。その結果。

個体A自身が、存在として、雪だるま式に、より肥え太り重たくなること。

個体A自身が、存在として、雪だるま式に、個体A自身の質量を、より増大させること。

その結果。個体A自身が周囲に対して行使可能な引力が、雪だるま式に、増大し続けること。

その結果。個体A自身が、周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、より引き込み取り込みやすくなること。



そうした、個体A自身の元へと取り込まれ、個体A自身によって保存され保有されている、周囲の他の存在C。

それらは、結局、個体A自身の保有する引力を、より効果的に増大させるための、元手であり資本であること。



個体A自身が、周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、取り込み、貯蓄し保有し続けること。

そのことで、個体A自身の質量が、増大すること。

そのことで、個体A自身の引力が、増大すること。

そのことで、個体A自身が、以下のような能力を、雪だるま式に増大させることが可能になること。

個体A自身が、周囲の他の存在Cを、個体A自身の元へと、より高い効率で、取り込み、貯蓄し保有し続ける能力。

そのことで、個体A自身が、以下の内容を新たに実現することが、十分に可能になること。

個体A自身が、物質世界における資本主義の優良な体現者となること。



例。

巨大恒星Aが、周囲の星星Bをどんどん取り込んで、恒星A自身の内部に貯め込んで行くこと。

そのことで、巨大恒星Aは、恒星A自身が巨大化する速度を、更に高めていくこと。

そうした巨大恒星Aにとって、周囲の星星Bは、恒星A自身の巨大化を更に推進するための資本として作用していること。

そうした巨大恒星Aは、宇宙空間に拡がる星星の世界における、典型的な資本主義者であること。



結局。

物質一般に内在する引力こそが、物質世界一般における資本主義の根源であること。

そうした物質世界一般における資本主義の、サブクラス。それは、例えば、以下の内容であること。

生物一般の社会。人間社会。そうした社会における、資本主義の発生と持続。

資本主義。それは、物質世界において一般的に見られる、動作のためのイデオロギーであること。





-----

引力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

周囲の他の個体Bに対して、個体A自身との結合や連結の持続を、エンドレスに強制し続ける、力。

周囲の他の個体Bとの間に、調和関係を、エンドレスに、生成し構築し続ける、力。

周囲の他の個体Bにおいて発生する、個体A自身からの分離独立解放への、芽。そうした芽を、エンドレスに、容赦無く悉く潰し続ける、力。

周囲の他の個体Bにおいて発生する、個体A自身からの自由化への、芽。そうした芽を、エンドレスに、容赦無く悉く潰し続ける、力。



そうした力の保有は、ある個体Aにおいて、以下の行為の実現を、新たに可能にすること。

個体A自身との調和関係を破壊しようとする、周囲の他の個体B。

例。個体A自身に対して、反抗や批判や反対の動作を行う、他の個体B。

個体A自身が、そうした個体Bに対して、より大きな引力を、容赦無く行使すること。

その結果。

個体A自身が、そうした個体Bを、個体A自身に対して、力ずくで、降伏させ屈服させること。

その結果。

個体A自身が、そうした個体Bによる反乱を強権的に鎮圧することに、問題無く成功すること。

そのことで、そうした個体Bに対して、個体A自身との調和関係を、再び強制すること。





引力。

それは、結局、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

周囲の他の個体Bに対して、エンドレスに専制支配を続ける、力。







-----

引力。

それは、以下の内容であること。

物質における保存性を、実現する力。

物質における保存力の根源。

それは、以下のような物質において、主に所有されていること。

例。液体。生物一般。細胞性生物。女性。卵子。陽イオンと陰イオンとのペア同士。磁石のN極とS極とのペア同士。



斥力。

それは、以下の内容であること。

物質におけるエネルギー性を、実現する力。

物質における破壊性や変動性を、実現する力。

物質におけるエネルギーの根源。

それは、以下のような物質において、主に所有されていること。

例。気体。ウィルス。男性。精子。陰イオンと陰イオンとのペア同士。磁石のN極とN極とのペア同士。





-----

引力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

他の個体Bに対して、個体A自身との相互結合や相互連結の状態を維持することを強制する、力。

他の個体Bを、個体A自身の元で、拘束し束縛し続ける、力。

他の個体Bに対して。個体A自身との間で、調和や仲良しの関係を築くことを強制する、力。



他の個体Bの存在を、個体A自身の元へと所属させ、吸収合併併合する、力。

他の個体Bの存在を、個体A自身の元で内的に貯蔵貯蓄し、個体A自身が所有権を有する財産や資本へと、更に新たに転化させる、力。



他の個体Bを、個体A自身の元から動けなくさせる、力。

他の個体Bを、個体A自身の元で不動化し不自由化し固定化する、力。

他の個体Bを、個体A自身の元へと定住させる、力。

他の個体Bが個体A自身の元から移動することを、強制的に禁止する、力。

他の個体Bが個体A自身の元から分離し離反することを、強制的に禁止する、力。

他の個体Bが個体A自身の元から解放され自由化されることを、強制的に禁止する、力。



引力。

それは、物質世界一般において、定住生活様式を生成させる、根源的な力であること。

例。比較的温暖で湿潤な大地において、農耕民の定住化と、彼らの社会の女性優位化が、発生していること。

その具体例。中国。日本。韓国。ロシア南部。東南アジア諸国。それらの、稲作や麦作や畑作の社会。



ある個体Aにおいて。

そうした引力の行使。それは、実際には、他の個体Bから、個体A自身に対しても、同時に行使されていること。

そうした引力の行使。それは、相互的であること。それは、双方向性であること。その理由。引力は、質量を持つ個体一般において、普遍的に所有されているから。例。現代物理学において、万有引力という呼称が、引き続き多用されていること。



そうした引力の行使に基づく、ある個体Aにおける、他の個体Bに対する束縛。それは、結局、相互束縛であること。

例。人間社会向けの臨床心理学における相互束縛の概念。その概念の根源は、結局、物質世界一般における万有引力に由来すること。





-----

斥力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

個体A自身を、他の個体Bの元で、自由に動けるようにする、力。

個体A自身を、他の個体Bの元から離れて、移動できるようにする、力。

個体A自身の存在を、他の個体Bの元で、可動化し流動化する、力。

個体A自身の存在を、他の個体Bの元から、解放し自由化する、力。

個体A自身が、他の個体Bに対して、反抗や批判や社会的革命を行えるようにする、力。

個体A自身が、他の個体Bからの相互結合や相互連結の要請を、一方的に拒絶出来るようにする、力。

個体A自身が、他の個体Bの元で、相互に対立し不調和のままでいられるようにする、力。



斥力。

それは、物質世界一般において、移動生活様式を生成させる、根源的な力であること。

例。金属固体内部における、電子の群れによる、絶え間無い自由流動の発生。それらが、電力エネルギーを生成していること。







-----

引力。

それは、以下の内容であること。

ある個体Aにおいて。

周囲の他者Bの存在を、個体A自身の元へと、吸収し合併し併合する、力。

そのことで。個体A自身の存在を、より大きく重くする、力。

そうした力は、物質世界一般における、資本主義の根源となること。

そうした力の行使。それは、どこまでも無期限に無制限に、永続すること。

そうした力の行使。それは、その個体Aの内部への物質的な資本の蓄積を、生み出すこと。

それは、異なる個体の間において、内的な資本蓄積の質量における格差を、生み出すこと。



そうした資本主義の存在。それは、物質一般の世界において、元から普遍的であること。それは、人間社会に特有の話題では、全然無いこと。



例。

冬季の降雪地帯。

雪だるまは、坂道を転がると、勝手にどんどん大きく重くなること。

それは、以下の内容であること。

その雪だるまは、自主的に彼自身の資本増強を行う資本主義者であること。その雪だるまにおいては、体積や質量の増大に伴い、内的な資本蓄積が起きていること。



例。

生物としての人間。その社会において。

ある企業による、他の企業の吸収合併が、常態化していること。

そうした企業は、自主的に彼ら自身の資本増強を行う資本主義者であること。そうした企業においては、所有資金の増大に伴い、内的な資本蓄積が起きていること。







-----

物質一般の社会を構成する２つの力。引力と斥力。



引力。

それは、以下のようなキーワードによって、構成されること。

相互結合力。相互連結力。

保存力。維持管理力。

拘束力。束縛力。定住させる力。所属させる力。閉鎖力。

一体融合化する力。内的調和力。内的協調力。内的折衝力。

治癒力。原状回復力。

内部吸収力。内部所有力。内部貯蔵力。内部蓄積力。内部資本増強力。

自己質量を重く大きくする力。自己引力増強において資本主義を通す力。





斥力。

それは、以下のようなキーワードによって、構成されること。

相互分離力。相互離反力。

エネルギー。活動力。運動力。仕事する力。稼ぐ力。

自由化する力。解放する力。独立する力。

離散力。個人主義を通す力。独自行動力。反抗力。批判力。客観視する力。

破壊力。切断力。分析力。変動生成力。高速移動力。

非所属を通す力。非保有を通す力。財産を喜捨する力。間借りする力。

自己質量を軽く小さくする力。





引力だけで無く、斥力も、物質一般の社会を構成する重要な要素であること。

例。

相互離反。反抗。自由化。



斥力が持つ性質は、反社会性では、決して無いこと。

斥力は、物質一般の社会における、もう一つの構成要素であること。



斥力の発揮は、エネルギー性の物質における、主要な特徴で長所であること。

例。

斥力の発揮は、生物一般の社会において、エネルギー性が強い男性における、主要な特徴で長所であること。



それは、生物としての人間の社会においても当てはまること。

斥力の発揮は、人間社会において、エネルギー性が強い男性における、主要な特徴で長所であること。

斥力の社会的価値は、男性優位社会において、相対的に高いこと。例。西欧諸国における、現状の社会体制に対する批判精神の重視。





追加内容。2024年9月下旬。その2。従来の物理学における、地球の重力や位置エネルギーや保存力の概念。それらを全面的に置換する、新たな上位互換の視点の必要性。その最終目標としての、物質一般における引力や斥力の法則の解明の必要性。物質一般における物理法則の研究において新たに克服されるべき、従来の社会的価値観。



-----

以下の内容についての、一口説明。

従来の物理学における、地球の重力や位置エネルギーや保存力の概念。それらを全面的に置換する、新たな上位互換の視点が、新たに必要であること。

そうした視点に基づいて、以下の内容を解明することが、今後の物理学における最終目標の一つとなるべきこと。物質一般における引力や斥力の法則。

そうした物質一般における物理法則の研究において、従来の物理学者の間に保有されている既存の様々な社会的価値観の克服が、新たに必要であること。





-----

従来の物理学における、物体運動の捉え方。それは、以下の内容であること。

地球の重力によって、地球の地上付近の高い位置に存在する物体が、地上への落下運動を引き起こすこと。そうした物体は、地上への落下の最中に、運動エネルギーを一時的に所有すること。

そうした落下物体における運動エネルギーの新たな発生。そうした現象は、従来の物理学において、位置エネルギーの蓄えの消化として捉えられてきたこと。

外部観察者側からは。そうした位置エネルギーが、その物体において、予め貯蔵され保存されていたように、見えること。

そうした現象が、従来の物理学において、以下のような呼称で、第一義的に優先して呼ばれていること。保存力。



しかし。そうした従来の物理学における物体運動の捉え方は、物体一般における引力の働きを普遍的に把握する上では、実は、不適切であること。

そうした内容把握は、今後は、以下の内容へと置き換えられるべきであること。



---

2つの個体AとBの間において、引っ張り合いの勝負が、予め常時生起していること。

より引力の強い個体Aは、そうした引っ張り合いの勝負に勝つことで、より引力の弱い個体Bを、個体A自身の方へと、一方的に引き寄せ続けることが出来ること。

より引力の弱い個体Bは、そうした引っ張り合いの勝負に負けることで、より引力の強い個体Aの方へと、一方的に引き寄せられ続けること。



引き寄せる側の個体Aが予め設定した、引き寄せられる側の個体Bにとっての、足場。

個体Bは、その足場に到達するまで、引き寄せる側の個体Aへと、引き寄せられ続け、移動し続けること。

個体Bは、最後には、その足場に衝突して、動作が止まること。そうした動作の停止や終了。それは、引き寄せる側の個体Aの引力行使による効果であること。

そうした動作の停止は、その足場が再び何らかの理由で崩壊するまで、ずっと有効であること。

そうした動作の停止は、以下の条件の成立が有効である限り、ずっと有効であること。

引き寄せる側の個体Aの引力の強さが持続し続けること。引き寄せる側の個体Aの質量の大きさが持続し続けること。





-----

従来の物理学における、重力や位置エネルギーの説明。

地球の重力によって、地球の地上付近の高い位置に存在する物体が、地上への落下運動を引き起こすこと。

そうした物体は、地上への落下の最中に、運動エネルギーを一時的に所有すること。そうした運動エネルギーの発生源を、位置エネルギーと呼称すること。

そうした内容は、以下の内容へと、書き換えられるべきであること。



物質世界一般における、引力行使や斥力行使の、法則。

より引力が強い個体Aによる、引力行使によって。そうした個体Aの付近位置に存在する、より引力が弱い個体B。そうした個体Bが、より引力が強い個体Aへと引き寄せられて移動する運動を、引き起こすこと。

そうした個体Bは、より引力が強い個体Aが設定した足場への移動の最中に、運動エネルギーを一時的に所有すること。

そうした運動エネルギーの発生は、個体Aから個体Bに対して及ぼされる引力に、由来すること。

そうした個体Bが、より引力が強い個体Aが設定した足場へと到達した時点において。その個体Bの運動エネルギーは、以下の内容へと転換され、その個体Bからは消失すること。

そうした2つの個体AやB各々の内部における、構成粒子間の結合や連結。そうした結合や連結の連鎖による、構成物。

それらは、そうした2つの個体AやB各々の内部における、構成粒子間の保存力行使の結果の産物であること。

それらを、その運動エネルギーの行使によって、破壊すること。その際に、発熱が生じること。それらの実行のために、その個体Bの運動エネルギーが消費されて、消滅すること。



上記の内容においては、引力と同時に、斥力の行使も、同時に考慮すべきであること。

上記のように行使される引力の強さから、斥力の強さを差し引いて、数値計算などを行うべきであること。

場合によっては、以下の事象が発生する可能性も十分に存在すること。

2つの個体AとBとの間で行使される斥力の強さが、2つの個体AとBとの間で同時に行使される引力の強さを上回ること。

そのことで、2つの個体AとBとが、互いに反対方向へと、離れて移動して行くこと。

個体Bにおける、個体Aの引力由来の運動エネルギーを行使した、個体AとBの物質構造の破壊。そうしたエネルギー的活動。それは、結局は、斥力の発揮の一種であること。

そこにおいては、個体Aの引力が、個体Bの斥力へと、転換されていること。それは、結局、以下の内容であること。引力の、斥力への転換。





-----

今後の物理学において、取るべき視点。

地球上や地球付近の物体の動きのみに囚われないこと。

地球上や地球付近の物体の動きの数理的把握と再現のみに、研究の視野を限定しないこと。



地球上や地球付近のみに限定されない、全物質世界の全ての物質個体に共通する、総括的なスーパークラスの知見。

そうした知見を得ることに集中すること。



地球上や地球付近のみに、その有効性を限定された、物理運動法則。

それらは、全ての物質個体に共通する、総括的なスーパークラスの視点からは、結局は、サブクラスの限定された視点に基づくものでしか無いこと。

そうしたサブクラスの、限定された視点からの脱却が、新たに必要であること。



その実現のために矯正されるべき、従来の物理学者が保有する社会的価値観。それは、以下の内容であること。



人間を世界の中心へと位置付ける世界観。人間を世界の頂点へと位置付ける世界観。人間の存在と、その他の存在とを、無理やり峻別する、価値観。

例。自然物と人工物とを区別する価値観。西欧諸国や中東諸国を基盤として、全世界的に信仰されている、一神教の価値観。ユダヤ教。キリスト教。イスラム教。それらが生み出す、天動説の視点。



地球上や地球付近からの視点のみを取るように、研究の視野を一方的に限定する価値観。

例。地球上や地球付近における資源獲得競争に勝利するための、実利的視点。そうした利益獲得的な視点しか持とうとしない、投資家的な生物的価値観。



人間が居住する地球上や地球付近と、その他の宇宙空間とを、無理やり区別する視点。それは、人間世界と、その他の自然世界とを、無理やり区別する視点に基づくこと。



現状の人間の物理学者たちが、そうした世界観や価値観しか持てないこと。それは、地球上や地球付近にしか居住出来ない、現状の人間たちの能力的な限界に基づくこと。



今後の、全物質世界に共通する物理的一般法則の研究の進展において。上記のような、地球上や地球付近へと限定された狭い視点からの、新たな解放や自由化が、必須であること。
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私の書籍についての関連情報。



私の主要な書籍。それらの内容の、総合的な要約。



////

私は、以下の内容を、発見した。

男女の社会行動上の性差。

そのことについての、新たな、基本的で、斬新な、説明。





男女の性差。

それは、以下の内容である。

精子と卵子との、性質の差。

それらの、直接的な、延長であり、反映。



男女の社会行動上の性差。

それらは、以下の内容に、忠実に、基づいている。

精子と卵子との、社会行動上の差。



それは、全ての生物において、共通している。

それは、生物の一種としての人間にも、当てはまる。



男性の心身は、精子の乗り物に過ぎない。

女性の心身は、卵子の乗り物に過ぎない。



子孫の生育に必要な、栄養分と水分。

卵子は、それらの、所有者であり、占有者である。



生殖設備。

女性は、それらの所有者であり、占有者である。



卵子が占有する、栄養分や水分。

精子は、それらの、借用者である。



女性が占有する生殖設備。

男性は、それらの、借用者である。



所有者が上位者であり、借用者が下位者である。



その結果。

栄養分や水分の所有。

それらにおいては、卵子が上位者であり、精子が下位者である。

生殖設備の所有。

それらにおいては、女性が上位者であり、男性が下位者である。



卵子は、以下の内容の権限を、一方的に占有する。

そうした上下関係を利用すること。

そのことで、精子を、一方的に選別すること。

そのことで、精子に対して、受精を、一方的に許可すること。

そうした権限。



女性は、以下の内容の権限を、一方的に占有する。

そうした上下関係を利用すること。

そのことで、男性を、一方的に選別すること。

そのことで、男性に対して、婚姻を、一方的に許可すること。

そうした権限。



女性は、以下の行為を、行う。

そうした上下関係を利用すること。

そのことで、男性を、様々な側面から、総合的に搾取すること。



卵子は、精子を、性的に誘引する。

女性は、男性を、性的に誘引する。



卵子は、以下の内容の権限を、一方的に占有する。

それ自身の内部への、精子の進入。

そのことについての、許認可。

その権限。



女性は、以下の内容の権限を、一方的に占有する。

男性に対する、セックスの許認可。

その権限。



彼女自身が所有する生殖設備。

男性による、それらの、借用。

その許認可。

その権限。



男性からの求婚。

それに対する許諾。

その権限。



生物が、有性生殖を行う限り、以下の内容は、確実に存在する。

男女の社会行動上の性差。



男女の社会行動上の性差。

それらは、無くすことは、決して出来ない。



私は、以下の内容を、新たに説明する。

世界には、男性優位の社会だけでなく、女性優位の社会も、同様に、普通に、多数存在すること。



それは、以下の内容である。

女性優位社会の存在の明瞭性。

その、世界社会における、新たな再確認。





男性優位社会は、移動生活様式の社会である。

女性優位社会は、定住生活様式の社会である。



精子。

その乗り物としての、男性の心身。

彼らは、移動生活様式者である。



卵子。

その乗り物としての、女性の心身。

彼らは、定住生活様式者である。



男性優位社会は、例えば、以下のような社会である。

欧米諸国。中東諸国。モンゴル。

女性優位社会は、例えば、以下のような社会である。

中国。ロシア。日本。韓国や北朝鮮。東南アジア。



男性は、行動の自由の確保を最優先する。

男性は、上位者に反抗する。

男性は、下位者を、暴力で強引にねじ伏せて、服従させる。

男性は、以下の内容についての余地は、少しだけ残す。

下位者による反抗。

その可能性。

下位者による自由行動。

その可能性。

それらの余地。



男性優位社会は、暴力による支配を行う。



女性は、自己保身を最優先する。

女性は、上位者に対して、隷従する。



女性は、下位者を、隷従させる。



それは、以下の内容である。

//

最大限の高慢さと尊大さを、用いること。



下位者による反抗や自由行動。

それらの行動の余地を、完全に封殺して、一切不可能にすること。



それは、以下の内容である。

周囲の同調者と、予め、示し合わせて、行われること。

下位者による反抗を、一切、許さないこと。

下位者を、逃げ場の一切無い、密閉空間に監禁すること。

上位者の気が済むまで、粘着的に、行われれること。

下位者を、サンドバッグ代わりにして、一方的に、虐待し続けること。

//



女性優位社会は、専制による支配を行う。





欧米諸国と、ロシアや中国との、対立。

それらは、以下の内容として、十分に説明可能である。

男性優位社会と、女性優位社会との、対立。







移動生活様式は、男性優位社会を、生み出す。

そこでは、女性差別が起きる。

定住生活様式は、女性優位社会を、生み出す。

そこでは、男性差別が起きる。



女性優位社会では、以下の内容が、恒常的に発生する。

上位者としての女性による、以下のような行動。

自己弱者性についての、恣意的な連呼。

男性の強者性についての、恣意的な連呼。

それらは、以下の内容を、故意に隠蔽する。

女性の社会的優位性。

男性差別。

それらは、女性優位社会の存在そのものを、対外的に、隠蔽する。





女性優位社会における、その内部の機密性や閉鎖性や排他性。

その内部情報の非公開性。

それらは、女性優位社会の存在そのものを、対外的に、隠蔽する。





生物や人間の社会において、性差別を無くすこと。

その実現は、不可能である。

そうした試みは、しょせんは、綺麗事の理想の主張に過ぎない。

それらの行為は、全て無駄である。



男女の性差の存在を強引に否定すること。

性差別に反対すること。

欧米主導の、そうした社会運動。

それらは、基本的に、全て無意味である。



男女の性差の存在を前提とする、社会政策。

その展開が、新たに必要である。







////

私は、以下の内容を、発見した。

人間の本質。

それらについての、新たな、基本的で、斬新な、説明。



当方は、以下のような見方を、根本的に転換し、破壊する。



従来の、欧米やユダヤや中東による主導の、移動生活様式の思想。

それらは、人間と、人間以外の生物とを、峻別する。

それらは、以下の内容に基づく。

家畜の恒常的な屠殺。その必要性。

そうした見方。



私の主張は、以下の内容である。



人間の存在は、生物一般の存在へと、完全に包含される。

人間の本質は、以下の方法によって、より効果的に説明できる。

人間を、生物の一種として、眺めること。

人間の本質を、生物一般の本質として、捉えること。



生物の本質。

それは、以下の内容である。

自己の複製。

自己の存続。

自己の増殖。



それらの本質は、生物に対して、以下のような欲求を、生み出す。

私的な生きやすさ。

その、飽くなき追求。

それへの欲求。



その欲求は、生物に対して、以下のような欲求を、生み出す。

有能性の獲得。

既得権益の獲得。

それらへの欲求。



その欲求は、生物に対して、以下の内容を、絶えず生じさせる。

生存における、優位性。

その確認。

その必要性。



そのことは、結果的に、生物の間に、以下の内容を、生み出す。

社会的優劣関係。

社会的上下関係。



そのことは、以下の内容を、必然的に生み出す。

上位者の生物による、下位者の生物に対する、虐待や搾取。



そのことは、生物に対して、原罪を、回避不可能な形で、もたらす。

それは、生物を、生きにくくする。



そうした原罪や生きにくさから逃れること。

その実現。

どんな生物も、その内容は、生きている限り、決して、実現出来ない。

それは、生物の一種である人間においても、同様である。

人間の原罪は、生物であることそのものにより、生じている。





////

私は、以下の内容を、新たに発見した。

従来の生物学において主流である、進化論。

それについて、以下の内容を指摘すること。

その内容面における根本的な誤り。

そのための、新たな説明。



それは、以下のような見方を、根本的に否定する。

人間は、生物の進化の完成形であること。

生物の頂点に、人間が、君臨すること。

そうした見方。



生物は、自己複製を、ひたすら、機械的に、自動的に、繰り返すだけである。

生物は、そうした点において、純粋に物質的な存在である。

生物は、進化への意思を、全く持たない。



生物の自己複製における突然変異。

それらは、純粋に、機械的に、自動的に、起きる。

それは、生物に対して、新たな形態を、自動的にもたらす。



従来の進化論の説明。

そうした新たな形態が、従来の形態よりも、優れていること。

そうした説明は、何も根拠が無い。



現状の、生物の一環としての人間の、形態。

それが、生物による自己複製の繰り返しの過程において、そのまま保たれること。

そうした保証は、一切無い。



生物を取り巻く環境は、常に、予想外の方向へと変化する。

以前の環境において適応的だった形質。

それらは、次の変化した環境においては、往々にして、以下のような形質となる。

その新たな環境に対して、不適応であること。



その結果。

生物の形態は、自己複製と突然変異により、常に変化する。

それは、以下の内容の実現を、全く保証しない。

より望ましい状態への進化。

その持続。







////

私の、上記の主張。

それは、以下の内容である。



世界の上位を独占する、世界一の既得権益者。

そうした、男性優位社会。

欧米諸国。

ユダヤ。



国際秩序。

国際的な価値観。

それらは、彼らを中心として、生成されている。

それらの内容は、彼らが、彼ら自身が有利になるように、一方的に決定した。

それらの背景をなす、彼らの、伝統的な社会思想。

キリスト教。

進化論。

リベラリズム。

民主主義。

彼らにとって、一方的に有利な内容の、様々な社会思想。

それらの内容を、根本的に破壊し、封殺し、初期化すること。



国際秩序。

国際的な価値観。

それらの決定のプロセスにおける、女性優位社会の関与の度合い。

その拡大。

その実現を、更に促進すること。



女性優位社会の内部における、根本的に生きづらい、社会的内実。

それは、上位者への隷従と、下位者への専制支配によって、完全に満たされている。

例。

日本社会の内実。



そうした不都合な社会的内実。

その発生メカニズムを徹底的に解明すること。

その結果の内容を、暴露し、内部告発すること。

そうした内容であること。





////

私の書籍。

それらの内容における、隠れた、重要な目的。

それは、以下の内容である。



女性優位社会の人々。

彼らは、今まで、以下の内容に頼るしか無かった。

男性優位社会の人々が、彼ら自身のために生成した、社会理論。



女性優位社会の人々。

彼らが、彼ら自身の社会を説明する、自前の社会理論。

彼らが、それを、自前で持つことが出来るようにすること。

その実現。



そのことによる、以下の内容の実現。

世界秩序の形成において、現在、優位に立っている、男性優位社会。

それらの弱体化。

女性優位社会の力の、新たな強化。

私が、それを、手伝うこと。



女性優位社会の人々。

彼らが、自前の社会理論を、いつまで経っても、なかなか持つことが出来ないこと。

その理由。

それらは、以下の内容である。



分析行動そのものを、心の底で、嫌っていること。

対象との一体化や、対象との共感を、対象の分析よりも、優先すること。



彼ら自身の社会が持つ、強い排他性や閉鎖性。

彼ら自身の社会の内実を解明されることに対して、強い抵抗感を持っていること。



彼ら自身の女性的な自己保身性に基づく、強い退嬰性。

未知の危険な領域を探査することを嫌うこと。

安全性が既に確立された、前例踏襲ばかりを優先すること。



前例の無い、女性優位社会の内実の探査。

そうした行動そのものを、嫌うこと。



前例としての、男性優位社会の社会理論。

その内容を、ひたすら暗記学習すること。

それしか、能力的に、出来ないこと。
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筆者の執筆の目的と、その実現に当たっての方法論。

私の執筆の目的。

生物にとっての生きやすさ。生物にとっての生存可能性。生物にとっての増殖可能性。それを増大させること。

それは、生物にとって、一番、価値があることである。それは、生物にとって、本質的に、善である。それは、生物にとって、本質的に、光明性をもたらす。

社会的上位者にとっての善。それは、以下の内容である。最上位の社会的地位の獲得。覇権の獲得。獲得した既得権益の維持。

社会的下位者にとっての善。それは、以下の内容である。有能性の獲得による、社会的上昇。社会的革命の生成による、社会的上位者の既得権益の、破壊と初期化。

その実現に役立つ思想。真実。生物が、自分自身の真実を知ること。それは、生物にとって、冷酷で厳しく辛辣な内容である。その受容。その助けになる思想。それらを、効率良く生み出す方法。その確立。



私の方法論。

上記の目的。その実現に当たっての手順。その実現に当たっての勘所。その実現に当たっての注意点。それらは、以下の内容である。

ネット検索やネット閲覧によって、環境や生物社会の動向を常に俯瞰し観察し把握すること。それらの行為は、以下の内容の源泉になる。

環境や生物社会の真実や法則の解明において、説明力や説得力のあるアイデア。

あるアイデアによって、真実を８０％説明できそうな見通しが立った場合。そのアイデアの内容を、どんどん書き出して、体系化すること。真実に近そうな、説明力の高そうな思想を、独力で、どんどん生み出すこと。その行為を、最優先すること。

詳細な説明を後回しにすること。難解な説明を避けること。

過去の前例との照合は、後回しにすること。正しさの完全な検証は、後回しにすること。

簡潔で分かりやすく使いやすい法則の確立。その行為を、最優先すること。それは、例えば、以下の行為と同様である。簡潔で分かりやすく使いやすいコンピュータのソフトウェアの開発。





私の執筆における、理想とスタンス。



私の執筆における、理想。

それは、以下の内容である。

//

私が生成する内容の説明力の最大化。

そのためにかける手間や時間の最小化。

//



それらの実現のための方針やスタンス。それらは、下記の内容である。



私の執筆における、スタンス。



私が、文章の作成において、考慮する、根本的な方針。

それらの対比。

それらの主要な項目一覧。

それは、以下の内容である。



上位概念性。 / 下位概念性。

要約性。 / 詳細性。

根幹性。 / 枝葉性。

一般性。 / 個別性。

基本性。 / 応用性。

抽象性。 / 具体性。

純粋性。 / 混合性。

集約性。 / 粗放性。

一貫性。 / 変動性。

普遍性。 / 局所性。

網羅性。 / 例外性。

定式性。 / 非定式性。

簡潔性。 / 複雑性。

論理性。 / 非論理性。

実証可能性。 / 実証不能性。

客観性。 / 非客観性。

新規性。 / 既知性。

破壊性。 / 現状維持性。

効率性。 / 非効率性。

結論性。 / 中途性。

短縮性。 / 冗長性。



全ての文章において、内容面で、以下のような性質を、最初から、最上級の形で、実現すること。



概念上位性。

要約性。

根幹性。

一般性。

基本性。

抽象性。

純粋性。

集約性。

一貫性。

普遍性。

網羅性。

定式性。

簡潔性。

論理性。

実証可能性。

客観性。

新規性。

破壊性。

効率性。

結論性。

短縮性。



その実現を最優先して、文章の内容を、執筆すること。

その内容を、なるべく早く完成させること。

その内容を、書き上げた部分毎に、直ぐに、本文に、マージしていくこと。

それらを、最優先すること。

例。

固有名詞を、使わないこと。

ローカルな、抽象度の低い意味の語句を、使わないこと。





先進的なコンピュータプログラミング技術を、文章作成の方法へと、積極的に、応用すること。



例。

オブジェクト思考に基づく、文章作成の技術。

クラスとインスタンスの概念の、文章作成への応用。

上位クラスの内容の優先的な記述。



例。

アジャイル開発の方法の、文章作成への応用。

頻繁に、以下の行動を、繰り返すこと。

電子書籍の内容の、バージョンアップ。

その電子書籍ファイルの、公開サーバーへのアップロード。







私は、従来の学術論文の作成方法とは異なる方法を、採用している。

従来の学術論文の作成方法は、説明力のある内容の導出において、非効率である。



書籍の執筆における、私の視点。

それは、以下の内容である。



統合失調症の患者からの視点。

社会における、最下位者からの視点。

社会における扱いが、一番、劣悪な者からの視点。

社会から、拒絶され、差別され、迫害され、追放され、隔離された者からの視点。

社会不適応者からの視点。

社会で生きることを諦めた者からの視点。

一番、社会的ランクが下位の病気に罹患した患者からの視点。

社会における、一番の有害者からの視点。

社会における、一番の嫌われ者からの視点。

社会に対して、生涯、心を閉ざした者からの視点。

生物や人間に対して、根本的にがっかりした者からの視点。

生物や人間に対して、絶望した者からの視点。

人生を諦めた者からの視点。

罹患した病気のせいで、彼自身の遺伝的子孫を残すことを、社会的に拒絶された者からの視点。

罹患した病気のせいで、極めて短命に終わること。そのことを、運命付けられた者からの視点。

罹患した病気のせいで、生きやすさや救いを、生涯、得られないこと。そのことが、予め確定している者からの視点。

罹患した病気のせいで、有能性を、生涯、得られないこと。そのことが、予め確定している者からの視点。

罹患した病気のせいで、生涯にわたって、社会から、虐待や搾取を受け続けること。そのことが、予め確定している者からの視点。

そうした者による、生物社会や人間社会に対する内部告発の視点。







私の人生目標。

それは、以下の内容である。

男女の性差。

人間社会や生物社会。

生物そのもの。

それらの本質を、自力で、分析し、解明すること。



そうした、私の人生目標は、以下のような人々によって、大きく妨害された。



男性優位社会の人々。例。欧米諸国。

そうした、男性優位社会によって支配されている、女性優位社会の人々。例。日本と韓国。

彼らは、女性優位社会の存在を、決して認めない。

彼らは、男女の本質的な性差を、決して認めない。

彼らは、男女の性差についての研究そのものを、社会的に、妨害し、禁止している。

そうした、彼らの態度は、男女の性差の本質の解明にとって、本質的に、邪魔であり、有害である。



人間と、人間以外の生物との、本質的な共通性。

彼らは、それを、決して認めない。

彼らは、人間と、人間以外の生物とを、必死で、区別し、差別しようとする。

彼らは、人間の、人間以外の生物に対する優位性を、必死で、主張しようとする。



そうした、彼らの態度は、人間社会や生物社会の本質の解明にとって、本質的に、邪魔であり、有害である。



女性優位社会の女性たち。例。日本社会の女性たち。

彼らは、女性優位社会における女性の優位性を、表向きは、決して認めない。

女性専用社会や、女性優位社会における、それらの社会の内部の真実。

彼らは、その公開を、決して認めない。

そうした、彼らの態度は、男女の性差の本質の解明にとって、本質的に、邪魔であり、有害である。

そうした、彼らの態度は、人間社会や生物社会の本質の解明にとって、本質的に、邪魔であり、有害である。





上記のような人々。

そうした、彼らの態度は、私の人生目標を、根本的に、妨害した。

そうした、彼らの態度は、私の人生を、その土台から、狂わせ、破壊し、台無しにした。

私は、それらの結果について、とても怒っている。

私は、彼らに対して、鉄槌を下したい。

私は、彼らに対して、以下の内容を、何としてでも、理解させたい。

私は、以下の内容を、何としてでも、自力で解明したい。

//

男女の性差における、真実。

人間社会や生物社会における、真実。

//



私は、人間社会を、冷静に、客観的に、分析したかった。

そこで、私は、人間社会から、一時的に、私自身を、隔離した。

私は、人間社会の俯瞰者となった。

私は、人間社会の動向を、ネット経由で、毎日、ひたすら、観察し続けた。



その結果。

私は、以下の内容を、手に入れた。

人間社会の全体を、最下位から俯瞰する、独自の視点。



その結果。

私は、以下の内容を、自力で、何とか、掴んだ。

//

男女の性差の本質。

人間社会や生物社会の本質。

//



その結果。

私は、新たな人生目標を、手に入れた。



私の、新たな人生目標。

彼らの社会的妨害に対して、対抗し、挑戦すること。

そして、以下の内容を、人々の間に広く知らせること。

//

私が自力で掴んだ、男女の性差の真実。

私が自力で掴んだ、人間社会や生物社会の真実。

//



私は、そうした目標の実現のために、これらの書籍を作成している。

私は、そうした目標の実現のために、これらの書籍の内容を、日々、熱心に、改訂し続けている。



（2022年2月初出。）
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戸部 良一  (著), 寺本 義也 (著), 鎌田 伸一 (著), 杉之尾 孝生 (著), 村井 友秀 (著), 野中 郁次郎 (著), 失敗の本質―日本軍の組織論的研究, ダイヤモンド社, 1984/5/1







/// 民俗。

宮本 常一  (著), 忘れられた日本人 (岩波文庫) , 岩波書店, 1984/5/16



/// 食糧の確保。

大内力 (著), 金沢夏樹 (著), 福武直 (著) , 日本の農業 UP選書, 東京大学出版会, 1970/3/1





/// 地域。

//// 村落。

中田 実 (編集), 坂井 達朗 (編集), 高橋 明善 (編集), 岩崎 信彦 (編集), 農村 (リーディングス日本の社会学) , 東京大学出版会, 1986/5/1

蓮見 音彦  (著), 苦悩する農村―国の政策と農村社会の変容, 有信堂高文社, 1990/7/1

福武直 (著) , 日本農村の社会問題 UP選書, 東京大学出版会, 1969/5/1

余田 博通 (編集), 松原 治郎 (編集), 農村社会学 (1968年) (社会学選書) , 川島書店, 1968/1/1

今井幸彦 編著, 日本の過疎地帯 (1968年) (岩波新書), 岩波書店, 1968-05



きだみのる  (著), 気違い部落周游紀行 (冨山房百科文庫 31), 冨山房, 1981/1/30

きだ みのる (著), にっぽん部落 (1967年)  (1967年) (岩波新書)





//// 都市。

鈴木広 高橋勇悦 篠原隆弘 編, リーディングス日本の社会学 7 都市, 東京大学出版会, 1985/11/1

倉沢 進 (著), 秋元 律郎 (著), 町内会と地域集団 (都市社会学研究叢書) , ミネルヴァ書房, 1990/9/1

佐藤 文明  (著), あなたの「町内会」総点検［三訂増補版］―地域のトラブル対処法 (プロブレムQ&A), 緑風出版, 2010/12/1



//// エリア毎の特色。

京都新聞社 (編さん), 京男・京おんな, 京都新聞社, 1984/1/1

丹波 元  (著), こんなに違う京都人と大阪人と神戸人 (PHP文庫) , PHP研究所, 2003/3/1

サンライズ出版編集部 (編集), 近江商人に学ぶ, サンライズ出版, 2003/8/20



/// 血縁関係。

有賀 喜左衛門 (著), 日本の家族 (1965年) (日本歴史新書) , 至文堂, 1965/1/1

光吉 利之 (編集), 正岡 寛司 (編集), 松本 通晴 (編集), 伝統家族 (リーディングス 日本の社会学) , 東京大学出版会, 1986/8/1



/// 政治。

石田雄, 日本の政治文化－同調と競争, 1970, 東京大学出版会

京極純一, 日本の政治, 1983, 東京大学出版会



/// ルール。法律。

青柳文雄, 日本人の罪と罰, 1980, 第一法規出版

川島武宣, 日本人の法意識 (岩波新書 青版A-43) , 岩波書店, 1967/5/20



/// 行政。

辻清明 新版 日本官僚制の研究 東京大学出版会 1969

藤原 弘達 (著), 官僚の構造 (1974年) (講談社現代新書) , 講談社, 1974/1/1

井出嘉憲 (著), 日本官僚制と行政文化―日本行政国家論序説, 東京大学出版会, 1982/4/1

竹内 直一  (著), 日本の官僚―エリート集団の生態 (現代教養文庫) , 社会思想社, 1988/12/1

教育社 (編集), 官僚―便覧 (1980年) (教育社新書―行政機構シリーズ〈122〉), 教育社, 1980/3/1

加藤栄一, 日本人の行政―ウチのルール (自治選書), 第一法規出版, 1980/11/1

新藤 宗幸  (著), 技術官僚―その権力と病理 (岩波新書), 岩波書店, 2002/3/20

新藤 宗幸  (著), 行政指導―官庁と業界のあいだ (岩波新書) , 岩波書店, 1992/3/19



武藤 博己  (著), 入札改革―談合社会を変える (岩波新書) , 岩波書店, 2003/12/19



宮本政於, お役所の掟, 1993, 講談社



/// 経営。

間宏,日本的経営－集団主義の功罪,日本経済新聞社,1973

岩田龍子, 日本の経営組織, 1985, 講談社

高城 幸司  (著), 「課長」から始める 社内政治の教科書, ダイヤモンド社, 2014/10/31





/// 教育。

大槻 義彦  (著), 大学院のすすめ―進学を希望する人のための研究生活マニュアル, 東洋経済新報社, 2004/2/13

山岡栄市 (著), 人脈社会学―戦後日本社会学史 (御茶の水選書) , 御茶の水書房, 1983/7/1





/// スポーツ。

Whiting, R., The Chrysanthemum and the Bat 1977 Harper Mass Market Paperbacks（松井みどり訳, 菊とバット 1991 文藝春秋）





/// 性差。

//// 母性。母親。

Caudill,W., Weinstein, H.,  Maternal Care and Infant Behavior in Japan and America  Psychiatry,32   1969



河合隼雄, 母性社会日本の病理, 中央公論社 1976

佐々木 孝次  (著), 母親と日本人, 文藝春秋, 1985/1/1

小此木 啓吾 (著), 日本人の阿闍世コンプレックス, 中央公論社, 1982

斎藤学, 『「家族」という名の孤独』講談社 1995

山村賢明, 日本人と母―文化としての母の観念についての研究, 東洋館出版社, 1971/1/1

土居健郎, 「甘え」の構造, 1971, 弘文堂



山下 悦子  (著), 高群逸枝論―「母」のアルケオロジー, 河出書房新社, 1988/3/1

山下 悦子  (著), マザコン文学論―呪縛としての「母」 (ノマド叢書) , 新曜社, 1991/10/1



中国新聞文化部 (編集), ダメ母に苦しめられて (女のココロとカラダシリーズ) , ネスコ, 1999/1/1



加藤秀俊, 辛口教育論 第四回 衣食住をなくした家, 食農教育 200109, 農山漁村文化協会



//// 女性。

木下 律子  (著), 妻たちの企業戦争 (現代教養文庫) , 社会思想社, 1988/12/1

木下律子 (著), 王国の妻たち―企業城下町にて, 径書房, 1983/8/1

中国新聞文化部 (編集), 妻の王国―家庭内“校則”に縛られる夫たち (女のココロとカラダシリーズ), ネスコ, 1997/11/1



//// 男性。

中国新聞文化部 (編集), 長男物語―イエ、ハハ、ヨメに縛られて (女のココロとカラダシリーズ) , ネスコ, 1998/7/1

中国新聞文化部 (編集), 男が語る離婚―破局のあとさき (女のココロとカラダシリーズ) , ネスコ, 1998/3/1







// 社会間比較。

/// 欧米諸国との比較。

山岸俊男, 信頼の構造, 1998, 東京大学出版会

松山幸雄「勉縮」のすすめ, 朝日新聞社, 1978

木村尚三郎, ヨーロッパとの対話, 1974, 日本経済新聞社

栗本 一男  (著), 国際化時代と日本人―異なるシステムへの対応 (NHKブックス 476) , 日本放送出版協会, 1985/3/1

/// 社会の特殊性。その有無についての検討。

高野陽太郎、纓坂英子, " 日本人の集団主義" と" アメリカ人の個人主義" -通説の再検討-心理学研究vol.68 No.4,pp312-327,1997

杉本良夫、ロス・マオア, 日本人は「日本的」か－特殊論を超え多元的分析へ－, 1982, 東洋経済新報社

/// 血縁関係。

増田光吉, アメリカの家族・日本の家族, 1969, 日本放送出版協会

中根千枝『家族を中心とする人間関係』講談社，1977

/// コミュニケーション。

山久瀬 洋二 (著), ジェイク・ロナルドソン (翻訳), 日本人が誤解される100の言動 100 Cross-Cultural Misunderstandings Between Japanese People and Foreigners【日英対訳】 (対訳ニッポン双書) , IBCパブリッシング, 2010/12/24

鈴木 孝夫  (著), ことばと文化 (岩波新書) , 岩波書店, 1973/5/21

/// 独創性。

西沢潤一, 独創は闘いにあり, 1986, プレジデント社

江崎玲於奈, アメリカと日本－ニューヨークで考える, 1980, 読売新聞社

乾侑, 日本人と創造性, －科学技術立国実現のために, 1982, 共立出版

S.K.ネトル、桜井邦朋, 独創が生まれない－日本の知的風土と科学, 1989, 地人書館



/// 経営。

Abegglen, J.C.,The Japanese Factory:Aspects of Its Social Organization,Free Press 1958 （占部都美 監訳 「日本の経営」 ダイヤモンド社 1960）

林  周二, 経営と文化, 中央公論社, 1984

太田肇  (著) , 個人尊重の組織論, 企業と人の新しい関係 (中公新書) , 中央公論新社, 1996/2/25

/// 保育。

Caudill,W., Weinstein, H.,  Maternal Care and Infant Behavior in Japan and America  Psychiatry,32   1969

/// 教育。

岡本 薫  (著), 新不思議の国の学校教育―日本人自身が気づいていないその特徴, 第一法規, 2004/11/1

宮智 宗七  (著), 帰国子女―逆カルチュア・ショックの波紋 (中公新書) 中央公論社, 1990/1/1

グレゴリー・クラーク  (著), Gregory Clark (原著), なぜ日本の教育は変わらないのですか? , 東洋経済新報社, 2003/9/1

恒吉僚子, 人間形成の日米比較－かくれたカリキュラム, 1992, 中央公論社

/// 性差。

//// 女性。

杉本 鉞子 (著), 大岩 美代 (翻訳), 武士の娘 (筑摩叢書 97) , 筑摩書房, 1967/10/1

//// 男性。

グスタフ・フォス (著), 日本の父へ, 新潮社, 1977/3/1

/ 韓国。

// 単独社会。

朴 泰赫 , 醜い韓国人, ―われわれは「日帝支配」を叫びすぎる (カッパ・ブックス) 新書 – , 光文社, 1993/3/1

朴 承薫  (著), 韓国 スラングの世界, 東方書店, 1986/2/1

// 社会間比較。

コリアンワークス, 知れば知るほど理解が深まる「日本人と韓国人」なるほど事典―衣食住、言葉のニュアンスから人づきあいの習慣まで (PHP文庫) 文庫 – , PHP研究所, 2002/1/1

造事務所 , こんなに違うよ！ 日本人・韓国人・中国人 (PHP文庫), PHP研究所 (2010/9/30)

/ 中国。

// 単独社会。

/// 社会全般。

林 松濤 (著), 王 怡韡 (著), 舩山 明音 (著) , 日本人が知りたい中国人の当たり前, 中国語リーディング, 三修社, 2016/9/20

/// 心理。

園田茂人, 中国人の心理と行動, 2001, 日本放送出版協会

デイヴィッド・ツェ (著), 吉田 茂美 (著), 関係(グワンシ) 中国人との関係のつくりかた , ディスカヴァー・トゥエンティワン, 2011/3/16

/// 歴史。

加藤 徹  (著), 西太后―大清帝国最後の光芒 (中公新書) 新書 – , 中央公論新社, 2005/9/1

宮崎 市定  (著), 科挙―中国の試験地獄 (中公新書 15) , 中央公論社, 1963/5/1

/// 血縁関係。

瀬川 昌久, 現代中国における宗族の再生と文化資源化 東北アジア研究 18 pp.81-97 2014-02-19

// 社会間比較。

邱 永漢  (著), 騙してもまだまだ騙せる日本人―君は中国人を知らなさすぎる, 実業之日本社, 1998/8/1

邱永漢  (著) , 中国人と日本人, 中央公論新社, 1993

/ ロシア。

// 単独社会。

/// 社会全般。

ヘドリック スミス  (著), 飯田 健一 (翻訳), 新・ロシア人〈上〉, 日本放送出版協会, 1991/2/1

ヘドリック スミス  (著), 飯田 健一 (翻訳), 新・ロシア人〈下〉, 日本放送出版協会, 1991/3/1

/// 歴史。

伊賀上 菜穂, 結婚儀礼に現れる帝政末期ロシア農民の親族関係 : 記述資料分析の試み スラヴ研究, 49, 179-212 2002

奥田 央, 1920年代ロシア農村の社会政治的構造（１）, 村ソヴェトと農民共同体, 東京大学, 経済学論集, 80 1-2, 2015-7 https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp › econ0800102

大矢 温, スラヴ派の共同体論における「ナショナル」意識－民族意識から国民意識への展開－, 札幌法学 29 巻 1・2 合併号（2018）, pp.31-53

// 社会間比較。

/// 心理。

アレックス インケルス (著), Alex Inkeles (原著), 吉野 諒三 (翻訳), 国民性論―精神社会的展望, 出光書店, 2003/9/1

服部 祥子 (著), 精神科医の見たロシア人 (朝日選書 245), 朝日新聞社出版局, 1984/1/1

/// 民俗。

アレクサンドル・プラーソル, ロシアと日本：民俗文化のアーキタイプを比較して, 新潟国際情報大学情報文化学部紀要第10号、2007.

/// 血縁関係。

高木正道, ロシアの農民と中欧の農民, ――家族形態の比較――, 法経研究, 42巻1号 pp.1-38, 1993

/// 経営。

宮坂 純一, ロシアではモチベーションがどのような内容で教えられているのか, 社会科学雑誌』第５巻（2012年11月）―― 503-539

宮坂 純一, 日ロ企業文化比較考, 『社会科学雑誌』第 18 巻（2017 年 9 月）——, pp.1-48

/// 性差。

Д.Х. Ибрагимова, Кто управляет деньгами в российских семьях?, Экономическая социология. Т. 13. № 3. Май 2012, pp22-56



/ 東南アジア。

// 単独社会。

丸杉孝之助, 東南アジアにおける農家畜産と農業経営, 熱帯農業, 19(1), 1975 pp.46-49

中川 剛  (著), 不思議のフィリピン―非近代社会の心理と行動 (NHKブックス) , 日本放送出版協会, 1986/11/1

// 社会間比較。





== 液体。

/ 液体の性質。液体の動き。

小野周 著, 温度とはなにか , 岩波書店、1971

小野 周  (著), 表面張力 (物理学one point 9), 共立出版, 1980/10/1

イーゲルスタッフ (著), 広池 和夫 (翻訳), 守田 徹 (翻訳), 液体論入門 (1971年) (物理学叢書) , 吉岡書店, 1971

上田 政文  (著), 湿度と蒸発―基礎から計測技術まで, コロナ社, 2000/1/1

稲松 照子  (著), 湿度のおはなし, 日本規格協会, 1997/8/1

伊勢村 寿三  (著), 水の話 (化学の話シリーズ (6)) , 培風館, 1984/12/1

力武常次 (著), 基礎からの物理 総合版 (チャート式シリーズ) , 数研出版, 数研出版, 1986/1/1

野村 祐次郎  (著), 小林 正光 (著), 基礎からの化学 総合版 (チャート式・シリーズ) , 数研出版, 1985/2/1

物理学辞典編集委員会 , 物理学辞典 改訂版 , 培風館, 1992

池内満, 分子のおもちゃ箱 , 2008年1 月19日 http://mike1336.web.fc2.com/ (2008年2月23日)

/ 液体の知覚。

大塚巌 (2008). ドライ、ウェットなパーソナリティの認知と気体、液体の運動パターンとの関係. パーソナリティ研究, 16, 250-252





== 生物。

/ 総論。

鈴木孝仁, 本川達雄, 鷲谷いづみ, チャート式シリーズ, 新生物 生物基礎・生物 新課程版, 数研出版, 2013/2/1

/ 遺伝子。

リチャード・ドーキンス【著】，日高敏隆，岸由二，羽田節子，垂水雄二【訳】, 利己的な遺伝子, 紀伊國屋書店, 1991/02/28

/ 精子。卵子。

緋田 研爾  (著), 精子と卵のソシオロジー―個体誕生へのドラマ (中公新書) 中央公論社, 1991/3/1

/ 神経系。

二木 宏明  (著), 脳と心理学―適応行動の生理心理学 (シリーズ脳の科学) , 朝倉書店, 1984/1/1

山鳥 重  (著), 神経心理学入門, 医学書院, 1985/1/1

伊藤 正男 (著), 脳の設計図 (自然選書) , 中央公論社, 1980/9/1

D.O.ヘッブ (著), 白井 常 (翻訳), 行動学入門―生物科学としての心理学 (1970年) , 紀伊国屋書店, 1970/1/1

// 知覚。

岩村 吉晃  (著), タッチ (神経心理学コレクション), 医学書院, 2001/4/1

松田 隆夫  (著), 知覚心理学の基礎, 培風館, 2000/7/1

// パーソナリティ。

Murray,H.A., 1938, Exploration in personality:A clinical and experimental study of fifty men of collegeage.

Schacter, S., 1959, The Psychology of affiliation.Stanford University press.

三隅三不二, 1978, リーダーシップの科学, 有斐閣

Fiedler,F.E., 1973, The trouble with leadership training is that it doesn't train leaders-by. Psychology Today Feb(山本憲久訳 1978 リーダーシップを解明する 岡堂哲雄編 現代のエスプリ131: グループ・ダイナミクス 至文堂).

Snyder,M., 1974, The self-monitoring of expssive behavior. Journal of Personality and Social Psychology, 30, 526-537.

Fenigstein, A., Scheier,M.F., & Buss,A.H., 1975, Public and private self-consciousness: Assessment and theory. Journal of Consulting and Clinical Psychology,43,522-527.

押見輝男, 自分を見つめる自分-自己フォーカスの社会心理学, サイエンス社, 1992

Wicklund, R.A., & Duval,S. 1971 Opinion change and performance facilitation as a result of objective self-awareness. Journal of Experimental Social Psychology,7,319-342.

Jourard, S.M. 1971, The transparent self, rev.ed.Van Nostrand Reinhold(岡堂哲雄訳 1974 透明なる自己 誠信書房).

Brehm, J.W.,1966, A Theory of psychological reactance. Academicpss.

Toennies, F.,1887, Gemeinshaft und Gesellshaft, Leipzig,(杉之原寿一訳 「ゲマインシャフトとゲゼルシャフト」 1957 岩波書店)

McCrae, R. R., Costa, P. T., Jr., 1987, Validation of the five-factor model of personality across instruments and observers., Journal of Personality and Social Psychology, 52, 81-90

Eysenck, H. J., 1953, The structure of human personality. New York: Wiley.

Edwards, A.L., 1953, The relationship between judged desirebility of a trait and the plobability that the trait will be endowsed. Journal of Applied Psychology, 37,90-93

// 情報。

吉田 民人  (著), 情報と自己組織性の理論, 東京大学出版会, 1990/7/1

/ 社会性。

吉田 民人  (著), 主体性と所有構造の理論, 東京大学出版会, 1991/12/1



/ 人間以外の生物。

// 行動。

デティアー(著), ステラー(著), 日高敏隆(訳),小原嘉明(訳), 動物の行動－現代生物学入門7巻, 岩波書店, 1980/1/1

// 心理。

D.R.グリフィン (著), 桑原 万寿太郎 (翻訳), 動物に心があるか―心的体験の進化的連続性 (1979年) (岩波現代選書―NS〈507〉), 岩波書店, 1979年

// 文化。

J.T.ボナー (著), 八杉 貞雄 (翻訳), 動物は文化をもつか (1982年) (岩波現代選書―NS〈532〉) , 岩波書店, 1982/9/24

// 社会。

今西 錦司 (著), 私の霊長類学 (講談社学術文庫 80) , 講談社, 1976/11/1

今西錦司『私の自然観』講談社学術文庫，1990 (1966)．

河合雅雄  (著), ニホンザルの生態,  河出書房新社, 1976/1/1

伊谷純一郎  (著) , 高崎山のサル (講談社文庫), 講談社, 1973/6/26

伊谷純一郎  (著) , 霊長類社会の進化 (平凡社 自然叢書) 単行本 –, 平凡社,  1987/6/1

/ 無神論。

リチャード・ドーキンス (著), 垂水 雄二 (翻訳), 神は妄想である―宗教との決別, 早川書房, 2007/5/25







== 辞書。

新村出（編著）,広辞苑－第5版, 岩波書店, 1998

Stein, J., & Flexner, S. B. (Eds.), The Random House Thesaurus., Ballantine Books., 1992





== データ分析の方法。

田中敏 (2006). 実践心理データ解析 改訂版 新曜社

中野博幸, JavaScript-STAR , 2007年11月9日 http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/ (2008年2月25日)
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追加の参考文献リスト。2023年4月現在。
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物理学。 Physics. Физика. 物理学。

---

都築嘉弘 (著), 井上邦雄 (著), チャート式シリーズ 新物理 物理基礎・物理, 数研出版, 2014

近角 聰信 (著, 編集), 三浦 登 (著, 編集), 理解しやすい物理 物理基礎収録版, 文英堂, 2013



猪木 正文 (著), 大須賀 健 (監修), 数式を使わない物理学入門 アインシュタイン以後の自然探検, KADOKAWA, 2020

伊達 宗行, 新しい物性物理―物質の起源からナノ・極限物性まで, 講談社, 2005



ルクレーティウス (著), 樋口 勝彦 (翻訳), 物の本質について, 岩波書店, 1961



ポフ ボグダン(著), ロシナ ミーチャ(著), 園田 英徳 (翻訳), 石川 隆 (翻訳), 原理と直観で読み解く 量子系の物理(第2版):素粒子から宇宙まで, 森北出版, 2019



竹内 淳 (著), 高校数学でわかる流体力学, 講談社, 2014

---





化学。 Chemistry. Химия. 化学。

---

戸嶋 直樹 (著, 編集), 瀬川 浩司 (著, 編集), 理解しやすい化学 化学基礎収録版, 文英堂, 2012

野村祐次郎 (著), 辰巳敬 (著), 本間善夫 (著), チャート式シリーズ 新化学 化学基礎・化学, 数研出版, 2014

---





生物学。 Biology. Биология. 生物学。

---

水野 丈夫 (著, 編集), 浅島 誠 (著, 編集), 理解しやすい生物 生物基礎収録版, 文英堂, 2012

鈴木孝仁(著者), 本川達雄(著者), 鷲谷いづみ(著者), チャート式シリーズ 新生物 生物基礎・生物, 数研出版, 2013



デイヴィッド・サダヴァ (著), 丸山 敬 (翻訳), 石崎 泰樹 (翻訳), カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第1巻 細胞生物学, 講談社, 2010

デイヴィッド・サダヴァ (著), クレイグ.H・ヘラー (著), その他, カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第2巻 分子遺伝学, 講談社, 2010

デイヴィッド・サダヴァ (著), クレイグ.H・ヘラー (著), その他, カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第3巻 分子生物学, 講談社, 2010

池内 昌彦 (監修, 翻訳), 伊藤 元己 (監修, 翻訳), 箸本 春樹 (監修, 翻訳), エッセンシャル・キャンベル生物学 原書6版, 丸善出版, 2016



緋田 研爾 (著), 精子と卵のソシオロジー―個体誕生へのドラマ, 中央公論社, 1991

ロビン ベイカー (著), Robin Baker (原名), 秋川 百合 (翻訳), 精子戦争―性行動の謎を解く, 河出書房新社, 1997



江上 不二夫 (著), 生命を探る, 岩波書店, 1967

柳川 弘志, 生命の起源を探る, 岩波書店, 1989

オパーリン (著), 江上 不二夫 (編さん), 生命の起源と生化学, 岩波書店, 1956



中屋敷 均 (著), ウイルスは生きている, 講談社, 2016

武村 政春 (著), 生物はウイルスが進化させた 巨大ウイルスが語る新たな生命像, 講談社, 2017



日本生態学会 (編集), 生態学入門(第2版) 第2版, 東京化学同人, 2012

沓掛 展之 (著), 古賀 庸憲 (著), 日本生態学会 (編集), 沓掛 展之 担当編集 (その他), その他, 行動生態学, 共立出版, 2012



池田清彦 (著), メスの流儀 オスの流儀, 静山社, 2010



佐々木 敏 (著), 佐々木敏の栄養データはこう読む! 第2版, 女子栄養大学出版部, 2020

---





地学。地理学。 Geology. Geography. Геология. География. 地质学。地理学。

---

内田 忠賢 (著, 監修), 理解しやすい地理B, 文英堂, 2010

大塚 韶三 (著), 荻島 智子 (著), 青木 寿史 (著), ひとりで学べる地学―「地学基礎」「地学」に対応, 清水書院, 2012

小倉 義光 (著), 一般気象学 第2版, 東京大学出版会, 1999

柏野 祐二 (著), 海の教科書 波の不思議から海洋大循環まで, 講談社, 2016

---





数学。 Math. Математика. 数学。

---

都筑 卓司 (著), トポロジー入門 奇妙な図形のからくり, 講談社, 2019

---





工学。 Engineering. Инжиниринг. 工程。

---

浜辺 隆二 (著), 論理回路入門(第3版), 森北出版, 2015

井澤 裕司 (著), ビジュアル 論理回路入門, プレアデス出版, 2008

木村 真也 (著), わかるVerilog HDL入門―文法の基礎から論理回路設計、論理合成、実装まで 改訂新版, CQ出版, 2006

長谷川 裕恭 (著), VHDLによるハードウェア設計入門―言語入力によるロジック回路設計手法を身につけよう 改訂版, CQ出版, 2004

熊谷 英樹 (著), 必携 シーケンス制御プログラム定石集―機構図付き, 日刊工業新聞社, 2003

南 裕樹 (著), Pythonによる制御工学入門, オーム社, 2019

森 泰親 (著), 演習で学ぶ基礎制御工学, 森北出版, 2004

佐藤 和也 (著), 平元 和彦 (著), 平田 研二 (著), はじめての制御工学, 講談社, 2010

Neo4jユーザーグループ (著), 石坂 登 (著), 秋田 進之助 (著), 大西 芳佳 (著), その他, グラフ型データベース入門 - Neo4jを使う, リックテレコム, 2016

---





神経系。 Nervous System. Нервная система. 神经系统。

---

養老 孟司 (著), 唯脳論, 青土社, 1989

二木 宏明 (著), 脳と記憶―その心理学と生理学, 共立出版, 1989

山鳥 重 (著), 記憶の神経心理学, 医学書院, 2002

理化学研究所脳科学総合研究センター (編集), 脳科学の教科書 神経編, 岩波書店, 2011

渡辺 正峰 (著), 脳の意識 機械の意識 - 脳神経科学の挑戦, 中央公論新社, 2017

---



心理学。 Psychology. Психология. 心理学。

---

鹿取 廣人 (編集), 杉本 敏夫 (編集), 鳥居 修晃 (編集), 河内 十郎 (編集), 心理学 第5版補訂版, 東京大学出版会, 2020

無藤 隆 (著), 森 敏昭 (著), 遠藤 由美 (著), 玉瀬 耕治 (著), 心理学 新版, 有斐閣, 2018



霜山 徳爾 (監修), 鍋田 恭孝 (編集), 心理療法を学ぶ―基礎理論から臨床まで, 有斐閣, 2000

今田 純雄 (編集), 北口 勝也 (編集), 動機づけと情動, 培風館, 2015

菊地 正 (編集), 感覚知覚心理学, 朝倉書店, 2008



アイン・ランド (著), 田村 洋一 (監修), オブジェクティビズム研究会 (翻訳), SELFISHNESS(セルフィッシュネス) ―― 自分の価値を実現する, Evolving, 2021

高橋 昌一郎 (監修), パラドックス大図鑑, ニュートンプレス, 2021

D. マツモト (著), David Matsumoto (原名), 南 雅彦 (翻訳), 佐藤 公代 (翻訳), 文化と心理学―比較文化心理学入門, 北大路書房, 2001

福間詳 著 (著), ストレスのはなし - メカニズムと対処法, 中央公論新社, 2017



遠藤 利彦 (著), 佐久間 路子 (著), 徳田 治子 (著), 野田 淳子 (著), 乳幼児のこころ -- 子育ち・子育ての発達心理学, 有斐閣, 2011

岩田 純一 (著), 発達心理学, 有斐閣, 1992



坂野 雄二 (編集), 臨床心理学キーワード 補訂版, 有斐閣, 2005

大平 英樹 (編集), 感情心理学・入門, 有斐閣, 2010

岩壁 茂 (著), 福島 哲夫 (著), 伊藤 絵美 (著), 臨床心理学入門 -- 多様なアプローチを越境する, 有斐閣, 2013

---





宗教学。 Religious Studies. Религиозные исследования. 宗教研究。

---

仏教伝道協会 (編集) , 仏教聖典, 仏教伝道協会, 1905

中村 圭志, 西洋人の「無神論」日本人の「無宗教」, ディスカヴァー・トゥエンティワン, 2019

安田喜憲, 森を守る文明・支配する文明, PHP研究所, 1997

安田喜憲, 一神教の闇―アニミズムの復権, 筑摩書房, 2006

島薗 進, 宗教学の名著30, 筑摩書房, 2008

---







社会学。経済学。政治学。 Sociology. Economics. Political science.  Социология. Экономика. Политология. 社会学。经济学。政治学。

---

長田 攻一 (著), 社会学の要点整理, 実務教育出版, 1987

新 睦人 (著), 大村 英昭 (著), 宝月 誠 (著), 中野 正大 (著), 中野 秀一郎 (著), 社会学のあゆみ, 有斐閣, 1979

那須 壽 (編さん), クロニクル社会学, 有斐閣, 1997

小林 昇 (編集), 杉原 四郎 (編集), 新版 経済学史, 有斐閣, 1986



山内 昶 (著), タブーの謎を解く―食と性の文化学, 筑摩書房, 1996

マーヴィン ハリス (著), 長島 信弘 (翻訳), 鈴木 洋一 (翻訳), 文化唯物論―マテリアルから世界を読む新たな方法〈上〉, 早川書房, 1987

マーヴィン ハリス (著), Marvin Harris (原名), 板橋 作美 (翻訳), 食と文化の謎, 岩波書店, 2001



森 三樹三郎 (著), 老子・荘子, 講談社, 1994

大城 太 (著), 華僑の奥義 一生お金に困らない儲けと成功の法則, 日本実業出版社, 2019



徳永 恂 (編集), 厚東 洋輔 (編集), 人間ウェーバー―人と政治と学問, 有斐閣, 1995

大塚 久雄 (著), 小野塚 知二 (著), 共同体の基礎理論 他六篇, 岩波書店, 2021

水田 洋 (著), アダム・スミス, 講談社, 1997



村武 精一 (編集), 佐々木 宏幹 (編集), 文化人類学, 有斐閣, 1991

小沢 周三 (著), 小沢 滋子 (著), 影山 昇 (著), 今井 重孝 (著), 教育思想史, 有斐閣, 1993

田中 成明 (著), 竹下 賢 (著), 深田 三徳 (著), 亀本 洋 (著), 平野 仁彦 (著), 法思想史 第2版, 有斐閣, 1997

小笠原 弘親 (著), 藤原 保信 (著), 小野 紀明 (著), 政治思想史, 有斐閣, 1987



伊藤 真 (著), 伊藤真の民法入門 第5版, 日本評論社, 2014

川井 健 (著), 民法入門 第7版, 有斐閣, 2012



塩野七生, マキアヴェッリ語録, 新潮社, 1992

トマス・ホッブズ (著), 高野清弘 (著) , 法の原理 ── 自然法と政治的な法の原理, 行路社, 2016

田中 浩 (著), ホッブズ――リヴァイアサンの哲学者, 岩波書店, 2016



森永 卓郎 (著), なぜ日本だけが成長できないのか, KADOKAWA, 2018

ロナルド ドーア (著), Ronald Dore (原名), 藤井 真人 (翻訳), 日本型資本主義と市場主義の衝突―日・独対アングロサクソン, 東洋経済新報社, 2001

---



私が執筆した全ての書籍。その一覧。







Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female Dominance

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性别差异和女性主导地位

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Половые различия и женское превосходство

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女の性差と女性の優位性







Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will Rule The World.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性主导的社会将统治世界

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Общество, в котором доминируют женщины, будет править миром.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性優位社会が、世界を支配する。







Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Life. The origins of social sex differences.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动生活。定居生活。社会性别差异的起源。

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Мобильная жизнь. Урегулированная жизнь. Истоки социальных различий по половому признаку.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移動生活様式。定住生活様式。社会的性差の起源。







Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) The essence of life. The essence of human beings. The darkness of them.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物的本质。人类的本质。他们的黑暗。

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Сущность жизни. Сущность человеческих существ. Их тьма.

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物の本質。人間の本質。それらの暗黒性。







Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of the Soul. Live by neuroscience!

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 论无神论与灵魂的救赎。靠神经科学生存！

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) Об атеизме и спасении души. Живи неврологией!

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 無神論と魂の救済について。脳神経科学で生きよう！







Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of humidity. Perception of humidity. Personality Humidity. Social Humidity.

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干性。湿气。湿度的感觉。对湿度的感知。性格湿度。社会湿度。

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Сухость. Мокрота. Сенсация влажности. Восприятие влажности. Личностная влажность. Социальная влажность.

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) ドライさ。ウェットさ。湿度の感覚。湿度の知覚。性格の湿度。社会の湿度。







Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and liquids. Classification of behavior and society. Applications to life and humans.

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 气体和液体。行为与社会的分类。在生活和人类中的应用。

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Газы и жидкости. Классификация поведения и общества. Применение к жизни и человеку.

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体と液体。行動や社会の分類。生物や人間への応用。







Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livability. Functionalism of life. Society as life.

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 宜居的要素。生活的功能主义。社会即生活。

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Элементы благоустроенности. Функциональность жизни. Общество как жизнь.

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生きやすさの素。生物の機能主義。生物としての社会。







Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a system. History for life.

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 历史的规律。历史是一个系统。历史的生物。

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) Законы истории. История как система. История на всю жизнь.

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史の法則。システムとしての歴史。生物にとっての歴史。







Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a Case Study.

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母亲权威的社会理论。强势母亲的社会。以日本社会为个案研究。

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) Социальная теория материнства: Общество сильных матерей. Японское общество как пример.

Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母権社会論－強い母の社会。事例としての日本社会。－







Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. A society of acquired settled groups.

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日本社会的机制。后天定居群体的社会。

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Механизмы японского общества. Общество приобретенных оседлых групп.

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日本社会のメカニズム。後天的定住集団の社会。







Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 惯性社会（中文版本）

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) инерционное общество

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性社会（日本語版）







Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经社会学（中文版本）

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Нейросоциология

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経社会学（日本語版）







Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric society to communication-centric society. The Progress of Transition.

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 从以交通为中心的社会向以通信为中心的社会。转型的进展。

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) От общества, ориентированного на транспорт, к обществу, ориентированному на коммуникации. Прогресс переходного периода.

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通中心社会から通信中心社会へ。移行の進展。







Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual -The Elemental Reduction Approach.

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 个人社会学 -元素还原法。

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Социология личности -Элементный подход к сокращению.

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人の見える社会学　－要素還元アプローチ－







Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax To Counter Discrimination Against Blacks.

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引入白人税以打击对黑人的歧视

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Введение белого налога для противодействия дискриминации черных

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人差別対策としての白人税導入







Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. Loose and tight. Tense and relaxed.

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人格与感觉、知觉。明与暗。温暖与寒冷。硬和软。松与紧。紧张与放松。

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Личность и ощущения, восприятие. Светлое и темное. Тепло и холодно. Твердый и мягкий. Свободный и тугой. Напряженный и расслабленный.

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性格と感覚、知覚。明暗。温冷。硬軟。緩さときつさ。緊張とリラックス。







Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal and paternal authority. Parents and Power.

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性与父性。母权和父权。父母与权力。

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Материнство и отцовство. Материнская и отцовская власть. Родители и власть.

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性と父性。母権と父権。親と権力。







Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. They cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for them.

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性别差异和性别歧视。它们无法消除。对它们进行社会缓解和补偿。

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Половые различия и дискриминация по половому признаку. Они не могут быть устранены. Социальное смягчение и компенсация за них.

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女の性差と性差別。それらは無くせない。それらへの社会的な緩和や補償。







Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group societies. Female dominance.

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后天定居群体社会的机制。女性主导地位。

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Механизмы обществ приобретенных оседлых групп. Доминирование женщин.

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天的定住集団社会のメカニズム。女性の優位性。







Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of resources. Their advantages and disadvantages.

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 资源的所有权和非所有权。其利弊。

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Владение и не владение ресурсами. Их преимущества и недостатки.

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源の所有と非所有。その利点と欠点。







Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of economic disparity. Causes and solutions.

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 财富与贫穷。经济差距的出现。原因和解决办法。

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Благополучие и бедность. Появление экономического неравенства. Причины и решения.

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕と貧困。経済的格差の発生。その原因と解消法。







Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. The difference between the two.

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会不良分子。真正的不良分子。两者之间的区别。

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Социальные преступники. Настоящий преступник. Разница между ними.

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会的な不良者。真の不良者。両者の違い。







Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos.

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何欣赏游戏音乐视频。

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Как наслаждаться игровыми музыкальными клипами.

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲーム音楽動画の楽しみ方。







Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. The source of them.

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 值得生活的生活。充实的生活。他们的源头。

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Жизнь, достойная жизни. Полноценная жизнь. Источник их.

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生きがい。充実した人生。それらの源。









私の書籍の内容。それらの自動翻訳のプロセスについて。







ご訪問ありがとうございます！



私は本の内容を頻繁に改訂しています。

そのため、読者の皆様には、随時サイトを訪れていただき、新刊や改訂版の書籍をダウンロードしていただくことをお勧めしています。



自動翻訳には以下のサービスを利用しています。



DeepL プロ

https://www.deepl.com/translator



本サービスは以下の会社が提供しています。



DeepL GmbH





私の本の原語は日本語です。

私の本の自動翻訳の順序は以下の通りです。

日本語→英語→中国語、ロシア語



どうぞお楽しみ下さい！





私の略歴。



私は、1964年に、日本の神奈川県で、生まれた。

私は、1989年に、東京大学文学部社会学科を卒業した。

私は、1989年度の日本の国家公務員採用試験のI種区分の、社会学の職種に、最終合格した。

私は、1992年度の日本の国家公務員採用試験のI種区分の、心理学の職種に、最終合格した。

私は、大学卒業後は、日系大手IT企業の研究所に勤務して、コンピュータのソフトウェアの試作業務に従事した。

私は、現在は、企業を退職して、執筆活動に専念中である。
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